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財団法人京都府埋蔵文化財調査研究センターでは、昭和56年4月の設立以来、京都府内

の公共事業に伴う埋蔵文化財の発掘調査を行ってまいりました。この問、当センターの業

務の遂行にあたりましては、皆様方のご協力を賜り、厚く御礼申し上げます。

近年、公共事業の増大に伴い、発掘調査も単に件数の増加だけでなく、その内容もとみ

に大規模化の傾向にあります。当センターでは、こうした状況に対応するため、徐々にで

はありますが、組織や調査体制の強化を進め調査・研究の充実を図ってまいりました。発

掘調査ついては、『京都府遺跡調査報告書J.『京都府遺跡調査概報J. 『京都府埋蔵文

化財情報jなどの各種刊行物によってその成果を公表するとともに、毎年、展覧会や研修

会を開催し、各遺跡の調査内容や出土遺物などを広く府民に紹介し、普及・啓発活動にも

意を注いで、いるところであります。

本書は、平成4年度に実施した発掘調査のうち、京都府道路公社、建設省近畿地方建設

局、住宅 ・都市整備公団の各機関の依頼を受けて行った、神宮谷古墳群、国道478号バイ

パス関係の八木嶋遺跡（平成2年度調査）・八木城跡、京都南道路関係の内里八丁遺跡・荒

坂遺跡・新田遺跡、木津地区所在遺跡関係の西山塚古墳・西山遺跡・瓦谷遺跡 ・瓦谷古墳

群に関する発掘調査概要を収めたものであります。本書が学術研究の資料として、また、

地域の埋蔵文化財への関心と理解を深める上で、何がしかのお役にたてば幸いです。

おわりに、発掘調査を依頼された各機関をはじめ、京都府教育委員会、綾部市教育委員

会、八木町教育委員会、八幡市教育委員会、田辺町教育委員会、木津町教育委員会などの各

関係諸機関、ならびに調査に参加、協力いただきました多くの方々に厚 く御礼申し上げま

す。

平成6年3月

財団法人 京都府埋蔵文化財調査研究センタ ー

理事長福山敏男
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凡例

1. 本書に収めた概要は、下記のとおりである。

1.神宮谷古墳群 2. 国道478号バイパス関係遺跡 3. 京都南道路関係遺跡

4.木津地区所在遺跡

2. 各遺跡の所在地、調査期間、経費負担者及び概要の執筆者は下表のとおりである。

遺跡名 所在地 調査期間 経費負担者 執筆者

1. 神宮谷古墳群 綾部市別所町神宮谷 平4.10. 21～ 京都府道路 岸岡貴英

平5.3.5公社

2. 国道478号バイパス関係遺跡 建設省近畿 奥村清一郎

(1）八木嶋遺跡 船井郡八木町八木島 平2.4.17～ 地方建設局 柴 暁 彦

平3.3.8 原田三蕎

(2）八木城跡第 2次 船井郡八木町本郷 平4.5.18～ 引原茂治

平5.3.5

3. 京都南道路関係遺跡 建設省近畿

(1）内里八丁遺跡 八幡市内里日向堂 平4.4.23～ 地方建設局 竹原一彦

12.18 筒井崇史

(2）荒坂遺跡、 八幡市美濃山荒坂 l 御 平4.10. 12～ 伊賀高弘

毛通 9・10・11 平5.2.25

(3）新田遺跡 綴喜郡田辺町松井北ヶ市 平4目 11.4～ 筒井崇史

平5.2.25 森正哲次

4. 木津地区所在遺跡 住宅 －都市

(1）西山塚古墳 相楽郡木津町市坂 平4.4.6～ 整備公団 石井清司

8.27 伊賀高弘

(2）西山遺跡、 相楽郡木津町市坂 平4.4.7～ 伊賀高弘

8.27 

(3）瓦谷遺跡・瓦谷古墳群 相楽郡木津町市坂 平4.7.1～ 有井広幸

平5.3.5

3. 本書の編集は、調査第 1課資料係が当った。
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神宮谷古墳群発掘調査概要

1 .神宮谷古墳群発掘調査概要

1. はじめに

神宮谷古墳群は、京都府綾部市別所町大字神宮谷にある後期古墳群である。この古墳群

は、京都府教育委員会が刊行した 『京都府遺跡地図j第2分冊によ6t、2基の古墳(1

号墳・ 2号墳）として記載されていた。今回、京都府教育委員会が京都縦貫道の建設に先

立ち、古墳群付近の道路建設予定地内を分布調査したところ、新たに 2基の古墳状隆起を

確認した。その後、京都府道路公社の依頼を受けて、調査地内の 2基の古墳状隆起の発掘

調査に入ったが、調査地内に新たに l基の古墳状隆起を発見したため、最終的には計3か

所の調査を行った。

発掘調査は、平成4年10月21日から平成 5年3月5日の聞に実施し、平成 5年1月12日

に現地調査を行い、 100余名の参加者を得た。現地調査は、当調査研究センター調査第 2

課調査第 l係長伊野近富、調査第2係調査員八木政明、調査第 l係調査員岸岡貴英が担当

した。本概要報告の執筆は、鉄器類などを河野一隆が、それ以外を岸岡貴英が行った。

発掘調査を進めるに当たり、京都府道路公社、京都府教育委員会、綾部市教育委員会を
（住2I 

はじめ、関係諸機関の方々には多くのご指導 ・ご教示いただいた。さらに、調査に参加し

ていただいた方がたからは多くのご協力を得た。記して感謝の意を表しぶL。

本調査にかかわる経費は、全額、京都府道路公社が負担した。

2. 位置と環境
（住41

神宮谷古墳群のある地区は、由良川の支流である犀川の最上流域に当たる。この犀川の

最上流域は、細長い谷がいくつも枝分かれしつつのびる地形である。今回調査を行った神

宮谷古墳群は、この最上流域の北西部にあたる別所地区に所在し、その中の奥谷部の北側

低E陵上に位置する。

犀川の最上流域の遺跡の分布は、段丘上及び低地に、縄文土器・弥生土器・土師器・陶

器などの散布地がわずかに存在する。ただ、調査はなされておらず、実態はま ったく不明

である。丘陵上には、古墳及び山城などが分布調査により確認されている。

このうち、北部～西部の古墳群の分布を、地区ごとに概観する。白道路町地区には、全

長約24mの前方後円墳であるニワトリ塚古墳、約 9基の群集墳である五反田古墳群、白道



京都府遺跡調査概報 第56冊

第1図調査地周辺主要遺跡分布図（1/25,000)

l.神宮谷古墳群 2.篠田古墳群 3.八重坂古墳群 4.ジンド古墳

5.八幡古墳 6.山尾古墳群 7.志賀古墳 8.井尻古墳群

9.稲荷山古墳 10.小狭間古墳 11.松原古墳 12.ニワトリ塚古墳

13.白道路古墳群 14.狭間古墳 15.五反田古墳群
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神宮谷古墳群発掘調査概要

路古墳群がある。向田町地区には、全長約30mの前方後円墳で、ある稲荷山古墳、径10～15

mの円墳である松原古墳、小狭間古墳がある。このうち、稲荷山古墳と松原古墳は横穴式

石室を埋葬施設にもつ。別所町 ・篠田町地区には、神宮谷古墳群、篠田古墳群、八重坂古

墳が存在する。神宮谷古墳群は、 4基すべて横穴式石室を埋葬施設とする。志賀郷町 ・金

河内町・内久井町地区にかけては、志賀古墳、山尾古墳、八幡古墳、ジンド古墳などが散

在する。このうち、 山尾 l号墳、八幡古墳、ジンド古墳については、横穴式石室を埋葬施

設とする。このように、この地域の古墳については大規模群集墳はなく 、独立墳か、多く

ても10基ほどの古墳群が、各谷に散在する状況にある。

3. 調査の経過

神宮谷古墳群は、犀川最上流域の谷奥部にある。調査地付近の地形は、以前のほ場整備

事業と森林伐採の事業により大きく改変されており 、C地点などはほとんど旧状をとどめ

ていない。A地点は、 C地点に比べるとわずかに旧状をとどめているが、この地点は古く

から畑の耕作地として利用されていたらしい。外観はわずかに古墳状隆起を認めることが

でき、付近には大型板状の石が散乱していた。

調査は、当初A地点 ・B地点の2か所の古墳状隆起の試掘調査を行った。A地点は、 当

初の予想どおり横穴式石室墳であることが判明した。墳丘は約1/3が消失しており、石室

も天井石はすべて取り去られており、平面で見ると羨道部は約1/3しか残存していない。

その後、 A地点を 3号墳と改め、本調査を開始した。

石室主軸ラインの設定は、当初石室のプラ ンを想定できなかったため、墳圧の残存度に

あわせて、東西・南北にアゼを設定し、表土掘削を行った。その後、石室のプランがほぼ

確定したため、南北主軸ラインを第2次埋葬施設の両側壁の中心から設定し、東西ライン

を奥壁と袖石の中心にとり、南北主軸ラインに直交する方向で

設定し、石室墳丘の断面観察につとめた。ただ、墳丘の西側部

分がほほ消失しているため、その部分の断面観察はより北側の

奥壁付近で、行った。

調査は、第二次埋葬施設の検出ののち、東西ラインに添う形

で断ち割りを行い、第 l次埋葬施設の平面プランの検出につと

めた。その後、第2次埋葬施設の遺物の検出→第2次東側壁の

除去→第 1次埋葬施設の遺物の検出→石室掘形の検出へと調査

を進めていった。

B地点は、「T」字状のトレンチを設定し掘削したが、20cm

3-

。 10cm 

第2図 4号墳付近

表採の須恵器
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。 100m 

第3図調査地位置図

ほどですぐに地山につき当たり 、顕著な遺物もなく 、自然地形であることが判明した。

ところで、これらの調査中に地元の岩瀬盛雄氏からC地点付近で表採された須恵器をみ

せていただいた。その後、 C地点において横穴式石室と考えられる石材を確認したため、

京都府教育委員会、京都府道路公社と協議の上、C地点を 4号墳と改め試掘調査を行うこ

とになった。

-4-
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神宮谷3号墳は、南側に向けてのびるゆるやかな尾根状に造られている。墳E付近は一

時畑地として利用されていたらしく、また腐植土中からは中・近世の土器がわずかに出土

するため、墳丘周囲の自然地形全体が多少改変されている可能性もある。また、溝や列石

といった墳丘と自然、地形とを区画する明瞭な遺構を検出しなかったため、明瞭に墳丘裾部

を指摘することがむずかしい。ただ、比較的残りのよい墳丘北西部の自然地形と、古墳盛

り土との傾斜変換点、を墳丘裾部と考えれば、直径約13mほどの円墳と推定される。

墳丘の築成は、断面観察において旧表土が認められないところから、はじめに地山成形

を行ったと考えられる。まず、墳丘部分をほぼ平坦に削り出し、隅丸方形の掘形を穿った

-5-
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ょうである。その後、石室の構築と墳丘の築成を、ほぽ同時に行ったと考えられる。まず、

基底石を配置したのち、 北側部分を中心に第l次盛り土を行う。次に、 2～ 3段目の石室

壁体を構築するにあたって、石室の裏込めを中心に版築状の盛り土を施す。この第2次盛

り土の大部分は、黄灰色砂質土と黒灰色砂質土で占められ、盛り土及び石室裏込めを充填

する過程での 1回の工程単位をある程度想定することができる。最後に、暗黄褐色砂質土

を墳丘全体に盛ったと考えられる。さらに、この第3次盛り土上面及び表土直下からは、

墳丘上部で円形にめぐる列石を検出した。この列石の中には長径20～50cmに及ぶものがあ

り、 一部2段に組んでいるか所もある。また、 墳丘裾部には散発的に拳大から人頭大の石

が入ることがあるが、規則的なものではない。

ところで、これら墳正盛り土中からは、若干の土器が出土している。墳E頂部の第2次

海込

／ 

／ 

気込
，、

，減少
オト

＼ 
第 5図調査後墳丘襖lj量図
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盛り土中からは須恵器（第12図 1）と土師器（第12図10・11）が、墳丘裾部の第3次盛り土中

からは須恵器（第12図2）が出土している。

②土坑

土坑1 墳丘頂部において検出した半円形の土坑である。石室の第 l次東壁のほぼ直上

に位置する。南北2m×東西 lm・深さ40cmを測る。底面は船底状をなし、埋土は 2層に

分かれる。東西ラインの断面を観察すると、土坑自体は第2次東壁までのびていたことが

認められる。

土坑2 墳丘外の西側で検出した楕円形の土坑である。南北2.9m・東西2.7m ・深さ

16cmを測る。底面はレンズ状をなす。埋土は2～ 3層に分かれ、上層には比較的多くの炭

を含む黒灰色砂質土が広がる。

③石室

南南東に開口する両袖式の横穴式石室を内部主体としている。玄室は、長さ3.6m・幅

1. Smを測る。玄室比は（玄室長／玄室幅）約2で、床面平面形態は長方形のプランをもっ。

羨道部は、わずかに東によって玄室にとりついており、右片袖式の可能性が高い。

石室壁体の構築は、ほぽ持ち送りをせずに行われた。奥壁は、基底石に長径約2mの直

方体状の石材を配置し、その上に径50～60cm大の石材を面をそろえて 2段に積み上げてい

る。第l次東壁及び西壁の基底石は、長径 lm前後の直方体状を呈し、その上に透き聞を

拳大の石で充填しつつ、 2. 3段目を積み上げている。羨道部の石材は、袖石を縦置きし

ている以外はこれらと同様である。

玄室床面で溝と敷石を検出した。溝は、玄室中央部を直線的にのび、長さ約4.7m×幅

約0.8m・深さ約lOcmを測る。この溝は、敷石下にあって、おそらく排水溝の役割を果た

していたのではないか。敷石は、後に第2次東壁が構築されたために、約1/3ほどしか残

存していない。石材は、 5～20cm大の比較的平坦なものを使用しているよ うである。

また、玄室内のほぼ中央に第2次東壁を構築することにより、第2次埋葬施設を設けて

いる。この埋葬施設は、長さ3.6m×幅0.8mを測り、玄室比は4.5とかなり細長い平面プ

ランをもっ。床面には列石と敷石が設けられている。敷石は当初の石室のものが、列石は

新たに設けられたと考えられる。第2次東壁は、残存長約lmを測り、 奥壁の中央から東

側の袖石に取り付くように築かれている。この第2次東壁の構築は、まず第2次東壁下の

床面の敷石を除去したのち、その部分に粘土質の土を敷き、そのうえに基底石を配置する。

基底石は、奥壁から約3mまでは直線的に、袖石付近になる とゆるやかにカーブを描く よ

うに配置する。石材の大きさ、形はその配置に見あったものを使用しているが、相対的に

基底石には大きなものを用いる。そのうえに裏込め土を充填しつつ、2～3段に石材を積

8 
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み上げていく 。構築された石材は、北側では直方体状のものを横積みし、南側になると不

整形なものが多い。

羨道部では玄門付近で5～lOcrn大の石材を数点確認したが、閉塞石の残りかもしれない。

羨道部の地山面は、玄室面より低く ゆるやかなスロープとなっており 、排水機能は高かっ

たと思われる。

なお、この石室の石材については、すべて付近で採取できる泥岩と判明した。

④遺物出土状況

神宮谷3号墳の周辺は、先述したように、後世の削平が大きい。これは横穴式石室内部

-9-
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についても同様で、石室壁体などの石

材が多く落ち込んでいた。石室内部の

埋土は、腐植土層を除き 2層に分かれ、

¥._,. ともに石敷のレベルまで多くの石材が

~~ 、
入り込んでいた。埋土の下層からは、

耳環2点（36・37）と鉄万 l振（13）が、

石敷より 10～20cm浮いた状態で、しか

も落ち込んだ石材の問から出土した。

したがって、第2次埋葬施設内の床面

の大部分（主に石敷上）は、後世にほと

んど撹乱されていた可能性が高い。そ

の中で、土層観察と遺物の出土状況を

~8 考えると、玄室内袖石付近と奥壁北東

隅部・羨道の西側の床面には、埋葬時

の状態が残されていたとみられる。

玄室・ 羨道の床面・埋土からは、 J"IJ

石と考えられる石材と土器（須恵器・

土師器） ・鉄器（武器 ・農工具 ・馬

具）・装身具（耳環）・砥石などの副葬

品の出土をみた（第10図）。

玄室内袖石付近からは、鉄鉱(15・

~ 
．、0 

ヲ仏
21～23）、鉄万(12・14）、馬具（30・

。 シ 32）、砥石が集積された状態で出土し、"°23 
た（第11図）。鉄鉱(12～19・21～23）と

鉄万（14）は、南方向に切っ先をそろえ
I 

て置かれており、加えて馬具（30・32)
、

と鉄万（12）が出土した。鉄刀(12）は、、
¥ 

2つに折損したものを重ねて置いた状

態である。これらはほとんどレベル差

がない。この下には、わずかなレベル

。 1円、 差で馬具（33・34）が検出された。また、

第10図鉄製品出土位置図 須恵器（ 7 ）は、西壁にへばり ついた状

-12-
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第11図鉄製品出土状況図

態で出土した。

そのほかに、第2次埋葬施設の玄室南側からは鎌（29）・銅製品（35）などが散在して検出

された。これらは、鎌（29）が床面から若干浮いた状態で出土したほかは、第2次埋葬施設

の床面下で検出された。

第2次東壁の裏側（東側）の床面からは、鉄斧（28）と須恵器（4）が出土した。鉄斧（28）は、

床面より若干浮いた状態で、須恵器（4 ）は残存した石敷の上面から出土した。 また、第2

次東壁の裏込めの埋土中からは須恵器（ 6）が出土した。

羨道からは、須恵器（3・5）、土師器（ 8・9）、鉄鍛（23・27）、馬具（31）などが玄門付

近から酋壁にかけて散在して検出された。須恵器（3・5）、馬具（31）などの玄門付近の遺

物は床面下から検出された。土師器（8・9）、鉄鉱（23・27）などの西壁付近の遺物は、床

面上もしくは床面より若干浮いた状態で出土した。

⑤出土遺物

出土遺物には、大別して土器（須恵器 ・土師器）、鉄器（武器 ・農工具 ・馬具）、銅製品

（耳環・飾り金具）、石器（砥石）がある。須恵器には杯身 ・杯蓋・高杯 ・聴があり、杯身

（第12図4）を除き、ほとんど破片である。土師器には杯・聾 ・高杯が出土している。武器

には、鉄鍛と鉄万があり、鉄鍛は13本以上、 鉄万は 3振出土している。農工具には鉄斧 l

点、鉄鎌 l点があり、馬具は l式出土した。銅製品には、耳環と飾り金具がある。

内
〈
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第12図 出土遺物実測図

。 10c円、

1は、須恵器杯蓋で、口径11.5cm・残存高2.6cmを浪ljる。天井部と口縁部の境に明瞭な

稜をもっ。口縁端部は、鋭い段をなしている。胎土は精良で、黒色粒が目立つ。MT15～

TKlOに並行すると思われる。2は、須恵器杯蓋で、口径12.6cm ・残存高3.5cmを測る。

天井部はやや丸い。天井部と口縁部の境には、わずかな屈曲部を持っている。口縁端部は

丸い。天井の頂部にわずかなヘラ削りを残している。胎土は普通で、石英 ・長石 ・黒色粒

が目立つ。色調は、灰白色を呈する。TK43～T K209に並行すると思われる。3は、須

恵器杯蓋で、口径13.7cm ・残存高4.lcmを測る。天井部はやや丸い。天井部と口縁部の境

にわずかな屈曲部を持っている。口縁端部は丸い。天井部にへラ削りを残している。胎土

は精良で、砂粒をわずかに含む。色調は青灰色を呈する。4は、 須恵器杯身で、口径

12.95cm・残存高4.lcmを測る。 比較的深い杯部に、 口縁部が短く内傾し立ち上がる。端部

はシャープにおさめている。土器の表面は摩擦が激しく、ヘラ削りの範囲は不明である。

胎土は普通であるが、 l～ 2mm大の礁を多く 含んでいる。焼成は軟で、色調は乳白色であ

る。5は、須恵器杯身で、口佳11.7cm ・残存高3.7cmを測る。やや浅めの杯部に、 口縁部

が内傾気味に立ち上がる。口縁端部はシャープにおさめている。底面にはへラ削り を施す。

焼成は堅綴で、胎土は精良で、ある。6は、 須恵器睡で、口径13.8cm ・残存高3.5cmを測る。

大きくラ ッパ状に広がる口縁部を有している。屈曲部には凹線状の凹みを持っている。口

縁端部はシャープにおさめている。 胎土は密で、焼成は堅綴である。色調は青灰色を呈す

-14 



る。 7は、須恵器長脚 2段の高杯で、脚径

12.5cm・残存高6.5cmを測る。下段に長方形の透

かしを持っている。脚は、裾部で水平に広がり、

端部は明瞭に屈曲しやや外方に下がる。胎土は普

通ではあるが、石英、長石、黒色粒が目立ってい

る。色調は、淡青灰色を呈する。8は、土師器杯

で、口径10.7cm ・器高5.0cmを測る。比較的平坦

な底部から内湾する口縁部を持っている。端部は

比較的シャープにおさめている。底部に指頭圧痕

を残す。胎土はやや荒く、焼成は軟で、色調は淡

赤褐色を 呈する 。 9は、土師器杯で、口径

12. 8cm ・器高4.7cmを測る。口縁部は鈍く屈曲し

ており、端部は丸い。外面にはへラ削りを施して

おり、内面に不定方向のナデを施す。胎土は普通

である。焼成は良好で、色調は淡褐色を呈してい

る。10は、土師器聾、口径17.Scm・残存高4.9cm

を測る。「く」の字状に屈曲する口縁部をもっ。

口縁端部はわずかに外反している。内面に横ハケ

を施す。胎土はやや粗い。焼成は軟で、色調はi炎

赤褐色を呈する 。11は、土師器高杯で、底径

8.0cm・残存高6.3cmを測る。脚部は短く聞き、端

部はややはねあがり気味におさめている。胎土は

粗く、石英・長石が目立っている。焼成は良好で、、

色調は淡赤褐色を呈する。

（岸岡貴英）

b.鉄製品

神宮谷 3号墳出土の金属製品には、武器（万3

点、鉄鉱22点以上）、工具（斧l点、鎌 l点、工具

柄 1点）、馬具（轡 l点、壷鐙 l組、鞍金具 1組）、

飾り金具l点、耳環2点がある。

鉄万(12～14) 12は、身長65cm・身幅3.5cm ・ 

茎長14.Ocm ・茎幅2.0cmを測る両聞の鉄万である。

R
d
 

’Eよ
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lト

U 13 

10an 

第13図鉄製品実測図(1) 鉄刀



京都府遺跡調査概報第56冊

茎には 2個の目釘孔があり、茎尻に近い孔には鉄製の目釘が遺存する。鞘と柄はわずかで

あるが木質の痕跡がある。さらに、鉄製鍔と銅金具が装着されていた。鍔は、長径

8. 3cm ・短径6.5cmを測る卵形で8窓を持つ。側面には銀線が剥離しており、渦文が象猷さ

れていると判断される。銅は鍔にあわせた楕円形で、身に密着している。13は、残存長

25. 3cm ・身幅3.Ocm ・茎幅l.9cmを測る両関の鉄万である。関部は、斜めに落され、刃部の

方が突出が大きい。茎中央に目釘孔1孔を持ち、鉄製自主Tl点が遺存する。14は、身の残

存長31.4cm ・身幅2.2cm ・茎長7.4cm ・茎幅l.3cmを測る両関の鉄刀である。茎尻付近に l

点の目釘孔を持ち、鉄製目釘が遺存している。

鉄鉱(15～26) 長頚鍛16点、平根鍛6点の内、遺存の良好なものを図化した。長頚鍛に

は柳葉形であるが腸扶りの有無がある。平根鍛はすべて腸扶りを持つが、重腸扶りになっ

ているものもある。23は、短い箆被をもっ形式で例が少ない。

鉄斧（28) 全長13.6cm ・刃部長5.lcmを測る鉄斧で完形品である。袋部の合わせ目は、

銃のために明確にはしがたい。

鉄鎌（29) 残存長10.lcm・身幅2.8cmを測り、先端部は欠損する。基部の折り返しはゆ

るい。

工具柄（17) 先端部が欠損するために、何らかの工具柄であるとしか判断できない。残

存長8.4cmを測る。柄部には、木質が遺存している。

轡（30) 絞具造付立聞の鏡板を持つ鉄製轡である。街に引手と鏡板とを結合する。鏡板

は断面方形の鉄棒を曲げた0.5cm×0.6cmの楕円形で、 欽具に挟まれる部分は幅12cmと薄い。

引手は、 単線の「くjの字引手で、全長21.2cmを測る。街は全長18.3cmで、ある。

壷鐙（31・32) 1対存在する。絞具に3連の兵庫鎖で吊舌金具を垂下させるものである。

吊舌金具は3鋲に復原される。

報（33・34) 2点ある。座金具は6脚のものと、 5脚のものとがあり、各脚中央に l鋲

を持つ。鞍本体は、刺金を持たない凸字形の絞具を垂下している。

飾り金具（35) 全長3.8cmで、8脚を もっ鉄地金銅張金具である。作りは、各脚中央と金

具の中心に鉄鋲を打った後で、全体に金銅板を被せる。金銅板は中央が約0.9cm突出する。

耳環（36・37) 銅心金張で大小2点ある。大は径3.3cm、小は径2.6cmを測る。

馬具と飾り金具に関し、若干付言しておく 。同型式の轡は、日本海岸では久美浜町湯舟

坂2号墳に類例がある。湯舟坂例と比較すると、神宮谷3号墳例は絞具の刺金が「TJ字

形なので古い特徴と言える。ただし、両型式は6世紀末からある定度並存したと考えられ

る。鞍は、不整形であるが、 奈良県烏土塚古墳のよ うな花形座金具を模倣したものであろ

う。このような例は、滋賀県野洲町宮山2号墳にみられる。飾り金具は l点しかないので、

16 
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第14図鉄製品実測図（2)

何に装着されたかは不明で、ある。これと類似した金具は福井県十善の森古墳にあって、鞍

の飾り金具と推定されている。形態だけの類似ならば、池山洞古墳群からの採集品の中に

金製で8脚の飾り金具の例がある。この金具の機能は、類例の増加をまって判断したい。

（河野一隆）

c.石器（砥石）

砥石は全長5.5cmを測る小型柱状のものである（図版第12a）。

II. 4号墳

4号墳は、試掘調査の結果、南方向に閉口する横穴式石室墳であることが判明した。墳

Eはほとんとさ消滅しており、石室の石材は一段目か二段目が残存していると思われる。
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の西側は壁面をそろえているが、個々の石材の形は多様で

ある。そのため、その石材自体で3～4段重ねるには不安

第16図飾り金具・耳環
定であり、裏込め土を入れつつ構築したと考えられる。さ

らに墳丘頂部の土坑 lは、玄室の東壁の上に築かれており、これを第2次埋葬施設を構築

5. ま とめ

神宮谷3号墳は、墳丘上に列石のめぐる直径約13mの円

墳である。埋葬施設は、右片袖傾向の両袖式の横穴式石室

である。玄室内には、ほぽ全面に石敷があり、床面下には

排水溝が付設されたと考えられる。その後追葬を行う段階

に当たり、第 2次東壁を構築し、第 2次埋葬施設を設けて

いる。

この第2次東壁の構築は、第2次東壁下の石敷をはずし、

若干の置き土をした後、行ったと考えられる。第2次東壁

神宮谷古墳群発掘調査概要

4 ふ 35

。。
。 5cm 

する際に、設けられたと考えることもできる。

この第2次埋葬施設を構築するに伴い、玄室内床面の1/2以上が破壊され、それに伴う

遺物の移動や「かたずけ」といった行為が行われた。つまり、第2次東壁下と玄門付近の

東側の遺物は、床面下で検出されたため、第2次東壁下の置き土の中に入り込んだものと

考えられる。羨道部西壁付近の遺物や奥壁東北隅の遺物は、床面の破壊をまぬがれたため、

原位置を保っていると考えられる。また、玄室内袖石付近には馬具・鉄鉱・鉄万などが集

積されており、いわゆる追葬に伴う「かたずけ」行為の結果であると思ゎ北2。

次に、この古墳の築造時期及び追葬に伴う第2次埋葬施設の構築時期を考えてみる。石

室内から出土した須恵器は、 TK43～T K209に併行する時期のものであり、資料の制限

からそこに型式差を見い出せない。そのため、当初の石室に追葬があったがどうかは不明

である。ただ、床面下及び床面上から出土した土器類、馬具、鉄鍛、鉄刀などは、当初の

石室の埋葬に伴うと考えられる。また、第2次埋葬施設の構築時期であるが、確実にその

埋葬に伴う遺物がなく、現在のところTK43～T K209以降とせざるをえぶ ）、。ただ、こ

ういった小型のプランの石室については、 7世紀前半に盛行すると言われているところか

ら、 6世紀末～ 7世紀前半の時期に構築された可能性が高い。

このような横穴式石室の内側に、 2次的な埋葬施設を設けたものとしては、下西代2号

墳が<b6。これは両袖式の横穴式石室の玄室中央に、小石室が構築されるもので、小石室

の大きさは、全長が2.6m、幅は0.5mで、西壁は 3段、東壁は 2段、石材は小型ながら本

体の横穴式石室と類似した石積みが残っている。この石室も追葬時につくられたと考えら
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れており、神宮谷3号墳と類似した点もある。このように追葬時に、何らかの埋葬施設を

設けているものとしては、近年調査された細谷 4 号墳にも~~。
以上、数少ない類例を列記してみたが、横穴式石室の追葬については、まだ問題点が多

い。今後の資料の増加を待って、検討を加えてみたいと思う 。

（岸岡貴英）

注l 『京都府遺跡地図j第2分冊〔第2版〕 京都府教育委員会 1987 

注2 調査にご指導 ・ご教示いただいた方々（順不同 ・敬称略）

杉原和雄 ・山崎信二 ・近浮豊明 ・森下衛

注3 調査参加者（順不同・敬称略）

橋本 稔・白波瀬稔・河北芳野 ・小林孝枝 ・河北マサ子・白波瀬とめ・ 白波瀬よしの・白波

瀬正子・岩瀬盛雄 ・白波瀬繁夫

I主4 犀川の最上流域とは、この場合、物部町を除き、志賀町・白道路町よ り上流の地区を指す。

注5 なお、石室石材の鑑定については、府立綾部高校の小滝先生にご指導いただいた。

注6 この「かたずけ」の行為については、森岡秀人氏の論稿にくわしい（森岡秀人「追葬と棺体

配置」 『関西大学考古学研究室開設参拾周年記念考古学論J）。

注7 この地域の6世紀後半～7世紀前半の須恵器については、細谷 l号墳や細谷4号墳において

一括資料が出土しており、 それを参考にした。また、小池 寛氏は細谷l号墳の概報におい

て、陶邑編年TK209・陶邑編年TK217古相の一括土器群を提示されている（「細谷古墳群

発掘調査概報JI京都府遺跡調査概報j第51冊 （財）京都府埋蔵文化財調査研究センター

1992）。

注8 「下西代2号墳」現地説明会資料 （財）京都市埋蔵文化財研究所

注9 「細谷古墳群ー府営農業基盤整備事業関係遺跡平成4年度発掘調査概要 」（『埋蔵文化財

発掘調査概報(1993)J 京都府教育委員会） 1993 

20 
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2.国道478号 バイパス関係遺跡

平成 2・4 年 度発掘調査概要

はじめに

国道478号バイパス（京都縦貫自動車道、旧称国道9号バイパス）建設に伴う埋蔵文化財

の発掘調査は、昭和50年に京都府教育委員会の手によって着手された。以後、継続的に実

施されて昭和56年度以降は財団法人京都府埋蔵文化財調査研究センターに調査業務が移管

されて現在に至っている。平成4年度末現在、総延長約32kmある路線のうち、八木町大字

本郷小字小谷地区以南の調査業務を完了し、その成果については、『京都府遺跡調査報告

書j － f京都府遺跡調査概報J. 『京都府埋蔵文化財情報jなどで逐次公刊してきたとこ

ろである。今回、調査内容を報告するのは、八木嶋遺跡と八木城跡の2遺跡である。

八木嶋遺跡の発掘調査は、平成2年4月17日から平成3年3月8日まで、約8,OOOm＇を

対象として実施した。調査の成果は、「国道9号バイパス関係遺跡平成2年度発掘調査概

要Jで報告済みであるが、整理期間の関係上、遺構を中心とする略報にとどまり、膨大な

数量にのぼる出土遺物については、ほとんどふれることができなかった。そこで、今回改

めて概要を報告することになった。 内容は、前概報を踏襲したが、変更した部分もある。

八木城跡は、丹波守護代内藤氏の居城として知られる京都府内でも有数の中世城郭跡で

ある。今回、ここに報告するのは、平成3年度に実施した試掘調査の結果を もとに、平成

4年度に実施した本調査の概要である。調査面積は約4,OOOm2、調査期間は平成4年5月

18日から平成5年3月5日までをあてた。

上記2件の発掘調査を担当したのは、八木嶋遺跡、が当調査研究センター調査第2課調査

第2係長辻本和美、同調査員鵜島（原田）三毒 ・柴 暁彦、八木城跡が調査第2課調査第2

係長奥村清一郎、同主任調査員引原茂治、同調査員八木政明・柴 暁彦 ・河野一隆である。

発掘調査は、建設省近畿地方建設局の依頼を受けて実施したもので、 調査経費は全額同

省の負担による。調査を行うにあたって、京都府教育委員会、八木町教育委員会、八木町

建設課をはじめとする関係諸機関の協力をえた。また、地元有志の方々及び学生諸氏には、

現地での発掘作業及び調査後の整理・概報作成作業に参加協力していただいた。厚く御礼

申し上げる次第で、若述。 なお、本調査概要の執筆 ・編集は、奥村清一郎・引原茂治・原田

三蕎 ・柴 暁彦が分担し、文責は文末に示した。 （奥村清一郎）
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( 1 ）穴I*S鴨遺跡

1. はじめに

遺跡の位置と環境（第17図） 八木嶋遺跡は、 JR山陰線八木駅の北西約l.5kmに位置し

ている。遺跡の立地は大堰川の右岸の低湿地にあたり、遺跡の三方は標高350m前後の

山々に固まれ、これらの山塊から尾根が複雑に派生した、袋谷状の地形を呈した場所に位

置している。遺跡の現状は、水田となっている。

現在、『京都府遺跡地図jに登録さている八木町内の遺跡は、この地域での発掘調査が

過去にあまり行われていないこともあり、現地形から確認の容易な古墳の登録が目立って

いる。しかし、八木嶋遺跡、の調査では縄文時代後期の土器片や石器、弥生時代後期の土器

や石器などが確認されており、付近にはこの時期の遺跡の存在が考えられる。また、遺物

は確認されていないが、調査地の土壌サンプルの花粉分析結果による と、現地表面から約

4m下で、今から約 l万年前の古環境を示すデータが得られている。今後、八木町内でもこ

ういった時期の遺構 ・遺物が確認される可能性がある。

次に、遺跡の周辺に目を向けると、遺跡の南西山裾の柴山集落に 5基の古墳から構成さ

れる坊田古墳群、森集落に森1・2号墳、八木嶋集落に神田古墳、鳥羽集落に大鳥羽池古

墳が所在手詰。これらの古墳のうち坊回 l号墳と 5号墳は京都府教育委員会によって調査

がなされており 、l号墳は横穴式石室を内部主体とする方墳、 5号墳は内部主体の調査も

なされ、墳形は径約16mの円墳であること、出土した須恵器から 6世紀末から 7世紀前半

の時期が与えられることが確認された。また、八木町本郷の小谷集落には17基の古墳から

なる小谷古墳群が所在する。この古墳群は、京都府教育委員会が2号墳を、当センターが

17号墳の調査を行；；tt..：。 これらの古墳の築造時期は、調査事例の蓄積によって 6世紀後半

から7世紀初頭にかけて築造されたものと解明されつつある。しかし、八木町では過去の

発掘調査件数が少ないため、周辺には未確認の古墳が存在しているものと思われる。

こうした古墳などを築造した母体となったと思われる集落の存在は、今回の八木嶋遺跡、

の調査以前には未確認であったが、 今回の調査によ って、大規模な掘立柱建物跡群と低湿

地を利用した水利・ 濯概施設を持ち合わせた遺構を確認したことは、 前に述べた古墳群を

築造することが可能な集団の存在を具体的に証明できたものと思われる。

7世紀以降になると、鳥羽集落に所在する現在の鳥羽田神社の北東丘陵斜面において、

鳥羽瓦窯が瓦生産の操業を開始しているが、今のところ、具体的な瓦の供給地などは不明

-22 
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L鳥羽古墳群

6.八木嶋遺跡

11.古谷窯跡

16.内山古墳群

第17図調査地周辺主要遺跡(1/25.000) 

2.鳥羽瓦窯跡 3.沢ノ谷遺跡 4八木城出城跡

7.寺内古墳群 8.柴山古墳 9坊回古墳群

12.西所古墳群 13.八木城跡 14.内山窯跡

5.神田古墳

10.堂山窯跡

15.小谷古墳群
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第18図調査区配置図(1/4,000) 
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である。

調査の経過 八木嶋遺跡の

調査は平成元年度の冬にバイ

パス路線内に16か所の試掘ト

レンチを設け、試掘調査を行

った。その結果、数地点から

古墳時代から鎌倉時代に至る

掘立柱建物跡、i誇跡などの遺

構が確認された。この結果を

ふまえて、遺構の確認された

5地点を中心に、 翌2年度に

発掘調査を実施した。なお、

現地調査の調査期間は以下の

とおりである。

平成元年度 12月12日～平

成 2年 3月9日 対象面積

約1,500m' 

平成2年度 4月17日～平

成 3年 3月8日 対象面積

約8,OOOm' 

本調査に当たっては、 全調

査地の対象面積が広範囲で、

地点ごとにそれぞれ離れてい

たため、遺構密度の高かった

B・C・E地区については、

調査の進捗状況に従い、空撮

図化を行った。調査中、 C地

区の流路跡からは、多量の須

恵器、土師器の土器類、木器

類が出土し、また、 E地区か

らは30数棟に及ぶ大型掘立柱

建物跡群が確認された。現地
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説明会は平成3年2月15日に実施され、地元住民の方がたをはじめとして、多方面からの

参加者があった。調査終了後は、当調査研究センターで遺構図や出土遺物の整理作業を行

うとともに、遺跡の評価を補強するため、自然科学的分析として、調査中に採取した土壌

サンフ。ルの花粉分析を行っただけでなく、 C地区から出土した植物遺体（種子）の同定を依

頼した。また、同地区から出土した多量の木製品については、京都府立山城郷土資料館に

保存処理を委託した。

調査の概要 調査は、はじめ表土及び耕作土を重機で除去し、その後人力による掘削を

行った。 また、調査地内の割り付けは、バイパスの路線内のA～Eの5地点それぞれに国

土座標（第VI座標系）により、割り付けを行った。

A 地区 全調査地で最も東寄りに位置する。遺構はそれほど密集していないが、調査地

西隅で土坑3基を確認した。この土坑は、いずれも鎌倉時代のものである。出土遺物は内

容、総量ともそれぞれ差があるが、 概ね瓦器椀、瓦器即、 青磁椀片などが出土した。また、

時期は不明であるが、調査地北側を北西から南東方向に走る、旧河道が見られた。

B 地区 A地区の北西に位置する。A地区と関連する遺構は見られない。確認した遺構

には、古墳時代と思われる竪穴式住居跡や、掘立柱建物跡、柵列などがある。掘立柱建物

跡は直接時期の判明するものは少ないが、出土遺物を見る限り、古墳時代後半～奈良時代

のものと思われる。また、掘立柱建物跡のうち l棟は柱穴も小振りで、出土遺物から平安

時代のものと思われる。その他、建物跡としてまとまらないピットが多数存在する。

c 地区 バイパス本線部分にあたり、 以下に述べるD・E地区と直線上に並ぶ。検出遺

構には流路跡、柵状遺構がある。流路跡からは多量の土師器・須恵器・木製品 ・鉄製品 ・

土錘などの土製品が出土した。中でも、 須恵器の杯身 ・杯蓋には完形もしくは完形に近い

ものが多数存在した。木製品には使用痕のある製品と、 i器内に水漬けにされた状態で見つ

かった未成品とがある。流路跡から出土した出土遺物は、大きく実用品として使用された

ものと、祭前Eに使用された模造品とに分けられる。しかし、遺物によ っては土器類のよう

に区別が不可能なものもある。また、その他の遺物としてモモ核などの植物遺体や、ウマ

の骨、歯などの動物遺体といった、自然遺物が出土した。集落の最盛期は、 6世紀後半に

求めることができるが、奈良時代までは細々 と存続していたことがうかがえる。しかし、

遺物の総量は多かったものの、この地区の流路跡の周辺では、水田や住居跡などの遺構は

確認できなかった。

D 地区 C地区及びE地区の中間に位置する調査区で、両調査区との関連をつかむため

に重要な地区であったが、調査地北半部で所属時期不明の掘立柱建物跡4棟などを確認し

た。建物跡の規模は貧弱で、およそE地区の建物跡との関連はうかがえない。そのほか、

に

u
q
L
 



京都府遺跡調査概報第56冊

顕著な遺構・遺物とも確認できなかった。

E 地区 調査地の北端に位置する。30数棟の掘立柱建物跡を検出した。この遺跡の主要

部分である。建物跡の大半は、大型の柱穴掘形を持つ大型の建物跡である。調査中、南北

方向の用水路を挟んで、東側部分を拡張したが、顕著な拡がりは見られなかった。建物跡

は調査区の南西寄りに集中する傾向が見られる。これらの建物跡の所属時期は、およそ6

世紀末～7世紀初頭になるものと思われる。

（柴暁彦）

2. 層序と検出遺構

①A地区

層序（第四図） 基本層序は水田工作面から約30cmの床土下で、古墳時代以降の遺構面とな

る。遺構面の土質は黄褐色砂質土である。基本的には遺構面の下層は灰褐色粘砂質土であ

る。他の地区の遺構面の土質は粘質土であるが、 A地区は砂質である。

検出遺構（第20図） 直径約180cmを波ljり、断面が皿状を呈する円形の土坑3基と、ピッ

トを検出した。これらの土坑からは、いずれも瓦器椀、瓦器皿、瓦質の羽釜が出土してい

る。地区の北側では、流路中に径 l～3cm大、大きいものでも子どもの拳大の円礁の詰ま

った旧河川が確認された。遺物は、包含されていなかったため、時期は不明である。以下、

概要を述べる。

土坑SK01(第21図） 長軸約1.9m ・短軸約1.2m ・深さ約0.3mを測る楕円形の土坑で

ある。土坑の1/3は撹乱されていた。撹乱の影響のためか、この土坑には礁が伴わなかっ

た。出土遺物としては瓦器椀、瓦質羽釜、羽釜の脚部、 完形の白磁椀などがある。この土

坑は東所川に近接しており、常に水浸かりの状態にあったためか、遺物の残存度は良好で、

あった。

土坑SK 02（第21図） 長軸約 2m・短軸約1.9m・深さ約0.3mを測る円形の土坑であ

る。土坑内からは、 拳大から子どもの頭大の多量

の磯ととも に、多くの瓦器椀、瓦器皿、そして、
L・107.20m

lm 

第19図 A地区基本層序

1.暗灰色粘質土 2.暗褐色砂質土

3黄褐色砂質土 4.黒褐色砂質土

5茶褐色砂質土 6.篠層

青磁椀、砥石、不明鉄製品が出土した。 礁は、土

坑内でま とまって検出されたが、特に組まれた形

跡は認められなかった。 また、出土遺物の瓦器椀

及び瓦器皿は器種ごとに重なり合った状況が見ら

れたが、 元位置を保っているものは少ないと思わ

れた。礁には、熱を受けているものは見られなか

po
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第20図 A地区遺構配置図

った。

土坑SK 03（第21図） 長軸約2.lm ・短軸2m、深さは最深部で、約15cmを淑ljる円形の土

坑である。磯及び出土遺物とも比較的少なかった。子どもの頭大の磯は、一見平面的に並

べられているようにも思われたが、積極的な根拠はない。出土遺物としては瓦質羽釜の口

縁部から鍔にかけての破片や羽釜の足が出土したほかは、顕著なものは見られなかった。
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②B地区

層序（第22図） B地区の土層は表土下、水田耕作土である灰色粘質土、床土の黄褐色粘

砂土、明褐色粘砂土、灰褐色粘質土、茶褐色粘質土、茶灰褐色砂質土の順に堆積していた。

明褐色粘砂土と灰褐色粘質土中には土器が多数包含されていた。茶褐色砂質土上面が遺構

面であった。

検出遺構（第23図） B地区は遺構精査の結果、遺構の輪郭が不明確であったため、茶灰

褐色砂質土上面まで掘削して遺構を検出した。検出した遺構には竪穴式住居跡、また、数

時期にまたがる掘立柱建物跡群や柵列、多数のピット群があった。なお、建物跡の主軸方

向は下に一覧表として明記した。

掘立柱建物跡S801(第24図） 桁行5間×梁間3聞の南北棟の建物跡である。主軸は、

N-17。－wである。桁行総長約9.2m・梁間総長約5.4mを測る。柱穴の平面形は方形あ

るいは隅丸方形で、 一辺約0.6～1.Omとかなり大型であった。柱痕跡は円形で、径約30cm

付表l B地区掘立柱建物跡規模一覧表

建物 規模（m×m) 一間の長さ（m)床面積 建物軸 柱掘形 柱掘形直径 i采さ

番号 東西・桁行 南北・梁間 桁行梁間 （ば） 方向 形状 （一辺 cm) (cm) 

SBOl 3間（4.8）× 5問（8.4) l. 6×l. 7 40.3 N 17°-W 隅丸方形 50～80 (100) 10 

SB02 5 (11. 0）× 3 (6. 0) 2.2×2.0 66 N 10° W 隅丸方形 30～80 20 

SB03 5(11.6）× 2 (6.1) 2.3×3. 1 70. 7 N 6。W 円形 30～60 10～20 

SB04 1以上（2.3）× 2 (5. 4) 2.3×2.8 12.4以上 N 12°-W 円形 40～70 

SB05 1 (4. 5）× 3 (7. 2) 4.5×2.4 32.4 N-10° -W 円形 30～50 10～25 

SH06 4. 7×5.0 （深さ0.15)

SA07 5 (10) ＜南北＞ 2.0＜南北＞ N 15° W 

.lL hι 並.==:r::

ふι ;,;, 〉ι
.lL 

一三雲二三三三子三三三三三三雪－

第22図 B地区南壁土層断面図

l腐植土 2.灰色粘砂 3.青褐色粘砂

4灰黄褐色土 5.灰茶褐色砂質土 6茶褐色砂質土
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第23図 B地区遺構配置図

を測り、深さは約lOcmで、あった。出土遺物は極めて少な く、帰属時期は不明であるが、柱

掘形の形状、配列及び規模から、後述するE地区で検出した6世紀末～ 7世紀前半の掘立

柱建物跡に類似しており、この時期の可能性が高いと思われる。

掘立柱建物跡S802（第25図） 桁行3間×梁間5聞の東西棟である。主軸はN-10°-

Wである。桁行総長約11.7m ・梁間総長約6.8mを測る。柱穴は、方形または隅丸方形を

呈しており、径は約50～80cmを測る。また、柱痕跡は円形であり 、径約20～30cmを測る。

出土遺物には柱穴から 8世紀後半頃の須恵器杯身(121）などがある。奈良時代の建物跡と

思われる。
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第24図掘立柱建物跡SBOl実測図

5m 

掘立柱建物跡SB 03 （第26図） 桁行 5問×梁間 2聞の東西棟である。主軸は、 N

6°-Wの方位を示す。桁行総長約12.Om ・梁間総長約6.5mを視ljる。柱穴は、径0.3mの

円形状を呈する。ピットの出土遺物には、緑紬陶器片が出土しており、 9世紀に比定する

ことができる。

掘立柱建物跡SB 04（第23図） 東西 l間分・南北2間を検出した。建物跡は、さらに

調査地外東側にのびていた。柱穴は径約0.5～0.7mで、平面形は円形である。柱掘形は、

径約20～30cmの円形で、深さ約15cmを測る。建物跡の主軸は、 N-12°-Wの方位であり 、

先の掘立柱建物跡（S B 02）と建物跡の主軸方位がほぼ一致しているため、同じ時期の可能

性がある。

掘立柱建物跡SBOS（第27図） 東西 l間×南北3問の南北棟である。主軸はN 10° -

Wである。梁間総長約4.9m・桁行総長約7.7mを測る。柱穴平面が円形で、径約0.4～0.6

mを測る。出土遺物から10世紀に比定できる。

竪穴式住居跡SHOS（第28図） 東西約4.7m・南北約5.0mの隅丸方形を呈し、検出面

からの深さは約0.15mである。床面の精査を行ったが、柱穴及び周壁溝などの施設は確認
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B地区掘立柱建物跡SB05実視lj図第27図

できなかった。出土遺物はなく 、帰属時期

この遺跡で検出した竪穴式は不明で、ある。

住居跡はE地区に数棟見られるが、いずれ

／ も柱穴を確認していない。

南北にのびる柵跡である。

5間分を検出した。柱穴の平面

柵跡SAO? 

柱穴6個、

一辺約0.7 形は方形あるいは隅丸方形で、

～0.8mを測る。主軸はN-15'-Wである。

柱痕跡は円形で、径約0.1～0.2mを測る。

掘立柱建物跡SBOlの主軸にほぼ平行して

努~幼位協似係改勿

、＼

おり 、両者の関連が考えられる。

③C地区

C地区は柴山集落の谷の末端に位置してB地区竪穴式住居跡SH06実測図第28図

いる。周辺地形は、旧河川の自然堤防の痕跡をとどめており 、旧河道に沿った低湿地であ

C地区のすぐ南にったことがうかがわれる。現在もこの地区の周辺は水田となっており、

は、現在もi墓概用水として利用されている東所川が東流している。
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層序（第29図） C地区の層序は第 l層が暗

灰褐色粘質土で現在の水田耕作土、 2層が床

土、 8層上面の暗灰褐色粘質土が中世の遺構

検出面、 9層上面の淡黄灰褐色粘質土が奈

良 ・平安時代の遺構検出面、そして10層上面

の灰黄褐色粘質土が古墳時代の遺構検出面で

ある。ほぼ、どの層も水平堆積をしている。

検出遺構（第30図） C地区で検出した遺構

には、古墳時代後期を中心とした溝跡や柵跡

がある。これらは一連の遺構である。以下、

それぞれの遺構の概要を述べる。

流路跡SD 01 最大幅約2.4m・深さ0.3

L' 108.BOm 

1m 

。
第29図

1.暗灰色粘質土

3.黄灰褐色土（小磯混じる）

5.明褐色粘質土

7.灰褐色粘質土

9. i炎黄灰褐色粘質土

11.日奇灰褐色土

C地区基本層序

2.B音灰褐色土

4目糞褐色粘質土

6黄灰褐色土

8，暗灰褐色粘質土

10.灰黄褐色粘質土

～0. 5m、調査地内での溝の総延長は約24m

を視ljる。この流路跡は、河川の本流から集落内に引き込んだ支流部分と思われるが、この

流路跡の分岐点及び合流地点は未調査である。流路跡は、調査地内で西から南東方向に曲

線を描きながら向きを変えており、水は西側から東側へ向かつて流れていたと思われる。

流路の形状は、調査地西側上流部分では、流路の斜面にわずかなテラス状の平坦面を持つ、

二段の掘り込みとなっていたが、下流部にあたる陸橋部西側のi留ま り状部分から東側にか

けては、流路の斜面は無段となっていた。流路の断面形は、概ね浅い 「U」字形を呈して

いた。また、この流路には幅が狭く 、深さが浅くなった土堤状の高まりがあった。この肩

部分には、流路に直交する杭が多数打ち込まれており、流れをせき止める柵になっていた

と思われる。一方、この高まりの前後は流路幅が広く、深さもやや深くな りi留まり状を呈

し、東側へは、水が高まりをオーバー・フローして流れていたと思われる。また、調査地

東側にはもう 1か所流路幅の狭まる土堤状高まりが存在した。この部分には調査のため排

水用の溝を切ったことや、調査地の南側限界に近かったことで、不明な点もあるが、おそ

らくこの部分も前述と同様の性格であったと思われる。以上のように、 流路の何か所かに

柵や土堤状高まり なとーの水量調節施設を持たせ、必要に応じて、南側平坦面に導水したも

のと思われる。流路の埋土は暗灰褐色士と砂質土の互層であり、ほほ4層に分層できた。

しかし、各層の出土遺物には時期差が認められなかった。遺物は、溜まり部分を中心に、

多量の土師器 ・須恵器などの土器類とと もに、加工木材や大小の木の枝などが多数出土し

た。土器類は、完形品もしくはそれに近いものが多く、大半が土圧でつぶれたかたちで出

土した。出土した須恵器の器種には杯身・杯蓋 ・高杯・査 ・聾などがあったが、中でも杯
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L'107.50m 
a a’ 

4乙
b 

1.崎灰褐色土 2.黄灰褐色土 3.暗灰褐色粕砂質土

4.黄灰褐色土 5.茶灰褐色砂賀土 緑灰色粘質土 －＇＞；： ;i ＜ •；茶灰褐色粘質土χ／／／／膏灰褐色
（貼り土） ，，：、：・coλ （ビートを含む）んべんケ粘質土（植物遺体を含む）

6.暗灰褐色粕質土 7.崎灰褐色粘砂質土 。 4m 

第32図 C地区流路跡SDOI及び溝跡断ち割り断面図

.0 
L• 107.40m 

。 4m 

第33図 C地区流路跡SDOI断面図

身 ・杯蓋の割合が高かった。 一方、土師器の器種は、杯 ・高杯 ・査 ・聾 ・甑などであった

が、大半は聾であった。また、流路底面では、古墳時代の製塩土器片、砥石が出土した。

特に、陸橋状高まり東側の溜まり部分では、土器に混じって、木器未成品（鋤、竪杵）や加

工木材（板材、部材）などが出土した。この内、 農工具の未成品は、加工途上で、いわゆる

水漬けの状態で、あった。また、自然遺物では、モモ・クルミ ・トチなどの堅果類やヒョウ

タンの外皮や種子といった植物遺体が出土し、流路の周辺からは馬骨、馬歯などの動物遺

体が出土した。また、 遺構は未確認であるが、 フイゴの羽口や金属塊や浮といった工房関

連遺物の出土もあった。流路の存続時期は、出土遺物から 6世紀後半～末葉にかけてであ

り、流路の大半は 6世紀後半の遺物で埋め尽くされていた。このことから、SDOlは6世

紀末には廃棄されたものと思われる。

柵跡Sx 02（第31図） 流路跡SDOlの南側の肩部分には、流路に沿って低い土堤状の

高まりがあり 、この上に大ノl、さまざまな杭や杭の痕跡が多数検出された。また、流路の北

-38-
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2m 。

C地区流路跡SDOl遺物出土状況図第34図

側の肩部分及び流路の斜面にも、大小の杭が打ち込まれていた。土堤状部分の幅は、約40

～120cm・高さ約10～30cmを測る。土堤状部分の総延長は約10.5mである。調査地西端部

分の土堤状の高まりに打ち込まれた杭は、杭の径がlOcm前後で、残存する長さは長いもの

で、約120cmを測り、地中に約80cmほど打ち込まれていた（第33図）。この部分の杭は特に太

く、他の部分のものと異なる様相を呈しており、流路跡SDOlの最も重要な部分にあたり 、

南側平坦面に導水する水口であったことが予想される。一方、流路の陸橋部分には比較的

この部分でも水をせき止め、南側の平太さの太い杭が流路に直交して打ち込まれており、

坦面に水を導いたと思われる。そのほか、柵として流路に沿って打ち込まれた杭は、大半

が直径約3cmほどの細いもので、杭の近辺には柵に利用したと思われる木の枝や板材、人

これらの枝や転用材は杭により固定されていた

と思われる。この部分は、流れてきたゴミを受けて平坦面に流す役割を果たしていたと思

口同
d

n《
U

頭大の角礁などが認められた。おそらく、
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われる。以上のことから、この遺構は流路に沿って設けられた護岸施設を兼ねた柵と考え

られる。しかし、調査地内では水田畦畔は確認できなかったが、調査地外には水田の存在

が想定される。
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第35図 C地区溝跡SDOl下部構造実i~IJ図
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流路跡S001忍び柵SX02の構築状況（第35図） 流路跡SDOIの構築以前には、自然

流路が存在していたことが、流路の断ち割りから明らかになった。SDOIの下層には一様

にピート層が見られ、SDOI構築以前は低湿地の状況を呈していた。流路跡SDOIの構築

に当たって、流路部分は旧流路を利用し、流路本体には部分的に木を敷くなどの基礎工事

を行い、大半は流路上にそのまま青灰色粘質土を貼っていた。一方、柵SX02の土堤状の

高まりの下部には直径30cmほどの伐採した自然木を流路に平行させて 2本横倒しにし、こ

の伐採木を固定するために、両側から挟み込むようにして杭が打たれていた。ほほ流路に

平行する土堤状の高まり部分には直径5cmほどの杭が打ち込まれ、その上に柵が設けられ

ていた。また、流路の南側の平坦面の下部は黒灰色粘質土層の上面に、ヨ シなどイネ科植

物の茎を同一方向に並べ、その上に横木を渡し固定した、草壁状ものを置き、さ らにその

上に伐採木を横たえ、この伐採木が移動しないように杭で固定していた（図版第26）。こう

した基礎工事により、軟弱な地盤を補強し、安定面を造り 、その上から青灰色粘質土を貼

っていた（第32図）。

古墳時代以降の流路跡SD 01の再利用の状況 S DOIは前述の通 り、6世紀末には流

路を人為的に埋没させて機能を停止させている。おそらく古墳時代以降、SDOIは淀み程

度になり、この流路に平行した幅の広い流路が残ったものと思われる。しかし、SDOIは

流路として安定していたと思われ、流路の肩部分には木の株が残り、樹木が生育していた

ことがうかがえる。出土遺物は、SDOI東側のゆるやかな落ち込みを中心に、8・9世紀

の須恵器・ 製塩土器が出土している。この須恵器の中には墨書土器がある（第75図）。墨書

土器はSDOIの東側でまとま って出土した。このことから、奈良時代にも流路跡周辺を利

用した祭記が行われていた可能性がある。しかし、 祭杷の形態を想定できるこのほかの遺

物は見られない。そのほか、黒色土器 ・瓦器椀・瓦器皿 ・緑紬陶器 ・青磁椀など、古代 ・

中世の土器が出土しているが、遺構は確認しておらず、これらの遺物は流路埋没後の包含

層遺物と思われる。

（柴暁彦）

④D 地区

層序 基本的にはC地区と同様の層序で、表土及び黄灰褐色粘質土の床土の下層が青灰

色の粘質土であり 、古墳時代の遺構面となっていた。

検出遺矯（第36図） 調査区中央部で掘立柱建物跡3棟、井戸跡 l基などを検出 した。掘

立柱建物跡の柱穴内や井戸内出土の遺物はないため、遺構の正確な帰属時期は不明である。

掘立柱建物跡S801 桁行 l問（3.2m）×梁間 1問（3.2m）の小さな建物跡である。建

物跡の主軸はN 110 Wである。柱穴の大きさは、 直径約30cm・深さ約20cmを測る。

-41一
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第36図 D地区北半音II遺構配置図

掘立柱建物跡S802 S BOlと同様、桁行 1問（3.2m）×梁間l問（3.2m）の小さな建

物跡である。建物跡の主軸は、N 16° Wの方位である。柱穴の大きさ は、 直径約

30cm ・深さ約20cmを測る。建物跡の主軸方向もほぼSBOlと同じであるため、建て替えの

可能性がある。
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掘立柱建物跡s803 桁行2問（6 m) 

×梁間2間（4 m）の建物跡である。建物跡

の主軸はN 19° Wである。東南隅の柱

穴は、暗渠により削平されている。柱穴の

大きさは直径約30cm・深さ約20cmを測る。

井戸跡SE 01 （第38図） 直径約1.5m ・ 

深さ約 2mの素掘りの井戸で井戸枠はな

い。井戸の掘形は隅丸方形で、一辺約 3m

を浪ljる。井戸内は、ほほ水平堆積に近い状

況で埋没している。井戸内からの出土遺物

はないが、検出面では第78図のような須恵

't.._ 一一J。
L • 1凶βm トー－ ＇ ー トー」，Jぞ I 一「、、、 B I ~ I 

1、、、 ' －ーー一寸 5 r-ーーーーーー一-l、10、トーーーー－ I 

司、、 H 、、 J

0 Jm 

第38図井戸跡SEOl実測図

器の杯身 ・杯蓋が3点確認された。検出面ということもあって遺構の帰属時期を示すかど

うか慎重を期さねばならないが、この遺物の示す年代が井戸が最終的に廃棄された時期を

示すものかもしれない。

⑤E地区

層序 表土・水田耕作土及び床土を除去すると、古墳時代の遺構面となる。ベースは青

灰褐色粘質土であった。

検出遺構 調査面積は、約4,OOOm＇あり、ここから、掘立柱建物跡、柵列、竪穴式住居

跡、溝、土坑などがまとま って確認された。

掘立柱建物跡S801 桁行2間（4.2m）×梁間 2間（3.5m）を測る。主軸は、 N 23° 

Wである。柱穴は、方形と円形のものがあり、方形のものは一辺約60cm・深さ約40cmを浪ljる。

掘立柱建物跡S802 桁行 5間（8.3m）×梁間 3間（5.9m）を測 り、東側に l間分の府

がつく南北棟の建物跡である。桁と腐の部分の柱穴の位置は対応している。主軸は、 N

12° Wである。柱穴は、円形で約30cm・深さ約30～40cmを測る。

掘立柱建物跡S803 桁行3間（5.6m）×梁間 2問（3.9m）を測る。主軸は、 N 12° 

Wである。柱穴は、円形で、約30cm・深さ約30cmを測る。

掘立柱建物跡S804 桁行2間（4.0m）×梁間 3間（6.2m）を測る東西棟の建物跡であ

る。主軸はN-21° Eである。柱穴は、やや大きいものと小さいものがあるが、円形で

約30～40cm・深さ約30cmを測る。

掘立柱建物跡S805 桁行2間（4.4m）×梁間 2問（3.9m）を測る建物跡である。桁部

分の柱穴は、水路で削平されているが、 2閉または 3聞の規模を持つものと考えられる。
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付表2 E地区掘立柱建物跡群規模一覧表

＊規模の覧の桁行の寸法が二段のものは上段建物のみ、下段、廟部分を含めた寸法を示す。

建物 規模（m×m) 一間（m) 床面積
方向 備考

ピットの 直径か
深さ

番号 桁行 梁間 桁行梁間 （ば） 形状 一辺長

SBOl 2(4.2）×2(3. 5) l. 7×2.0 14.7 N 23° W 隅丸方形 60～90 40～60 

SB02 5(8.3）×3(5. 9) l. 7×1. 7 45.2 N-12° W 廟 円形 60～90 30～60 

(6. 9）×（8. 3) 1. 9×1. 9 総54.3

SB03 3(5.6）×2(3.9) 1. 9×2.2 21. 8 N 12°-W 円形 50～90 40 

SB04 2(4.0）×3(6.2) 4.4×2.0 24.8 N-21° -W 円形 40～90 40 

SB05 2(4.4）×2(3.9) 1. 7×1. 7 17. 1 N 8° W 隅丸方形 60 30～40 

SB06 3(5.3）×2(3.5) 1. 8×3.6 18.5 N-9。－W 円形 60～80 30～40 

SB07 4(7. 2）×1(3.6) 1. 9×2.8 25.9 N-14° -W 円形 60～90 40～50 

SB08 5(9. 7）×2(5.7) 1. 5×1. 4 55.2 N 45° W 府、総柱 隅丸方形 60～100 50 

(9. 7）×（7.4) 総71.7 

SB09 2(3.0）×1(1.4) 1. 5×1. 4 4.2 N 14。W 円形 40～50 

SBlO 3(4. 1）×2(3.5) 1. 7×1. 3 14. 3 N 27° W 円形 40～60 30～40 

SBll 3(5.9）×3(4.0) 2.0×1. 3 23.6 N 19° W 円形 50～60 30～40 

SB12 2(4.4）×2(3.7) 2.2×1. 8 16.2 N-15° W 円形 40～60 10～40 

SB13 2(4.3）×2(3.2) 1. 9×1. 6 12.4 N-15。－W 円形 30～70 40～60 

SB14 4(7. 8）×3(5.0) 1. 7×2.0 39 N 15° W 円形 60～80 30～60 

SB15 4(6.2）×3(4. 5) 1. 5×1. 5 27.9 N 27。W 円形 60～80 20～60 

SB16 4(9.2）×3(4.8) 3.0×1. 6 44. l N-20°-W 隅丸方形 60～80 30～50 

SB17 3(5.8）×2(4.3) 1. 9×2. 1 24.9 N 23° W 円形 30～50 10～40 

SB18 5 (10. 1）×2(4. 0) 2.0×2.0 40.4 N-21° W 隅丸方形 80～100 30～60 

SB19 2(4. 7）×2(4.7) 2.3×2.3 22.9 N 19° W 府、塀 隅丸方形 60～100 30～50 

(7.4）×（7.1) 正念52.5

SB21 6(9.6）×3(4.9) 1. 6×1. 6 47 N-13°-W 隅丸方形 60～100 40～50 

SB23 8(14. 7）×3(4.6) 1. 8×1.5 67.6 N-27° W 府 隅丸方形 60～110 30～60 

SB24 6(8.6）×3(4. 8) 1. 5×1. 1 41. 2 N-22°-W 円形 40～70 

SB27 3(5.4）×3(4.4) 1. 8×1. 4 23. 7 N 20° W 隅丸方形 60～100 30～50 

SB28 2(4.3）×1 (1. 6) 2.1×1. 6 6.8 N-14° -W 円形 40～60 40～60 

SB29 2以上（4.0以上） 1. 9×3.6 83.2以上 N-3°-W 隅丸方形 70～140 40～60 

×2(5.1) 

SB31 5(9.4）×1(5.0) 1. 9×5.0 47 N 15° W 円形 60～80 

SB33 3(4.4）×1(3.3) 1. 4×3.3 14.5 N 26。－W 円形 60～90 30～40 

SB34 5(8.3）×4(5. 7) 1. 6×1. 4 47.3 N 27° -W 廟 隅丸方形 60～80 30～60 

(8.2）× （8.3) 総68

SB36 3(4.4）×1 (1. 6) 1. 5×1. 6 7 N-22° W 隅丸方形 30～70 30～40 

SB37 3(5.0）×2(3.8) 1. 9×1. 7 19 N 5° W 円形 60～80 10 

SA38 9(24.5) 2.6 N 27° W 隅丸方形 80×70～150×90 
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SA40 10(16. 2) 1. 8 N 19。W

SH41 4.6×4.0 18.4 N 18° W 

SH42 5.0×4.4 22 N 20。W

SH43 4.4×4.8 21.1 N-31° -W 

円形 I 60～so I 30～50 

主軸は、N-8。－Wである。柱穴は、隅丸方形で一辺約40cm・深さ約30～40cmを測る。

掘立柱建物跡S806 桁行3問（5.3m）×梁間 2間（3.5m）を測る東西棟の建物跡であ

る。主軸は、 N-9°-Wである。柱穴は、隅丸方形と円形のものがあるが、梁の部分はお

おむね隅丸方形で一辺約40cm・深さ約30～40cmを測る。

掘立柱建物跡S807 桁行4問（7.2m）×梁間 l問（3.6m）を測る南北棟の建物跡であ

る。主軸は、N 14° Wである。柱穴は、隅丸方形であるが大きさにややぱらつきがあ

り、 一辺約30～50cm・深さ約40cmを浪ljる。

掘立柱建物跡SBOS 桁行5問（9.7m）×梁間 2間（5.7m）を測り、東南側に l聞の廟

がつく建物跡である。腐の部分の柱穴は、建物跡の部分より一回り小ぶりであり 、桁と府

の柱穴の位置は必ずしも対応していない。身舎の中心には軒を持たせる柱穴が並んで、いる

ことから、建物内部を柱により細かく区切っていたことがわかる。主軸は、N 45° E 

で、掘立柱建物跡の中ではこの建物跡のみかなり主軸がふれている。柱穴は、隅丸方形で

一辺約40～60cm・深さ約40～50cmを測る。

掘立柱建物跡S809 桁行2間（3.0m）×梁間 l間（1.4m）を測る南北棟の小ぶりな建

物跡である。主軸は、N-14° Wである。柱穴は、円形で、約30cm・深さ約30cmを測る。

掘立柱建物跡S810 桁行3問（4.lm）×梁間 2間（3.5m）を測る南北棟の建物跡であ

る。主軸は、N 27° Wである。柱穴は、円形で約30cm・深さ約30cmを測る。

掘立柱建物跡SB 11 桁行3問（5.9m）×梁間 3問（4.Om ）を測る東西棟の建物跡であ

る。主軸は、N 19° Wである。柱穴は、円形で、約40cm・深さ約40cmを測る。

掘立柱建物跡S812 桁行2間（4.4m）×梁間 2間（3.7m）の建物跡である。主軸は、

N-15°-Wである。柱穴は、円形で、約30cm・深さ約30cmを測る。

掘立柱建物跡S813 桁行2問（4.3m）×梁間 2問（3.2m）の建物跡である。主軸は、

N-15° -Wである。柱穴は、円形で、約30cm・深さ約30cmを測る。P1301から須恵器杯身

の口縁部片が出土した。

掘立柱建物跡S814 桁行4間（7.Sm）×梁間3問（5.Om）を測る南北棟の建物跡であ

る。主軸は、 N-15°-Wである。柱穴は、隅丸方形で一辺約40～50cm・深さ約40cmを測る。

掘立柱建物跡S815 桁行4間（6.2m）×梁間3間（4.5m）を測る東西棟の建物跡であ

る。主軸は、 N-27°-Wである。柱穴は、隅丸方形で一辺約40～50cm・深さ約40cmを波ljる。
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掘立柱建物跡S816 桁行4間（9.2m）×梁間3間（4.Sm）を測る南北棟の建物跡であ

る。主軸は、 N-20。－wである。柱穴は隅丸方形で一辺約40cm・深さ約40cmを測る。

掘立柱建物跡S817 桁行3問（5.Sm）×梁間 2間（4.3m）を測る東西棟の建物跡であ

る。主軸は、 N 23° Wである。柱穴は円形で、直径約30～40cm・深さ約30cmを測る。

掘立柱建物跡S818 桁行5間(10.lm）×梁間 2間（4.0m）を測る南北棟の比較的大き

な建物跡である。主軸は、 N-21°-Wである。柱穴は、整った隅丸方形で外郭線は大体

そろい一辺約50～60cm・深さ約50cmを測る。 P1801からほぼ完形の須恵器蓋の口縁部片、

p 1809からは須恵器杯身・杯蓋の口縁部片が出土した。

掘立柱建物跡S819 桁行2間（4.7m）×梁間 2間（4.7m）を測る身舎に 3間× 3間の

四面廟がつ く。東 ・南側には 4聞の規模で孫府が取り付いている。主軸は、N 19° w 

である。柱穴は、隅丸方形で一辺約40～50cm・深さ約40cmを測る。P1902と1905から須恵

器蓋の口縁部片、 p1904からは須恵器杯身の口縁部片が出土した。

掘立柱建物跡S820 桁行2間（3.2m）×梁間 2間（2.4m）の建物跡である。主軸は、

N-29° -Wである。柱穴は、円形で、直径約30cm・深さ約30cmを測る。

掘立柱建物跡S821 桁行6間（9.6m）×梁間3間（4.9m）を測る南北棟の建物跡であ

る。主軸は、N-13。－Wである。柱穴は、隅丸方形で一辺約40cm・深さ約40cmを測る。

掘立柱建物跡s822 桁行5間（8.Om ）×梁間1間(1.6m）以上を測る建物跡である。

主軸は、 N 18。－wである。柱穴は、隅丸方形で一辺約40cm・深さ約40cmを測る。

掘立柱建物跡S823 この建物跡は、掘立柱建物跡の中でも特に大きなもので三面府

を持つ東西棟の建物跡である。身舎は桁行8問(14.7m）×梁間 3間（4.6m）、府は桁行7

間（16.5m）×梁間3問（8.3m）を測り、建物跡の面積は140m2を越える。主軸は、 N-

27°-wである。この建物跡は、身舎と府の柱通 りがそろっていなし、。身舎と比べると、

廟の方が柱聞の間隔があき、 特に府の北辺は柱聞の間隔にややぱらつきが見られる。

柱掘形の大きさは、方形で一辺約60～80cm・深さ約40～50cmを測る。出土遺物として柱

穴p2308から一番多くの遺物が出土しており 、杯身・杯蓋が6点まとま って出土した。P

2302から完形の須恵器杯身、P23日から須恵器杯蓋の口縁部片も出土している。出土した

土器の年代観は一定ではなく混入が考えられるが、おおむね建物跡の時期は6世紀末～7

世紀初頭頃と考えられる。

掘立柱建物跡S824 桁行6間（8.6m）×梁間 3問（4.Sm）の建物跡である。主軸は、

N-22° -Wである。柱穴には隅丸方形と円形のものがあるが、円形で、直径約30～40cm・ 

深さ約30cmを波ljる。

掘立柱建物跡S825 桁行5間（8.3m）×梁間 3間（5.6m）以上を測 り、調査地西側に

-49 
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向かつてのびる建物跡である。主軸は、 N 16。 Wである。柱穴は、隅丸方形で一辺約

40～50cm ・ i采さ約40cmを測る。

掘立柱建物跡S826 桁行6間(11.2m）×梁間 4問（7.5m）の南北棟の建物跡である。
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第41図 E地区掘立柱建物跡実視lj図（3)
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調査地南辺で確認したため、さらに南にのびる可能性がある。主軸は、N-12° Wであ

る。柱穴は隅丸方形で、大きさは一辺約lm・深さ約50～60cmを測る。面積は約85ばであ

り、掘立柱建物跡23に次いで、大きなものである。出土遺物として、P2601とp2602から須

恵器杯蓋の口縁部片、P2603から須恵器杯蓋の口縁部片と高杯の脚部片、p2604からは須

恵器杯身4点、杯蓋2点、 査の口縁部片 1点とまとまって出土している。

掘立柱建物跡S827 桁行3間（5.4m）×梁間3間（4.4m）の建物跡である。主軸は、

N-20° -Wである。柱穴の大きさも形状もばらばらであるが、東側の桁行は隅丸方形で

一辺50～60cm・深さ約50cmを測る。

掘立柱建物跡S828 桁行2間（4.3m）×梁間1問(1.6m）の小規模な建物跡である。

主軸は、 N 14° Wである。柱穴の大きさは円形で、直径30cm・深さ約30cmを測る。

掘立柱建物跡S829 桁行2問（4.Om）以上×梁間 2問（5.lm）の建物跡である。主軸

は、N-3。－wである。柱穴の大きさ も形状もばらばらであるが、隅丸方形のものは一辺

40～60cm ・深さ約40cmを測る。

掘立柱建物跡S830 桁行3問（4.4m）以上×梁間 l問（1.6m）以上の建物跡である。

主軸は、 N-10°-Wである。柱穴は隅丸方形で一辺約40cm・深さ約40cmを測る。

掘立柱建物跡S831 桁行 5間（9.4m）×梁間 l問（5.Om ）の南北棟の建物跡である。

梁聞の間隔はつまっており 、l.2～l. 4mである。主軸は、N-15。－wである。柱穴の大

きさは、円形で、直径40cm・深さ約30cmを測る。

掘立柱建物跡S832 桁行2間(1.6m）以上×梁間 2問（3.2m）の建物跡である。主軸

は、 N-15°-Wである。柱穴は、隅丸方形で一辺約40cm・深さ約40cmを測る。

掘立柱建物跡S833 やや査んだ平面形をとるが、規模は桁行3問（4.4m）×梁間 l問

(3. 3m）である。主軸は、 N-26。－wである。柱穴は、 円形で直径約30～40cm・深さ約

30cmを測る。

掘立柱建物跡S834 身舎の部分は、桁行5間（8.3m）×梁間4間（5.7m）を測り 、西

側に 2間（2.6m）の廟がつく建物跡である。桁と廊の部分の柱穴の位置は、身舎の部分の

柱穴が一部撹乱されており、未確認のものもあるが、必ずしも対応していない。主軸は、

N-27° Wである。柱穴は、隅丸方形で一辺約40cm・深さ約40cmを測る。

掘立柱建物跡S835 調査地南辺で確認したため、建物跡全体の規模は不明で、あるが、

東西2間（5.lm）以上を測る。主軸は、 N 24。 Wである。柱穴は、隅丸方形で一辺約

40cm ・深さ約40cmを視ljる。

掘立柱建物跡S836 桁行3間（4.4m）×梁間 l間（1.6m）の建物跡である。主軸は、

N 22° Wである。 柱穴は、隅丸方形で一辺約40cm・深さ約40cmを測る。

つ企Rυ 
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第42図 E地区掘立柱建物跡（4）・柵跡、実測図

掘立柱建物跡S837 桁行 3間（5.Om）×梁間 2問（3.Sm）の建物跡である。主軸は、

N-5。－wである。柱穴は、隅丸方形で一辺約30～40cm・深さ約40cmを測る。

柵9!JS A38 柱穴の大きさは長方形のものが多く、長辺90cm×短辺70cmと大型で、深

さは約60cmを測る。方位は、 N-27°-Wである。SDOlの南側から 9間（24.5m）以上の

規模で南に向かつてのびるが、水路により削平され全体の規模は不明で、ある。
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柵夢IJSA40 柱穴は円形に近い隅丸方形で、 一辺約40cm・深さ約40cmを測る。方位は、

N 19° Wである。SB34と切り合いがあり、南北10問(16.2m）の規模を持つ。

竪穴式住居跡SH 41 掘立柱建物跡SH04の東側で検出した。平面形は隅丸方形で、

大きさは一辺4m、深さは約 5cmを測る。方位的には掘立柱建物跡と概ね平行している。

北辺中央で楕円形に赤褐色土と炭が混じった竃跡と思われる痕跡も確認した。また、南辺

中央付近でも同様の赤褐色土と炭が混じった部分を検出した。出土遺物と しては土師器の

細片を確認したにすぎなかった。

竪穴式住居跡SH42 竪穴式住居跡SHOlの南側に隣接して検出した。SHOlと切 り

合い関係はない。平面形は隅丸方形で、竪穴式住居跡SHOlよりやや大きく 一辺約 5m・ 

ゑm綴徽綴級協~務多A
。 2m 

第43図 E地区土坑SK45実測図
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深さは約 5cmを測る。出土遺物は、ここでも土師器の細片を確認したにすぎない。

竪穴式住居跡SH43 掘立柱建物跡SB04の南側、竪穴式住居跡SH42の西側で検出

した。いずれの遺構とも切り合い関係は持たない。平面形は隅丸方形で、大きさは一辺4

m ・深さ約 5cmを測る。出土遺物としては土師器の細片を確認しただけである。

竪穴式住居跡SH44 掘立柱建物跡SB 31の南側、掘立柱建物跡SB34の西側で検出

した。竪穴式住居跡ながら、 SB34と概ね平行している。平面形は隅丸方形で、大きさは

一辺約3m・深さ約 5cmを測り、竪穴式住居跡のなかでは一番小さい。出土遺物としては

土師器の細片を確認したにすぎない。

土坑SK45 遺構群の一番北側で検出した。平面形は不定形で、大きさは北辺約4

m・ 深さ約lOcmと浅い。出土遺物は比較的多く、須恵器の杯身 ・杯葦 ・聾 .Jiなどがあり、

注目すべきものとして検出面付近で勾玉も出土している。この遺物は遺構の性格を考える

うえでも興味深い。この土坑の周囲には何ら遺構はなく、掘立柱建物跡群の周囲に単独で、

存在するものとして注目される。

溝跡SD01 掘立柱建物跡SBll～14の北側約 2mにあり 、東西方向にのびるもので

ある。東端は水路によって切られるが、それ以上東へのびないし、屈曲部も確認されてい

ない。西側は調査地外へのびる。大きさは幅約80cm・深さ約20cmを測る。溝の断面は非常

にゆるい「U」字形を描く 。この溝の北倶｜！には、掘立柱建物跡SBOSを除いて柱掘形のや

や小さい建物跡群があり、掘立柱建物跡SB 11～14もほぼ軸を合わせて並ぶことから、掘

立柱建物跡群を区画する溝だと考えられる。溝の中からは、須恵器の聾の口縁部片と、土

師器の聾がほぼ完形で確認された。

（原因三書）

3. 出土遺物

今回出土した遺物は、土器 ・木器・鉄器 ・土製品 ・石製品・ガラス玉・フイゴの羽口・

金属塊・獣歯骨 ・堅果類など多種にわたる。その中で多数を占めるのは土器である。

①A地区出土遺物（第44図） 遺物の大半は、瓦器椀、瓦器皿である。大別して瓦器皿は、

口径約4cmのもの（ 1～3・6・8～17・21～27）と、約 5cmのもの(19・20）の 2種類があ

る。前者には、底部からゆるやかに外反しながら端部を尖り気味におさめるもの（ 1・

3・6・7・8～14・16・17）と、丸くおさめるもの（ 2・4・5・7・21～27）がある。

特異なものとして、端部を方形におさめるもの(15）や、口縁部を外反させるもの(18）があ

る。後者の口径 5cmのものは18と同タイプであるが、器高が約l.2cm前後と浅い。瓦器椀

には、口径13cm前後のもの（33・36）と、 15cm前後のもの（35・37・38）、16cm以上のもの
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第44図 A地区土坑出土遺物実被lj図

(34）がある。器高は 7cm前後のものと、 7.5cmを超えるものに分類されるが、7.5cmのもの

が多い。高台は、いずれも断面三角形を呈する貼り付け高台である。高台の断面の形状は、

37はしっかりとした作りであるが、33・36・38は高台の高さは約4卿で、高台の作りに簡

略化が認められる。さらに、 34・35になると、高台は貼り付けているものの、高台と底部

で支持するかたちになっている。いずれも樟葉型の瓦器椀と思われる。青磁椀（41）は、口

縁部のみの破片であるが、内面に印刻文が施されている。白磁椀（42）は、完形品である。

口径17cm・器口6.5cmを測る。底部から内湾しながら斜め上方に立ち上がり、口縁部をさ

らに外側に屈曲させ端部は尖り気味におさめている。紬調は乳白色を呈し、外面下半部及
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第45図 A地区出土遺物実測図（包含層）
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び高台は露胎である。瓦質羽釜（44・45）は、2個体分が出土した。両個体は内外面とも器

表面が剥離し、残存は不良である。脚（54）も出土しているが、接合関係は不明である。

A地区包含層の遺物（第45図） 5～ 8世紀の土器などが出土した。いずれも破片がほと

んどであり、器形全体を知り得る資料は少ない。土師器、須恵、器、土製品として土錘があ

る。器種には聾 ・杯身・杯葦・椀 ・高杯脚部・風字硯などがある。 55・56は、布留式土器

である。59～61は、杯身 ・杯蓋であり、 6世紀後半の年代が与えられる。大半は、遺構を

確認していないが、大部分が8世紀の土器である。

②B 地区出土遺物 須恵器 ・土師器・瓦質羽釜 ・緑紬陶器・青磁椀などがある。85～

100は、遺構に伴って出土した。 96は、墨書土器である。底部と思われる外面に「中端j

と思われる墨書が見られる。 97～100は、土師器の聾口縁部である。98は、直線的な口縁

部から頚部で屈曲し、肩の張らない器形を呈する。99は、口縁端部がわずかに外反する。
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体部は丸味を帯びる。98・99とも外面にハケ調整、内面はケズリが入る。101～103・117

～119は、須恵器の杯蓋・杯身である。これらは、外面の約1/3にケズリ調整の残る段階の

ものであり、 6世紀後半に比定できる。105～107は、蓋にかえりが逆転したもので、 宝珠

形などのつまみがつく 。これらは、7世紀代のものである。108～116は、かえ りがなくな

り、端部を内側に屈曲させた蓋である。109以外は破片である。115・116は、断面方形の
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突帯状のつまみがめぐるものである。 127・128は、回転糸切り痕の残る杯である。129は、

須恵器の短頚査である。肩部に最大径を持ち、底部にむかつてすぼまる器形を呈する。高

台は貼り付け高台である。130・131は、須恵器の高杯脚部である。いずれも破片であり、

底部はかなり広がる。133は、長頚壷（瓶子）の口縁部である。141は、 二面硯である。155

は、手担ねのミニチュア土器である。156は、瓦質の羽釜である。体部外面には指頭圧痕

が残り、内面にはハケ調整が残る。157～159は、白磁椀及び青磁椀である。 157・158は、

口縁部の破片であり、口縁端部は玉縁状をなす。159は、青磁椀底部破片であり、見込み

部分に印刻花文が見られる。底部は露胎である。160～165は、緑粕陶器の椀である。焼成

は、 161を除いて、いずれも須恵質である。底部の破片が多いが、それぞれ高台部分のか

たちに特徴が見られる。160・163・165は貼り付け高台、それ以外は削り出 し高台である。

162には底部に回転糸切り痕が見られる。

③C 地区出土遺物 今回出土した遺物は、土器・木製品 ・鉄製品・土製品 ・石器 ・石製

品 ・玉類 ・銭貨 ・フイゴの羽口・鉄浮 ・獣歯骨 ・堅果類など多種にわたる。その中で多数

を占めるのは土器である。これらの遺物の大半が溝跡SDOlから出土した。

a.古墳時代の遺物

l中期の土器（第48図） トレンチ南端で確認した、自然流路状遺構の埋土である、暗黒

灰色粘質土中に包含されていたC地区SDOl下層出土の一括土器である。器種は広口章、

小型椀、短頚査、童、高杯がある。527は、広口査の口縁部の破片である。口縁端部外面

に粘土を接ぎ足し肥厚させ、端面に回線をめぐらせている。口縁部外面はハケ調整である。

528は、小型の椀である。粘土紐巻き上げで指頭による整形である。外面は、口縁部をヨ

コナデしたのち、口縁端部下に回線を施している。胎土は砂粒を含んでいる。529・530は、

布留式聾である。529は、口縁端部内面を肥厚させた布留式土器特有の口縁端部の特徴を

示す。外面は不定方向のハケが施される。内面は不定方向のへラケズリの後、底部は指頭

により調整が加えられている。完形品である。533～535は、高杯である。533・534は、 杯

部に屈曲がなく、椀型を呈するタイプである。533は、脚底部が破損している。杯部と脚

部の接合は脚軸部を絞り込んで穴を塞ぎ、軸部上面を粘土で充填し、平滑に仕上げ、杯部

を作り足したものと思われれる （B手法）。534は、ほほ完形である。杯部外面は口縁部下

をハケ調整している。内面はやや右上がりのハケを施す。脚部外面は軸部から底部方向に

ヘラケズリが入る。杯部と脚部の接合方法は、脚軸部を絞り込まずに、軸部上面を粘土で

充填し、杯部を作り足したものと思われる （A芋註）。 535は、杯部に屈曲を持つタイプで

ある。ほほ完形である。外面はハケ調整ののち口縁部下をヨコナデしている。口縁端部下

には不明瞭であるが、 一条の沈線が施されている。内面はハケのちナデ、その後、屈曲部
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から口縁部に向って放射状にヘラミガキが施される。見込み部分には放射状のへラミガキ

の後、時計方向のへラミガキが施されている。脚部と軸部の接合方法はA手法である。脚

部は下から上にへラケズリが施される。また、脚端部には凹線が施される。ただし、

527・528・531・532は、混入の可能性もあり 、6世紀に下る可能性が考えられる。

I l後期の土器

須恵器 器種は、杯身 ・杯蓋、有蓋高杯葦、無蓋高杯、車、椀、長頚査、短頚壷、提瓶、

すり鉢、横瓶、聾などがある。
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杯身(166～206) 166～169は、 口径約10～llcm・器高約 5cmを測るものである。受け部

は長く、内傾しながら立ち上がる。底部のへラケズリ調整も比較的ていねいになされてい

る。このタイプの杯身は出土総量からすると、少数である。陶巴編年のTK47型式併行と

思われる。170～206は、底部外面のケズリ調整も1/3程度に限定される。また、受け部も

短くなる。口径は約13cm以上、 器高は約4.5～ 5cm前後のものが多く、最も大型化した段

階であ り、時期はTK209型式併行にあたる。この段階の資料が最多である。

杯蓋（207～244) 207～209は、天井部と口縁部の境に比較的明確な稜を残している。へ

ラケズリ調整の範囲も外面の1/2～213に及ぶ。内面はていねいなナデ調整である。214～

218は、有蓋高杯の葦である。つまみは中央部分が凹むもの（214～216）と、断面が扇平な

算盤玉状を呈するもの（217）、柱状のもの（218）がある。 217は、外面にカキメが施されて

いる。219～244は、口径約13～14cm前後・ 器高約4～ 5cm前後のものである。この段階に

なると、外面のヘラケズリは天井部から約1/3の範囲にとどまる。207～211は陶邑編年の

TK47型式、 219～244はTK209型式に併行すると思われる。
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245・248は、内面に同心円状の当て具痕を残すものである。246・247・249は、外面に

ヘラ記号の刻まれたものである。

254～281は、 6世紀末から 7世紀初頭にかけての杯身 ・杯蓋である。265～267は、宝珠

つまみを持ち、かえりを有する蓋である。これらはTK217型式段階のものである。

高杯（282～294) 有蓋のもの（283～285・293）と、無蓋のもの（282・287・286）に分類で
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きる。また、脚の形状は透かしを もつもの（282～284・290～292・294）と、透かしのない

もの（285・286・287～289）に分けられる。透かしは、工具により外面から方形に切り取る

もの（282・283）と、工具の先端を外面から内面に突き刺して穿孔したもの（284・290～

292）がある。282は、把手付の高杯である。脚の透かしは4方向で方形を呈する。杯部外

面には3条の波状文が施された文様帯がある。図示した高杯のなかでは時期的にさかのぼ

る。287～289は、低脚の高杯である。287は、 短い脚から外反したのち、屈曲するもので

ある。288・289は外反し、底部端部に面をもっ。 290～292は、透かしの形状は同様である
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が、脚端部の形状は異なる。290は、脚は直線的にのびる。291は、内湾する。292は、外

反する。透かしの付く位置は、 290・291が貼り付け部近くにあるが、 292は脚下半部に位

置する。294は、長脚二段の透かしを持つ。上部が方形、下部が三角形透かしである。上

下半とも密に波状文が施される。

壷 ・聾（295～308) 299・300・304は、短頚査である。301は、査である。頚部に起伏の

少ない波状文、凹線上部に右下がりの刺突列点文、凹線聞に起伏のある波状文が施される。

306は、広口査である。底部にタタキ痕、ヘラ記号がある。308は、聾口縁部である。復原

口径は39.6cmで、ある。半裁竹管状工具による 3条の凹線聞に右上がりの列点文が施される。

土師器（第57～62図） 土師器には杯 ・高杯・査・聾 ・鍋などの器種がある。

杯器形から扇平な底部を有するもの（351・359・360・362）と、ボウル状を呈するもの

(353～356・363～368）に分類される。口縁端部の形状は、内湾するもの（351～353・356・

359・360・364・365・367・368）、斜め上方に立ち上がるもの（354・355・357・361・

363・366）、外反するもの（358・362）がある。また、外面の調整技法に着目すると、ハケ

目、ナデのものが多く、ヘラケズリ（355）、ミガキのもの（368）が、各 l点ある。内面に関

しては、ケズリ、ナデ、ミガキがほぼ同数ある。口径は大半の個体が約12cm前後で、おさま

るが、 368のみ口径約14.8cmで、他の個体と比較しでも、大型品である。内面は不定方向

のへラミガキののち、見込み部分から放射状に暗文状のミガキが施されている。口縁形態

の特異なものとしては、 358がある。この個体は口縁部下を強くヨコナデしている。

高杯 大別して長脚のもの（369・370・373～376）と、短脚のもの（371・377～381）に分

類される。また、脚部が中空のもの（369・371・373・375～379）と中実のもの（370・374・

380・381）、長脚のものには、 透かしを持つもの（369）と、持たないもの（370・373・374)

がある。脚裾部の形状は端部を面取りし、断面方形におさめるもの（369・373・375・376）、

端部を尖り気味におさめ、上方につまみあげるもの（370・377・381）、端部を尖り気味に

おさめ、 真っすぐまたはやや下方に曲がるもの（371・374・378～380）に分類できる。

斐 土師器の斐の分類は、 頚部及び口縁端部の形状に注目し、以下の基準で行った。

I 口径18cm以上のもの。

II 口径13cm以上～18cm未満のもの。

田 口径13cm未満のもの。

A類 布留式土器もし くは、この土器の系譜を引くもの。

B類 頚部が 「くJ字形に強く屈曲し、斜め上方にのびるもの。

C類 頚部の屈曲のゆるやかなもの（外湾するものを含む。）。

D類 頭部がやや外反しながら、立ち上がるもの。
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A B 

器 形

c D E 

／下久I)I くγπ「「げアヘ｜
口縁部の断面形態

2 3 4 5 6 7 8 

((I之｜マ｜之｜て｜γ｜て｜て
第56図土師器楚分類表

E類頚部が短く外湾するもの。

以上のA～E類が大分類であり、 B～E類については、さらに細分を行った。

B～E類一1 口縁端部を丸くおさめたもの。

-2 口縁端部をやや尖り気味におさめるもの。

一3 口縁部下外面をヨコナデし、わずかに玉縁状を呈するもの。

-4 口縁端部の断面形が方形を呈するもの。

-5 口縁端部内面を強くナデ、稜線を持つもの。

-6 口縁端部下内面にわずかな沈線を持つもの。

-7 口縁端部下内面を尖らせるもの。

-8 口縁端部下外面を強くヨコナデし、端部を尖り気味におさめるもの。

A類（382～385) 382～384は、布留式土器の系譜を引くものである。口縁端部を内側に

折り返し、肥厚させ玉縁状を呈する。体部外面の調整は、ハケであり、内面はへラケズリ

である。385は、布留式土器特有の口縁端部に肥厚は見られないが、器形及び調整技法に

共通点が見られるため、A類におさめた。

B類 1( I 388・389、II390・391・406・407・412・418・420・422・424、III392）口

縁部の破片であり 、復原口径であるが、I～Eの大きさの口径のものが見られる。全体的

な傾向として、屈曲部分の内面が尖り、稜を持つものが多い。内面の調整はまちまちであ

り、 一概に述べられないが、外面はどの類のものも概ねハケ調整である。422は、肩のあ

まり張らない卵形の体部を持つものである。内外面には密にハケが施される。

B類一2(II 386・393、皿394・395・414・415) 頚部を 「く」 字形に強く屈曲させ、斜

め上方にのびるもので、口縁端部はやや尖り気味におさめる。体部中程に最大径を持つと

思われる。394・395は、 小型丸底査である。394は、頭部は短く屈曲し、屈曲部内面に稜

一70
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を持っている。395は、「てJ字状の口縁である。414は、口縁部が短く屈曲する。屈曲部

内面は尖り気味である。

B類一3( II 387) 口縁部下外面をヨコナデし、わずかに玉縁状を呈する。内外面とも

密にハケを施す。
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B類－ 4 (I 396・397・398・402・403) 口縁の断面形が方形を呈する。図示したもの

は、すべて口径が18cm以上ある。396は、肩部の張る器形を呈している。398は、口唇部に

沈線が入る。403は、口唇部外面を肥厚させている。

B類 5 ( I 400) 口縁部内面を肥厚させ、強くヨコナデし稜線を有する。外面は太い

工具によりハケ調整をし、内面はハケのちヨコナデを施している。

B類 6 ( I 399・404、田405) 口縁端部下内部にわずかな沈線を持つものをまとめた。

端部の形状は尖り気味におさめるもの（399）と、丸くおさめるもの（404・405）があり、 一

様ではない。

B類一 7(I 409・410) 長胴聾で、口縁端部内面を尖らせる。一部ではあるが、口縁部

から胴部下半まで残存していた。大型の聾のなかでは残りがよい。内外面ともハケ調整を

施しているが、内面は 1本の幅が広い工具を使用している。上半部は横方向それ以下は不

定方向のハケである。

C類－ 1 ( I 401・419、II411・416・430) 頚部の屈曲がゆるやかで、口縁端部を丸く

おさめるものである。401は、肩の張らない器形を呈する歪である。口唇部外面に弱い沈

線が入る。胎土には砂粒が含まれている。430は、頚部がやや内湾しながら立ち上がり、

端部はわずかに外反する。体部は肩が張りだす。内外面は密にハケが施される。

C類一 2(II 408・413、IIl426～429) C類一 2には大型のものは見られない。408は、

体部上半に最大径がくるものである。内外面は密にハケが施される。426～429は、小型丸

底査である。この器種の大半がこの分類に該当すると思われる。426は、完形品である。

内外面とも密にハケが施される。

C類－ 3(II417・423・431～433) 口縁部外面が玉縁状を呈するものである。417は、

端部外面を約l.2cm幅で、肥厚させている。423・431～433は、幅約 5～ 8mmと肥厚はわずか

である。432は、屈曲部内面が尖り気味になる。

C類－ 4 (II 424・425、III434・436・437) 口縁部の断面形が方形を呈するものである。

C類一 7(II 435) 435は、端部内面が尖り気味になるものである。

D類 1 (II 438、田440) 頚部がやや外反しながら立ち上がるものである。439は、肩

の張る器形である。内面のハケ調整は概ね横方向である。

D類－2 (II442) 442は、口縁端部を尖り気味におさめる。あまり肩の張らない器形で

ある。

E類 2 ( II 439) 口縁部のみの破片で、明確ではないが、口縁部が短く外反するもの

である。

E類－ 4 ( II441) 口縁部が短く外反し、端部を方形におさめるものである。残存はあ
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まり良好ではない。

土師器その他の器種（第62図） 把手付輩、鍋、甑などがある。443は、把手付聾である。

聾の分類から見ると、 C類一2に該当する。 把手は牛角状であり、取り付け位置は胴部の

最大径にあたる。底部はやや丸味を帯びた平底である。体部内外面ともハケ調整である。
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第61図 C地区出土遺物実測図(13)
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444は、墾分類のB類 1である。把手は肩部分に取り付く。 把手の形状は屈曲が大きく

端部は尖り気味である。445は、鍋である。口縁部の形状はB類－1である。内外面とも

密にハケ調整が施される。底部は丸底である。 446～450は、甑である。但し、446～448に

ぐ
1
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日
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第62図 C地区出土遺物実i~IJ図 (14)
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関しては口縁部のみであり、そのほかの器種の可能性もある。450は、甑の底部である。

出土土器のなかで、甑底部とわかるものは、この個体のみである。2か所の蒸気孔をもっ。

体部下半の内外面はハケ調整である。451は、直口査の口縁部である。

製塩土器（第73図） 古墳時代の製塩土器は、いずれも破片であるが、大別して体部外面

に指頭による圧痕の残るものと、タタキ目による調整を持つものとに分類が可能である。

なお、 452については、図示したものの中では時期がさかのぼる可能性がある。底部がわ

ずかに赤変している。脚台E式に該当すると思われる。古墳時代の製塩土器はいずれも、

丸底 I式のものである。タタキのあるものとないものの割合は、タタキのあるものはわず

かであり、大半がタタキのないものである。453～462・464～466は、外面に顕著な指頭圧

痕を残す。453は、底部付近まで残存する個体である。内面はへラケズリの後、ナデを施

している。焼成は良好で、堅綴である。また、 463・467～474は、外面にタタキを残す。い

ずれも口縁部及び胴部の破片である。内面は指押さえの後、ナデている。474は、底部付

近の破片である。胴部が丸味を帯びる部分までタタキが施されている。底部はあまり良好

な資料はないが、丸底である。完形に復原できるものは存在しないが、焼成はすべて良好

で、須恵器的な硬質の焼きである。この種の製塩土器は、淡路島の雨流遺跡に類例が見ら
（桂7)

れる。製塩土器の編年では、丸底 I式は古墳時代後期前半に比定できるが、当該期の須恵

器はTK47の資料がわずかであるが見られるため、この時期に伴うものと考えられる。し

かし、出土した須恵器はTK209段階のものが大半である。製塩土器の出土地を亀岡盆地

で見てみると、北金岐遺跡C地点溝SDl8、千代川遺跡、鹿谷選鉱で、出土している。製塩

土器の特徴は、タタキのあるものと、ないものが出土している点では一致するが、土器の焼

成に関しては、 3遺跡のいずれも土師質で軟質の焼成であり 、八木嶋遺跡のものとは大きく

異なる。

｜｜｜玉類・土錘・鉄製品

玉類・ミニチュア土器・砥石（第63図） 562は、滑石製臼玉である。平面形は不整形で

数か所に加工調整による稜が残る。色調は灰緑色を呈する。563・564は、ガラス小玉であ

る。563の色調は、コバルトブルーを呈する。564は、鉛ガラスと思われ、風化して乳白色

を呈している。565～571は、土製丸玉である。法量に長さ約1.7～1. 8cm ・最大幅1.5～ 

1. 7cmのもの、長さl.2cm・最大幅1.15cmのもの、長さ0.9～l.Ocm・最大幅0.85～0.9cmの

もの、 長さ0.65cm ・最大幅0.7cmのものの4種類がある。成形は、特に配慮は見られない。

土錘（第64図） 個体ごとの法量から、重さを基準にA～Eの5種類の分類を行った。以

下の数値は平均値である。なお、各個体の法量は一覧表に示した。

A類長さ3.59cm ・最大幅1.08cm ・重さ3.57 gのもの。

78 



国道478号バイパス関係遺跡平成2・4年度発掘調査概要

＠押J

φ＠＠ 
①｜  φ①。

⑥ 

＠
ー
① R 

＠ 

G

G
ー③

97

①
ー
①5

①ー①
！
？

③
i

⑪

＠

一

ー

①

し
ワーイ

5
司

一
一訓

~ 

。 5cm 

575 .0 576 
10c町、

第63図 C地区出土造物実測図(15)

B類長 さ5.12cm・最大幅1.3cm ・重さ6.03 gのもの。

C類長さ5.73cm ・最大幅1.37cm・重さ7.13gのもの。

D類長さ4.72cm ・最大幅1.53cm ・重さ8.26 gのもの。

E類長さ6.13cm・最大幅1.62cm ・重さ15.75 gのもの。

各個体とも外面の形状観察により、分類が可能であった。資料を掲載した個体は、破片

を含めて合計90点である。数値上では、 C・D・ E類が全体の約72%を占めている。次に、

各分類ごとの特徴を述べる。A類はj去量が小型のものである。585は、かなり小型であり、

実用に適さないミニチュア品と思われる。 B類は、外面に顕著に指頭圧痕を残している。

D類は、形状がB類と同様、指頭圧痕が残るが、長さが若干長い。最大幅を中心部分に意

識しない寸胴形である。B・D類とも焼成方法の相異からか外面が黒色化しているものが

多数見られる。C類は、外形が整った紡錘形を呈しており、 A～E類の中で最も作りのて

いねいなものである。 E類は、 A～D類のいずれかの製作技法により作られているものが

存在する。607・608はC類の、 610・611はB及びD類の技法によるものである。この類の
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付表3 土錘一覧表（備考欄の番号は実測図の番号を示す）

（） は欠損品 ムは土を含めた重量である。

B類A類

No. 重さ（g) 長さ（cm)幅（cm) 備 考 No. 重さ（g) 長さ（cm)幅（cm) 備 考

(3.35) (3. 35) l. 05 (5.44) (4. 17) l. 30 

2 3.54 4.05 l. 00 584、完形 2 7.69 4.86 l. 41 

3 3.30 3.95 l. 05 583、完形 3 7. 70 5.21 1.35 587、完形

4 5.44 3. 75 l. 17 4 6.45 4. 79 l. 34 

5 3.08 3.20 l. 15 5 7.85 5.37 l. 37 588、完形

6 4.89 4.65 l. 08 完形 6 6.80 5.55 l. 27 589、完形

7 3.87 2.80 l. 14 586、完形 7 5.25 4.51 l. 31 

8 ム4.47 4.28 l. 14 8 6.68 5.38 l. 23 590、完形

9 (2. 31) (2.20) l. 03 9 (4. 85) (4. 46) l. 13 

10 ム3.76 3. 10 l. 10 10 (4.80) (3.20) l. 31 

11 l. 43 2. 14 0.85 585、完形 11 (4. 91) (3. 96) l. 33 

12 (0.91) (1. 49) 0.95 12 7. 13 5.26 l. 22 591、完形

C類 D類

No. 重さ（g) 長さ（cm)幅（cm) 備考 No. 重さ（g) 長さ（cm)幅（cm) 備 考

1 9.62 5.17 l. 51 598、完形 1 ム9.71 6.20 l. 37 

2 ム9.58 4.33 l. 67 2 (8.39) 5. 18 l. 34 

3 8.50 4.28 l. 43 593、完形 3 9.96 6.07 l. 35 602、完形

4 8.05 4.55 l. 48 597、完形 4 ム8.91 5.61 l. 35 

5 ム13.73 5.55 l. 79 5 ム8.83 5.69 l. 45 603、完形

6 8.27 4. 72 l. 57 6 7.96 5.60 1.19 604、完形

7 9.58 4.56 l. 49 7 ム10.29 5.67 l. 38 

8 ム12.26 5.53 l. 55 8 7.50 5.63 l. 28 

9 9.25 4.61 l. 44 599、完形 9 10. 79 6. 75 l. 54 

10 9.03 4.53 l. 41 596、完形 10 7.47 5.56 l. 25 

11 10.53 5.08 l. 56 11 8.38 5. 71 l. 32 

12 7. 10 4.08 l. 45 595、完形 12 7.45 6.02 l. 16 605、完形

13 6. 13 4.66 l. 30 601、完形 13 ム （7.30) (4. 30) l. 40 

14 9.38 4.55 l. 58 14 (6.86) (4. 99) l. 37 

15 8.52 5.00 l. 47 15 (4. 49) (3. 58) l. 21 

16 6.81 4. 16 l. 31 594、完形 16 (7. 01) (4. 92) l. 39 

17 (7.39) (3.96) l. 50 17 4.28 3.95 l. 20 

18 9.82 4. 78 l. 60 600、完形 18 (4. 13) (3. 22) l. 23 砂粒含む

19 (7.90) 3.83 l. 58 19 (4. 93) (3. 75) l. 23 

20 ム7.55 4.66 l. 57 20 (3. 64) (2. 78) l. 23 

21 17.33 5.82 l. 80 21 (2. 39) (2. 15) l. 19 

22 ム7.58 4.46 l. 34 592、完形 22 (2. 51) (3. 17) l. 11 

23 ム （2.84) (2.64) l. 22 

24 8.59 6.63 l. 29 606、完形

可
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E類

No. 重さ（g) 長さ（cm)幅（cm) 備考

1 (9. 73) 5.55 l. 60 11 (6. 61) (3.67) l. 73 

2 (10. 15) (4. 58) l. 55 12 (6. 53) (3.38) l. 43 

3 (8. 75) (1. 08) 1. 50 13 (5.39) (3. 03) l. 44 

4 (3.32) (2.43) 1. 37 14 (5.14) (2. 89) l. 45 

5 15.37 6.28 l. 54 608、完形 15 6.00 (3.18) l. 43 

6 凶 （11.33) (4. 88) l. 44 16 (2.43) (2. 85) (1. 43) 破片

7 13.95 6.16 l. 50 609、完形 17 16.25 6.22 l. 80 610、完形

8 (10. 48) (4. 82) l. 75 18 17.07 6.02 l. 77 611、完形

9 (6. 97) (3. 80) 1. 58 19 ム （7.89) (4. 05) l. 47 黒色

10 (9. 75) (4.10) l. 68 石含む（1.Ocm 20 ム （5.07) (2.93) l. 43 黒色

×0.5cm大） 21 13. 72 6.57 l. 62 607、完形

中には、内外面及び断面も黒色化したものが含まれている。この遺跡は、隣接する 5地点

にトレンチを設けたが、多量の土錘が出土したのは、 C地区の溝跡SDOlのみである。し

かし、 この地点で使用されたか否かは出土状況からは不明である。

鉄製品（第65図） 577～579は、鉄鍛である。577は、柳葉形の鍛である。全長約

16. lcm・鍛身部約2.2cm ・頚部約11.lcm ・茎部約2.8cmを測る。鍛身・ 頚部は刃部に対して

平行に、また、聞に近い部分は左側に2次的な力が加えられ変形している。頚部に近い部

分は特に負荷がかかったと思われ、亀裂が生じていた（図版第48）。 578は、 577と同様の柳

葉鍛であるが、頚部は幅広で、長さも短

い。全長約12.7cm ・鍛身部約2.2cm ・頚

部約8.4cm ・茎部約2.lcmを測る。頭部表

面には黒い漆皮膜状のものが付着してい

る。579は、片刃鍛である 。全長約

長 14. 4cm ・鍛身部約2.8cm ・頭部約lOcm・ 

茎部約l.6cmを測る。鍛身の幅は細身で、

鍛身の関もわずかであり 、無関に近い。

茎部の先端は折れ曲がっている（図版第

4 8）。 580は、 万子である 。全長約

10. 7cm ・刃部約5.7cm ・茎部約 5cmを測

る。 刃部はかなり使用され、擦り減って

いる。581は、刀子と思われる。全長約

8 cmを測る。しかし、刃部と茎部分の境

第65図 C地区出土遺物実視lj図（17) に聞は見られない。

82 



国道478号バイパス関係遺跡平成2・4年度発掘調査概要

IV木製品（第66～71図） 木製品には農 ・工具、服飾具、紡織具、祭記具、雑具、建築部
(i主9I 

材などがある。なお、これらの中には古墳時代以降のものも含まれている。

農・工具（第66～68図） 鋤、ナスビ形木製品、鎌の柄、竪杵などが出土した。一木平鋤
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第66図 C地区出土遺物実測図(18)
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は3点あり、いずれも未成品と思われるが、 612はより製品に近い。把手部分にはまだ穴

が開けられていない。身の部分は方形のままで、削り込んで、鉄刃着装部を作り出していな

い。身部分には調整痕が顕著で‘ある。木取りは板目材である。613は成形途上であり、 614

~ 

ζミヨ

＠ 

.,. 。
．、？

20cm 

第67図 C地区出土遺物実測図（19)
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は把手及び身部分をわずかに削り出した、荒削りの段階である。いずれも木取りは板目材

である。615の「ナスビ形木製品」と呼ばれる曲柄平鍬は柄の部分が欠損している。鉄製

鋤先を装着する刃部は板状を呈しており、鋤先を装着したと思われる磨滅痕が見られる。

木取りは、木材の中心部分を使用した柾目材である。616は、工具の柄である。617は、先

端部分に帯状の凹みが見られる。いずれも木の校部分を巧みに利用している。 板目材であ
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る。618・645は、田下駄である。足板の前後に各 l孔を開け、取り付け孔としている。

618は、田下駄の中でも大足と考えられる。上下に切れ込みが見られ、前後2か所に l対

の穿孔がある。柾目材である。645は、鼻緒孔3孔のほかに方形の穴が開く 。木取りは、

柾目材である。619～621は、木錘である。619は、同様の形を呈しているが、他のものと

比較して、大型の木材を使用している。外面は放射状にケズリ調整痕が見られる。内面の

調整は大きく 7方向から行われており、外縁から中心部分に向かつてケズリ調整がなされ

の

⑪ 
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③ 

。
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第69図 C地区出土遺物実測図（21)
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ている。620は、接合資料である。619～621のいずれも心持ち材である。627は、竪杵であ

る。下側部分にケズリが入り細くなっている。木取りは柾目材である。丸太を縦に何分割

かしたうちの lつである。

服飾具（第68図） 連歯下駄（625）がl点出土している。鼻緒の後査部分の内側の穿孔が

前査部分に寄っていることから、右足のものと思われる。歯は使用により、かなり磨耗し

~644 
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ている。柾目材である。

紡織具（第69図） 628は、横槌である。片側部分に使用による磨耗が認められる。木取

りは、心持ち材を使用しているものの、年輪に偏りが見られ、特に木材を厳選したもので

はない。

祭最巴具（第70図） 633は、木鍛である。板材を使用している。鈴鹿身の先端は両端からカ

ットし尖らせている。頚部は、断面が四角形、茎部分の断面は六角形を呈している。木取
（注101

りは板目材である。木鍛は亀岡市の千代川遺跡でも出土している。

雑具（第70図） 火錆臼、火鑓杵、ヘラ状木製品、把手などがある。629・630は、火讃臼

である。629は、 4か所に切り欠きを有する。下端の切り欠きはわずかに凹みを残す程度

であり、この部分でカットされ、ケズリ調整がなされている。木取りは柾目材である。

630は、下端が欠損している。切り欠きは4か所残存している。631・632は、火鏡杵であ

る。下端部は尖り 、炭化している。他の木材と比較して残存が良好であり 、木本来の弾力

性が残る。634～637は、ヘラ状木製品である。 637を除き、両端に小さな穿孔が認められ

る。断面は一方が丸味を帯びる、蒲鉾状を呈している。木取りは、 635が柾目材であるの

を除き、 634・636・637は板目材である。大きさがほぼそろっていること、出土位置が限

定していたことから、本来は一連のものであったと思われる。 642は、上端は両側縁から

カットされ鈍く尖る。板材の平面には、先端の尖ったものを押しつけて開けたと思われる

穿孔が見られる。右側縁には、 3か所に間隔の不揃いな、「V」字状の切り欠きがある。

木取りは板目材である。これは斎串の可能性もある。643は、把手である。本来は何に付

属していたかは不明でLある。木取りは柾目材である。

建築部材（第71図） 648は、鋤先状の板材で、4か所に穿孔が残っている。その一つに

は樹皮状のものが残る。木取りは柾目材である。650は、ホゾ材で、全長約253crnを測る。

心持ち材を使用する。ホゾ部分はホゾ穴に入れ、模状のもので固定するための切り欠きが

見られる。

b.古代の土器

｜流路跡SD01埋没段階の須恵器

蓋・杯（第72図） 325～328は、杯蓋である。325は、つまみ付きの杯蓋である。329～

350は、杯である。334は、杯底部である。見込み部分にヘラミガキが見られる。 篠窯跡産

の可能性がある。335は、復原口径14.2crn・器高4cmを測る。底部からやや内湾しながら

立ち上がる。 336は、口径14.2crn・器高5.3crn ・高台径8.6crnを測る。完形である。337は、

復原口径16.6crn ・器高4.7crnを測る。底部からやや内湾しながら斜め上方に立ち上がる。

高台はごく低いものがわずかに付く 。338は、口径17.4crn ・器高7.4crnを測る。 342・348～

-89-
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350は、回転糸切りによる底部を持つ、椀及び椀底部である。

その他の器種（第55図） その他の器種には、査、車、横瓶、短頚査、椀、鉄鉢などがあ

る。309は、狭口の長頚査である。体部が最大径となる部分に凹線を施しており、その2

条の凹線間に右上がりの刺突を施している。310・311は、聴である。いずれも頚部から胴

部にかけての破片である。310は、体部下半にカキメを施す。311は、体部下半にケズリを

施している。312は、横瓶である。左右非対称の体部を有している。体部最大幅は約19cm

である。体部は全体にカキメが施される。317～319は、平瓶である。体部上半と下半にカ

キメが施される。324は、鉄鉢である。復原口径20.8cm ・器高11.4cmを測る。全体に焼き

歪みが顕著で、ある。

戸士三~『
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一，，、

－－一－、

¥ ＿＿一一』こ三才331
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第72図 C地区出土遺物実視lj図（24)
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国道478号バイパス関係遺跡平成2・4年度発掘調査概要

奈良時代の製塩土器である。口縁部及び胴部の破片であり、底部

破片は見られなかった。口縁部は内外面に指頭圧痕が顕著に残存する。これは個体の製作

製塩土器（475～488)
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が輪積みによるものであり、その後指頭によりナデているためである。口縁部の断面形は

端面を持ち、方形を呈するもの（475・477・479・480）と、端部を丸くおさめるもの（476・

478）が存在する。一方、胴部～底部（481～488）は、内面に布圧痕が見られる。使用された

布の、布目圧痕の観察から、少なく とも布には3種類が存在すると思われる。タテ糸×ヨ

コ糸がlcm＇あたり 10本×10本のもの、8本× 8本のもの、7本×6本のものなどがある。

これら奈良時代の製塩土器は紀淡海峡の土器と類似芋港。

漆付着土器（第74図） 漆付着の土器は器種も多種に及ぶ。また、時期幅も 6世紀後半～

8世紀と広範にわたる。器種は杯蓋、杯身、 長頚査、すり鉢などがある。出土した土器の

大半、すなわち、杯蓋 ・杯身は工房での作業における、小分け用の容器（パレット）として、

一方、長頚査 ・すり鉢は漆運搬容器として使用されたものである可能性が高し、。これらの

土器の漆付着部位は内面・外面・内外面・破断面に見られる。489～493・495～497・499

～504は、内面 ・外面・内外面に付着したものであり、 494・497は破断面にも漆の付着が

見られる。これらの付着部位の差は、先に述べた運搬用と作業用といった目的の相異によ

るものと思われる。494・498については、漆原液がかなりの粘性を有しており、外容器を

意図的に破砕することによって、内容物を掻き出した事実を示したものといえる。これら

の漆工房関連遺物の出土は平城京の調査や明日香村に所在する、紀寺跡寺域東南部の調査

などで確認されている。当調査研究センターの亀岡市池尻遺跡の発掘調査でも漆工関連遺

物が確認されている。これらの報告によると、漆運搬容器とされた土器は、狭口の査の頚

部の付け根かあるいは体部肩部分に打撃が加えられ割られているという記述であるが、内

容物を掻き出すという目的を考えると、上半部か下半部のいずれかを打ち割る行為が妥当

と思われるが、この遺跡のものは、下半部で破砕されており 、既報告例とは破砕部位が異

なっている。また、この遺跡における漆工房の初現は、 489～491の土器については、漆の

付表4 墨書土器一覧表

番号 器種 内面 外面 備考

505 杯 今西 516 杯 ~ 、

506 杯 西 西福 517 不明 f主力

507 杯 西 518 蓋 不明

508 杯 不明 519 不明 不明

509 杯 不明 520 杯 丙 ヵ

510 杯 西 西福 521 蓋 口西 西日

511 杯 西 f高 外面福ロヵ 522 不明 西 西口

512 杯 523 杯 不明

513 杯 不明 524 杯 不明

514 杯 不明 525 杯 不明

515 杯 西 526 杯 不明

n
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付着部位も図示した他の資料と比較してわずかであり、積極的な評価に疑問が残るが、少

なくとも 7世紀には最盛期を迎えていたと思われる。

＼星邑－~轟f Lニ:L －~42

三士子T、：2Jョど
、ヱゴ二~~ 「

＼有毒r

＼ー斗d.a

建弘

マヨ高砂E

「毒デ

ミミ
に一＿＿＿＿L二 2544

委ミ

＼よ者二＼ I 2. 
二三＼｜／

＼＼ト」イ￥五、以

·~プ558
。 20cm 

第76図 C地区出土遺物実測図（28)

F
「
u

n吋
U



京都府遺跡調査概報第56冊

墨書土器（第75図） 器種はほぼ杯身 ・椀と杯蓋に分類される。墨書の施された部位は杯

身及び椀は見込み、底部、中には両面に記銘されたもの（507・511. 512・520）も存在する。

また、杯蓋は、図示したものでは519・521の2点であるが、519は外面、 521は両面に墨書

が施されている。 522は、両面に墨書が見られるが、細片のため、器種は不明である。文

字のうち、判読可能のものは「今西」、「西J、「西福」、「福」、「仁jである。各個体の詳細

は付表を参照されたい。

黒色土器・緑柏陶器（第76図536～538、551～558) 536～538は、黒色土器である。536

は、口径15cm・高さ5.45cmを測る。内外面とも黒色化された、黒色土器A類と呼ばれるも

のである。内外面とも密にヘラミガキが施される見込み部分には不定方向のへラミガキの

後、放射状に 3本のミガキが施される。完形である。537の見込み部分には不定方向のへ

ラミガキが施される。551～558は、緑粕陶器である。551～557は椀、558は耳杯である。

底部は、 551・553・555～557が貼り付け高台であり、 554は削り出し高台である。558は、

赤褐色の軟質の焼きの土器に緑色の鉛粕が施されている。

c.中世の遺物

中世の土器（第76図） 主に瓦器椀・瓦器皿・土師器・ 羽釜 ・青磁椀などが出土してい

る。539～ 543は、瓦器椀である。541は、完形品である。口径16.2cm ・器高4.6cm ・底径

5.4cmを測る。口径のわりに器高の低い器形である。高台は断面三角形の付け高台である。

内外面とも密にへラミガキが施される。559～561は、青磁椀であるいずれも口縁部及び底

部の破片である。

d. その他の遺物

銭貨（図版第48) 延喜通賓、乾元大賓の2点が出土した。いずれも皇朝十二銭に含まれ

ている。延喜通賓は皇朝十二銭のll番目に鋳造された銭貨で、初鋳年は907年である。直

径は、約1.89cm ・厚さ約1.75醐を測る。また、乾元大賓はその12番目にあたり 、初鋳年は

938年である。直径は約2.Olcm ・厚さ約1.2lmmを浪ljる。鋳上がりは悪く、郭の内側にパリ

が見られる。

包含層・遺構外出土の石器、勾玉（第77図） 太形蛤刃石斧、石庖丁、切り目石錘、スク

レイパ一、石匙状石製品、ピエスエスキーユ、打製石斧、勾玉などが出土している。

651・652は、太形蛤刃石斧である。いずれも C地区の流路跡SDOlの構築された貼り土で

ある、 青灰色粘土層から出土した。651は、 かなりていねいな作りである。刃部は研ぎ分

けの稜が明瞭に残る。側縁部を中心に敵打痕が見られる。652は、荒割り段階の奈lj片の華lj

離痕が顕著に残る。刃部は使用による刃潰れが見られる。653は、外湾刃を持つ石庖丁で

ある。表面は刃部の研ぎ分けの稜が見られる。穿孔は両面穿孔である。654は、石錘であ
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651 。 10cm 
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第77図 C地区出土造物実現lj図（29)
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る。切り目部分には使用による擦痕が認められる。石材は暗緑色のチ ャートである。

655・656は、スクレイパーである。655はサヌカイト製の直刃、 656はH音赤色のチャートを

使用した曲刃のものである。いずれの個体も刃部は両面加工である。657は、石匙状石器

である。石材はサヌカイトである。刃部は両面加工である。つまみ部分は、 両面から加工

し、扶りが入る。表面の風化が他の個体と比較して著しい。658は、打製石斧である。板

状奈lj離をする粘板岩質の石材である。刃部は使用による擦痕が見られる。659・660は、 模

形石器である。659はチャート製、 660はサヌカ イト製である。661は、 璃瑠製の勾玉であ

る。両端が赤味を帯び、それ以外は乳白色を呈している。作りはていねいで、全体によ く

研磨されている。

工房関連遺物（図版第48) 工房関連の遺物としては、金属塊、鉄淳、フイゴの羽口など

がある。このうち、フイゴの羽口は3個体分以上が出土した。この中で、金属塊は分析の

結果、銅を主成分とした合金であることが判明した。蛍光X線分析であ り、測定部位によ

り、データ に差が見られるが、銅約72%、鉛約17%・ヒ素約8%である。この資料からい

えることは、何らかの製品を鋳潰したか、製品をつくる過程にあったものと思われる。重

量は約122gあり、小さな製品であれば、十分作ることができる塊である。この金属の分

析結果で、特徴的であるのは、ヒ素の含有率が非常に高いこ とである。これは国産の銅に

見られる特徴で、 しかも、古墳時代のものではな く、奈良時代の製品に見られるもののよ

うである。

自然遺物 流路跡SDOIから出土した自然遺物には動物及び植物遺体がある。動物遺体

にはウマの歯と中指骨が£Ii。いずれも生骨で遺存状態はあまりよくない。部位の判明し

た個体については比較的残りがよく 、破損していたものの、ほば全体形が把握できた。一

方、植物遺体（種子）にはオニグルミ 、コナラ、モモ、 サクラ、ヒョ ウタンなどがある。コ

ナラは殻斗のみが出土している。オニグルミは数個体分、モモ核は総数350点以上が出土

している。この中で、オニグルミ 、モモは食用とされたものと思われるが、モモ核の数が

他の種子を大幅に上回っている。

メ 手、ゐ..，~J 2 
＼ーード弓~制 。 10cm 

第78図井戸跡SEOl出土造物実波lj図
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④D 地区出土遺物（第78図）

D地区から出土した遺物はあ

まり 多くないが、中でも大半

は細片化した須恵器・瓦器・土

師器である。したがって、こ

こでは井戸の検出面で出土し
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た3点の須恵器をあげる。

662は、蓋である。宝珠つまみを持ち、天井部からなだらかに下がって口縁部内面にか

えりを持つ。口径14.4crn・器高3.lcrnを視ljる。663・664は、杯身である。ともに外方に踏

ん張った台形の高台を持つ。663は、底部から斜め上方にまっすぐ立ち上がる口縁部を持

っている。口径13.4crn ・器高4.5crnを測る。

（原田三蕎）

⑤ E地区出土遺物（第79図） E地区からの出土遺物は少量で、あるが、掘立柱建物跡の柱

穴から時期を決定できる資料が出土した。671・672は、掘立柱建物跡SB 18の出土土器で

ある。杯身 l点、杯蓋 l点がある。いずれの個体も端部に近い部分の破片であるが、 6世

紀後半のものと思われる。667～684は、掘立柱建物跡SB23の出土土器である。杯身・杯

蓋の完形品各 l点、杯蓋2、杯身2、土師器小椀、 査を含む、計10点が出土している。田

辺編年の陶巴TK209～217型式併行の範鴎で把握できる。686～697は、掘立柱建物跡SB 

26の資料である。杯蓋5点、杯身 5点、須恵器高杯脚部、土師器斐口縁がある。いずれも

細片である。6世紀末から 7世紀初頭のものと思われる。そのほかの図示資料は、各建物

跡の柱穴から l点ずつであり、時期的には6世紀末から 7世紀初頭で捉えられると思われ

るが、建物跡の時期を決定するには、根拠に欠ける。

溝跡SD01、土坑SK45出土遺物（第80図） 700～703は、溝跡SDOlの出土土器であ

る。須恵器の杯身、杯蓋、蓋口縁及び頚部破片がある。704～711は、土坑SK45の出土遺

物である。須恵器杯身、杯蓋、 車、 土師器高杯脚部、聾、椀、韓式土器と思われる牛角把

手の付いた体部破片がある。704・705は、杯蓋である。口縁部及び天井部の破片であり、

口径などは明確でない。707は、 1i£である。体部最大径となる部分に 1孔が開く 。工具に

よる左下がりの刻みを入れる。その後、文様の上下を半裁竹管状の工具でナデている。頚

部は櫛状工具による右上がりの刺突ののち、上下に回線を施している。708は、牛角把手

の付いた体部片である。把手の形状は内面を凹ませ、端部を尖り気味にしている。把手の

表面は面取りされ、角張っている。体部外面にはタタキ、内面には同心円状の当て具痕が

わずかに残る。焼成は甘く、瓦質である。

（柴暁彦）
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4. ま とめ

今回の八木嶋遺跡の調査地点はA～Eの5地区であった。個々の地区について要約する。

A地区

中世墓と考えられる土坑を 3基検出した。それぞれ出土遺物に出土量及び遺物の内容に

差は見られるものの、規模は同線である。土坑SKOlからは多量の瓦器椀、瓦器皿が出土

し、砥石、鉄製品なども出土している。ただ、同形同大の瓦器皿が特に多量に出土してい

る点が墓として疑問が残る。しかし、本文中でも触れたが、その他の出土遺物に青磁椀片、

砥石、不明鉄製品が出土していること、方形に組まれた状況を呈する、礁の出土が見られ

たことから瓦器焼成窯ではなく墓墳と考えたい。
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B地区

掘立柱建物跡4棟と竪穴式住居跡l棟、柵跡lつを検出した。ピットからの出土遺物が

なく、時期が不明であるが、建物跡の主軸方向から 2時期に分類できる。l期は、掘立柱

建物跡SB 01 ・ S B 02 ・ S B 04である。これらはピットの規模、主軸方向がE地区の掘立

柱建物跡と類似しているため、 6世紀代に比定できると思われる。 2期は、掘立柱建物跡

S B03である。l棟のみであるが、ピ ットから緑紬陶器が出土しているため、10世紀に比

定できる。 2期の建物跡はピットも小さくな り、中世的な要素が見られる。

c 地区

(1)八木嶋遺跡C地区の流路跡S001の機能と出土遺物について

C地区で検出した流路跡SDOlからは須恵器、土師器などの土器類をはじめとして、玉

類、鉄製品、木製品など多種の遺物が出土した。今回出土した遺物から流路跡の利用方法

について見てみると、およそ、 4つに大別できる。①集落内に導水し、飲料用とした。②

濯概用として河川から支流として引き込んだ。③日常の農耕儀礼を行う場所としての流路、

すなわち水辺の祭杷の場として。④集落の移動に伴う流路の廃棄行為としての祭杷が存在

していたと思われる。これらを詳細に見ていくと、①は、この流路を構築することによっ

て、河川の本流から水を引き込み、生活に必要な飲料水としていたことが考えられる。S

DOlの周辺では後世における削平のためか、竪穴式住居跡やその他の遺構は確認できなか

った。しかし、この場所での土器、木器のほか、生活痕跡をうかがわせる遺物に、モモの

核がある。流路跡周辺から採取し得た種子は約350個を数える。オニグル ミなど他の種子

の出土量と比較しでも圧倒的に多く、おそらく モモは食用とされ、その後、流路に投棄さ

れたものであろう。この遺跡では、直接、河川あるいは流路を利用していたものと思われ

る。②C地区の付近を流れていたと思われる旧河川（現東所川）から導水していたものと

思われる。この河川｜は現在でも濯概用水として利用されている。濯概に関連する遺構は、

S DOlとこの流路に付随する柵SX02である。遺構としてかたちをとどめていたのは、流

路の肩部分の土堤状の高ま りと、この高まりに遺存した杭と杭の痕跡で、これとは別に流

路内にも流れに直交するかたちで杭が打ち込まれていたか所があり、土堤状高まりは単な

る堤防のような護岸施設ではなく 、i墓j既用としても利用されていたことは明確で、ある。ま

た、出土遺物のうち、 i韮i既に関連する遺物を見ると、流路の溜まり状の部分から出土した

木製農工具類の未成品がある。この鋤などは加工の段階に差が見られるが、これは木材を

製品として加工する途中で水漬けにすることによって木材自体を軟らかくし、加工しやす

くするための加工の一工程である。一方、農工具で使用痕の認められるものは、曲柄平鍬、

鎌の柄と思われるもの、田下駄などがある。これらの木製品の出土が当遺跡での水稲耕作
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を裏付けている。また、③は、祭杷行為として遺物の供献された状態は捉えられなかった

が、これらを出土遺物の中から抽出すると、ミニチュア土器、滑石製臼玉、ガラス小玉、

土製丸玉、鉄鍛、万子などととも に、製塩土器片、木製鍛などが挙げられる。この中で滑

石製臼玉、ガラス小玉、土製丸玉、製塩土器片は流路の下層から出土した。しかし、遺物

は流路内では流動的なため、見つかった場所で供献されたとは断定できないが、流路の上

層で平面的に見つかった土器類の出土状況とは明らかに異なる。おそらく 、ミニチュア土

器や玉類を水辺に供献し、自然の恵みに対して祈祷したものと思われる。しかし、この遺

跡では①に該当する水霊信仰の祭杷遺物である、玉類や木製模造品の出土はきわめて少な

い。その他、時期は不明確な点もあるが、流路及び流路の周辺でウマの生骨や歯が出土し

た。これらもここに含めてよいものと思われる。④については、多量に出土した土師器及

び須恵器がある。この土器類の出土状況は、ほとんど流路を埋めつくした状況を呈してい

た。この状況は、出原恵三氏の分類によると、 W類に該当乎2。土器の出土状況はおよそ

流路の2か所に集中していた。おそらく水辺での祭杷ののち、流路内へ一括投棄したもの

と思われる。投棄された時期は、土器編年から見て古墳時代後期であ り、これをも って流

路の廃絶と考える。しかし、流路の機能を停止した古墳時代後期以降、 奈良時代でも SD 

01の周辺では引き続き祭杷行為が行われていたことが、 墨書土器の出土から明らかである。

また、 SDOl構築以前の布留式段階でも、流路の肩と思われる場所からの聾・高杯などの

出土があり、出土遺物とその出土状況から、祭最E行為が行われていた可能性がある。一方、

視野を広げて、遺跡の周辺環境に目を向けると、遺跡の南側に神奈備山を思わせる山が遺

跡前面に派生していることから、この場所で山を対象とした祭杷が行われていた可能性を

考える必要もある。遺跡の立地では、同様の状況が京都府福知山市の石本遺跡でうかがう

ことがで、ぎ16。この遺

跡、は時期的にも八木嶋

遺跡と併行する。しか

し、八木嶋遺跡の南側

の正陵の麓にはこの集

落の墓域と考えられる

坊回古墳群が存在して

いる ことで、背後のE

陵との関連が考えられ

る以外、直接要因は不

明である。

c干「1

実ヰョグ ~ 
0 10cm 

第81図 坊回 5号墳出土土器（注4より一部修正、トレース）
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(2）古績時代以降の祭杷について

古墳時代の流路が廃絶した奈良時代において、流路跡の近辺で祭杷が行われていたと思

われる。それを端的に示すものは、墨書土器と製塩土器である。C地区でこの時期におけ

る遺構は確認できなかったが、これらの遺物が出土したことから、わずかに残った浅瀬を

水辺の祭杷の場所として利用していたと思われる。墨書の内容は「今西」及び「西福」と

「西」の字を多用する傾向が見られる。しかし、付近には字切図を見ても該当する小字名

は見当らないため、地名を表現したものではないと思われる。遺物量は古墳時代と比較し

でも非常に少なく、その他の祭把遺物も出土しなかったため、どのような祭紀形態をと っ

ていたのかこれだけでは判断しがたい。

D・E 地区

E地区で検出した遺構はたいへん多く、掘立柱建物跡37棟を始め、土坑、溝などがある

が、それらは大きく見ると位置的に一定の傾向が認められる。建物跡は、 E地区全体に万遍

なく分布するといったものではなく、この地区の中をおおよそ3つのブロ ックに分けるこ

とができる。

まず lつめは、 SB23を中心にしたまとまりである （1ブロック）。次は、SB02・08を

中心にしたものである（ 2ブロック）。この2つのブロックは、溝SDOIによって区切られ

ている。この講をまたぐ建物跡は確認されておらず、比較的小規模な溝ではあるが、建物

跡群を区画する溝と考えられ、そういった意味でもこの溝の持つ意味は大きいものがある。

もう一つは、 SB34を中心と したものである（ 3ブロック）。 3ブロックと 2ブロックの聞

は、調査前は水田の境界でもあり、その聞を水路が流れていた。この水路は、現在のもの

で遺構ではないにもかかわらず、この水路をまたぐものはSB05ただ lつであり 、特に l

ブロックではこの水路周辺に建物跡はもちろんのこと柱穴すらほとんどなし、。したがって、

現代のものであるにもかかわらず、この場所には古墳時代から両ブロッ クを区画するよう

な遺構が存在した可能性も考えらPt6。このことは、溝SD39がこの水路を越えてのびず、

屈曲しないことも傍証とできょう。次に、検出した建物跡の特徴についてみる。

S B23は、 三面府をもっ東西棟の大きな建物跡である。先の概報では、身舎の西辺の柱

穴のつまり具合や建物全体の構造を考えて、四面廟とし協＼四面府ではなく 、やはり三

面腐と考える。建物の東辺をわざわざ細かく区切るその構造は、その使用方法をも推定さ

せる興味深いものである。一方、このSB23は、やや主軸の角度が異なるが、SB 18と隣

接しており 、その距離からも並立していた可能性がある。そのSB 18の東側にある柵列S

A38は、位置的に見ても SB 14をも含めたこれらの数棟の建物に関連するものであろう。

SB 19は、 2間×2聞の宝形造りである。身舎の建物は構造的にはクラ的なものである
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が、廟を持ち、さらに東南部の柱列は、孫府の可能性もある。ただし、身舎と府の柱筋は

合致しないため、構造的に日常の使用には不向きなものとなっている。

S BOSは、遺構のところでもふれたが、軒を支える柱が身舎の柱筋と合うように立てら

れていることから、建物内部は細かく区切られていたと思われる。したがって、建物の用

途としてはかなり特殊で、、居住に適したものでなかったことがわかる。また、この建物跡

のみ唯一主軸方向がSDOlより北側の遺構群の中では他と異なって大きく振れている。

合計38棟の建物跡は、位置的に 3ブロックに分類したが、時期的には柱穴出土遺物から

明確に群として分類するにはいたっていない。主軸方向から見ると、 SB23を中心とする

時期は、比較的規模の大きなものが多く、位置も溝と柵列の中に限られる。次に、 SB02 

を中心とするグループは、溝と柵列を越えて拡散する傾向にある。規模としては2間× 2

問、または2問× 3問と規模の小さなものが多く、用途としては倉庫などが考えられよう。

柵列SA38は南北にのびるが、北側はちょうどSDOlのところで途切れている。両者は

直角には交わらないが、講を越えて柵列が北にのびないことから、ともに関連があり、建

物跡群を区切るものであったと考えてよい。また、柵列の南部は現行の水路によって削ら

れているが、そのまままっすぐのびて調査地南辺まで続くものでもない。柵列SA38の大

きな特徴は、柱穴が長方形ということである。柱穴の形状に注目すると、すぐ隣のSB 18 

も38ほど一辺の長さに違いはないが長方形である。主軸は、 SA38が26°、SBl8が20°と

軸がやや振れている。SA38と主軸方向が全く同じものはSB 10であるが、溝SDOlを越

えた他のブロックとなってしまう。おなじ3ブロ ック内で、主軸方向の違いが5。未満の

ものを拾いだすと、 SB 15・16・17・23・24となる。したがって、数値だけでは必ずしも

どれに付随するかは明らかにはしがたいが、いずれにしても、建物群を区切る溝であろう。

次に、同じ柵列のSA40であるが、 SB31に付属するようにも思われるが、やや距離も

離れているし、主軸方向が23°であるのに対し、 SB31は16°と70のずれがある ことから、

ただちにこの建物跡に付属するものとは決められないだろう。一方、同じ柵列のSA38は

26°と両方の柵列の角度の差はわずか30で、角度的には同時期の可能性もある。SA38は、

柵列の西側に展開する建物跡群を区画するものであるのに対し、 SA40の西側には主軸を

同じくするような建物跡は認められない。そこで東側に注目すると、地形は調査地東方へ

約50mほど微高地が続き、そこから先は旧河道に相当すると考えられる約1.5mほど急激

な段差が認められる。したがって、東方の微高地には同様な掘立柱建物跡が続く可能性が

あることから、 SA40はあるいは東方に展開する建物群を区切るものとも考えられよう。

また、 D地区と E地区の関係であるが、両地区の聞には幅約2mの里道が通っている。

この里道をはさんだD地区にも E地区と同様、大きさもほぼ同じ柱穴がD地区北辺にも続
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くが、それも北辺に限られている。

調査区にとらわれず、 D・E地区の遺構を全体的に見ていくと、掘立柱建物跡群の北側

にやや離れて土坑がl基、南側には井戸跡がl基確認されている。土坑からは比較的多くの

遺物が出土したが、時期的には柱穴内より出土した遺物の年代と同じである。南側の井戸

では内部から遺物は出土していないが、検出面からは須恵器が数点出土した。 この遺物が

井戸に伴うかどうかは出土状況からは断定しえないが、建物跡群の北側の土坑は、集落構

造及びその祭杷を考えるうえで非常に興味深い。

竪穴式住居跡は、多くの柱穴と同一面で検出した。出土遺物が土師器の細片に限られ、

時期を明らかにしうるものはないが、掘立柱建物跡との切り合い関係はないことからもほ

ぼ同時期のものと考えられよう。

E地区で確認した建物跡の時期及び検出した柱穴は大変多いが、出土した遺物から見る

と6世紀後半から 7世紀初頭にかけてのものに限られ、柱穴内より他の時期の遺物は混入

と考えられる少量のもの以外出土していなし、

ここで、この建物跡を造営した人々の墓地を考えてみよう。八木嶋遺跡、の周辺をながめ

ると、官頭でも触れたが、この遺跡の南方に位置する坊田古墳群に注目する必要がある。

この古墳群の中の l基である 5号墳は調査がなされているが、そこから出土した土器はT

K209に併行する時期のものであり 、時期的にはE地区の掘立柱建物跡から出土した土器

の年代観とほぼ一致している。これをもとに、おおむねこの坊田古墳群の造営された時期

は6世紀末から 7世紀初頭前後にかけてのものということが想定できる。

坊回古墳の中でも一番大きなものは l号墳である。この古墳は、一辺18m・高さ 4mの

方墳である。内部主体は、両袖式の横穴式石室で、玄室は、長さ4.8m×幅2.3m×高さ2

mを測る。玄室の面積は約llm2と周辺に分布するこの時期の古墳と比べても大き なもので

ある。いわゆる南丹波の後期古墳全体を眺めても、概要がおおむね判明している古墳群の

中で同時期に属するものに八木町の小谷古墳群、 亀岡市の小金岐古墳群をはじめとしてい

くつかあるが、中でもこの時期のもので l号墳に匹敵する大きさの古墳は存在しない。

坊田 l号墳の時期を判定する確証はないが、古墳時代後期末、古墳の規模が縮小してい

く時代の趨勢の中で坊田 l号墳の規模は傑出 しているといえる。その古墳の規模と SB23 

を中心とする建物跡は、 ただちには結びつけられないが、両者の規模は他の遺跡例を考慮

に入れ、今後の検討に貴重な資料を提供するものである。遺跡の立地から考えると、この

古墳及び建物の造営者は八木町域のみならず、大堰川の水運と関わりの深い南丹地域の首

長クラスと考えることができょう。

（柴暁彦 ・原田三書）
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( 2) xc示z城 跡 第 2 次

1. 調査の経過

八木城跡は、京都府船井郡八木町と亀岡市の境の城山に位置する山城跡である。室町時

代の丹波守護代内藤氏の居城として、京都府の中世山城跡の中でも著名な城跡である。ま

た、キリシタン武将内藤ジョアンゆかりの城跡としても知られている。標高約330mの山

頂に主郭を置き、派生する尾根などに曲輸などを配して、全山を要塞化した大規模な山城

跡である。今回の調査地は、城山の北東麓部分である。前年度の工事用道路部分の試掘調

査（第l次調査）で八木城跡に関係すると考えられる遺構 ・遺物を検出しており、今回は道

路建設予定地全体にわたって試掘調査及び本調査を実施した。

調査は、平成4年5月18日から着手し、遺構 ・遺物が残存している可能性が高い 8地点

について実施した。地元調整の関係から、まず調査範囲の南西部にあたる第8地点から試

掘を始め、以後、第 7.第5・第3.第4.第6地点の順に試掘を行った。その結果、第

3・第6・第7・第8地点について本調査が必要となり、順次拡張調査を行った。なお、

第3地点については、調査計画や工事計画の関係から、次年度に本調査を実施することに

なった。また、前年度の試掘調査の結果から本調査 ・追加調査が必要と考えられた第 1・

第2地点についても調査を行った。平成 5年3月5日に調査を終了した。この問、平成4

年10月29日に現地説明会を開催した。

なお、上記のとおり、八木城跡の調査は平成 5年度にも実施する予定であり、それをも

って八木城跡北東麓部分の調査は完了する。一連の調査であり 、内容的には関連するとこ

ろがあると考えられるので、まとまった概要報告は次年度に行い、今回は調査内容を略述

するにとどめる。

2. 調査 の 内 容

第 1地点 絵図に「天神口」と記され、 一説では大手口と言われている部分にあたり、

前年度の試掘調査で石積遺構や地山削り出しの階段状遺構などを検出した。今回は、その

試掘トレンチの西側に一部重なるように調査区を設定した。この調査区からは、南東から

北西に向かつてのびる溝状遺構SDOlを検出した。SDOlは、幅約80cm・深さ約30cmを測

り、その北西端部は、ほほ直角に屈曲する。埋士から、 16世紀後半頃のものと考えられる

土師器皿などが出土した。この溝状遺構は、後述する第 6地点で検出した屋敷地跡の北側
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を限るものとも考えられる。

第2地点 前年度の試掘調査で13世紀頃の石敷遺構を検出した部分に隣接する地点であ

る。今回の追加調査では、幅約40cm・深さ約20cmの溝状遺構を検出したのみである。

第3地点 調査範囲北西側の小尾根の先端部に位置する。人工的に造成されたと考えら

れる階段状の地形がみられる。この地点では、小規模な石垣状遺構や井戸とみられる遺構

などを検出し、石臼状石製品や16世紀頃の美濃瀬戸系向器などが出土した。この地点の本

調査は次年度に実施する。

なお、この地点には、平安時代の須恵器窯である古谷窯跡が想定されており、その確認

もあわせて行ったが、関係する遺構 ・遺物は存在しなかった。

第4・第5地点 第l地点・第6地点の西側に隣接する広い緩傾斜地である。集石遺

構・部分的な石列・溝状遺構などを検出し、 15・16世紀頃の遺物が出土したが、断片的で

あり明確な遺構は残存していなかった。後世の開墾などで削平されたものと考えられる。

第6地点 第l地点の南側に隣接する緩傾斜地である。「天神口」の正面にあたる。こ

こでは、南側と西側から石垣や塀の基礎と考えられる石積みを検出した。南側の石垣は、

4回もしくは 5回の造替がなされている。

調査地南西隅部からは、円形石組井戸SE33や方形石組遺構SK06を検出した。SE33 

は、深さ約80cmで、石組はほとんど崩れている。底部には丸太材が直交して置かれてお り、

その上に石を積上げている。この丸太材は、元は 「井jの字形に置かれて、胴木になって

いたものと考えられる。SK06は、約2.4m×1.8m ・深さ約lmで、 南側の石組がかなり

崩れている。 池も しく は水をi留める施設と考えられる。

調査地中央やや東寄りの部分から、2基の長方形土坑SK02・SK07を検出した。SK 

02は、約2.4m×lm・深さ約60cmで、ある。SK07は、約2.5m×1.2m ・深さ約90cmである。

埋土中には人頭大前後の石が多数含まれており、 元は石組であった可能性もある。これら

の土坑はその形状などから、地下式貯蔵穴と考えられる。

この調査地では、礎石状の石も検出しているが、建物として復原できる ものはない。し

かし、以上のような状況から、この部分は屋敷地跡と考えられる。この調査地からは、 16

世紀頃の土師器皿や美濃瀬戸系陶器 ・中国製磁器などが出土した。

第7地点 第6地点の南東側に張り出 した尾根の先端部に位置する。「天神口」 を見下

ろす位置にある。ここでは、 尾根の背や腹を岩盤まで削り出 して造成した段々状の平坦地

を検出した。今回調査した最上部の平坦地の曲輪 1では礎石状の石を検出しており、何ら

かの建物があったと考えられる。また、この曲輸の斜面部では石垣の一部を検出した。位

置的にみて、隅櫓の土台とも考えられる。調査地東側では、 尾根の腹を大規模に削り出し
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て造成した広い平坦地を検出した。斜面側には 「コ」の字状に排水溝をめぐらす。西岡部

には、 宝匿印塔の基礎を転用した礎石が残ってお り、建物があったと考えられる。

この調査地からは、 16世紀頃の土師器皿や中国製磁器などのほか、 「梅田社Jの刻銘が

ある鰐口と考えられる銅製品の破片が出土した。

第St也点 今回の調査範囲の南西端部にあたる。ここでは、小さい谷を埋めて段々状に

造成した狭い平坦地を検出したが、建物跡などは確認できなかった。16世紀頃の土師器皿

が多数出土した。

3. 出土 遺 物

今回の調査では多数の遺物が出土したが、その多くは土師器皿である。ほほ16世紀を中

心とするものである。

l～ 9は、 第I地点出土のものである。土師器皿 l～ 6は、 平坦な底部から口縁部がほ

ぼ直線的に立ち上がる。内面の底部と口縁部の境がややくぼむ。土師器皿7・8は、口縁

部が丸く 立ち上がる。胎土はやや粗い。椀9は、 美濃瀬戸系の天目椀で、外面腰部以下は

露胎である。高台内に朱漆で「廿三日」 と書かれている。 以上の遺物は、すべて溝状遺構

S DOll:l:l土である。椀10は、 美濃瀬戸系の天目椀で、外面腰部以下は露胎である。第3地

点出土である。

11～15は、第5地点出土のものである。椀11は、 美濃瀬戸系の灰粕椀で、中国製の退化

した蓮弁文をもっ青磁椀を模したものである。皿12は、美濃瀬戸系の灰紬皿で、ある。皿13

は、中国製の青花磁器で、口縁端部が外反する。播鉢14は、 丹波産で、内面は一本引きの

揺目をもっ。土師器15は、 台付の肌である。

16～27は、 第6地点出土のものである。土師器皿16～22は、 平坦な底部から口縁部がほ

ぼ直線的に立ち上がるもので、内面の底部と口縁部の境がややくぽむ。これらのうち、

19・22は土坑SK02から、21は土坑SK07から出土した。土師器皿23は、口縁部が丸く立

ち上がり 、胎土はやや粗い。皿24は、中国製の青花磁器で、口縁端部は外反する。皿25は、

美濃瀬戸系の灰紬皿である。椀26は、 美濃瀬戸系の天目椀で、外面腰部以下は露胎である。

香炉27は、 美濃瀬戸系の灰粕で、残存している限りでは内面にも施紬する。 揺鉢28は、瓦

質で、内面に櫛引きの揺目を もっ。

29～35は、第7地点出土のものである。土師器JJI129～32は、平坦な底部から口縁部が直

線的に立ち上がる もので、内面の底部と口縁部の境がややくぼむ。椀33は、中国製の退化

した蓮弁文をもっ青磁椀である。皿34は、中国製の青花磁器で、口縁端部が外反する。35

は、 鰐口の破片と考えられる銅製品で、「梅田杜jの刻銘がある。
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36～44は、第8地点出土である。椀36は、小形の中国製白磁で、見込みは蛇の目状に紬

をはぎとる。皿37は、中国製の白磁で、口縁端部は外反する。土師器皿38～44は、平坦な

底部から口縁部が直線的に立ち上がるもので、内面の底部と口縁部の境がややくぽむ。

4. 小結

今回の調査成果の一つは、これまで想定はされていたもののあまり注目されることの少

なかった城下の状況を、部分的ではあるが確認できたことである。第 1.第6地点は、 一

説に大手口といわれている「天神口」の正面にあたり、八木城の重要な入り口のーっとみ

られる。この地点で検出した屋敷地跡は、そのような位置的なことを考慮すると、八木城

に係わるかなりの有力者の武家屋敷地とも考えられる。また、そこを見下ろす第7地点の

曲輪群は、この口を守る最先端の防御拠点と考えられ、その重要性がさらに実感される。

冒頭に記述したように、八木城跡は、京都府の山城跡、の中でもよく知られている城跡であ

るが、その実態は不明な点が多い。また、城主の内藤氏にしても、その一族がキリスト教

と係わりがあったため、のちのきびしい禁教令のなかで後難を避けるため、故意に記録が

書き換えられたり抹殺されたりしており 、ほと んどが不明である。今回、その八木城の一

部を調査し、その一端にややせまりはしたが、新たに考えなければならない問題点もでで

きているのが実情である。内藤氏の八木城だけでなく、内藤氏以後の八木城についても問

題点は多い。詳細は今後に期したい。

（ヲ｜原茂治）

注l 調査参加者（敬称略）

！明田安男 ・石橋愛子 ・伊豆回目Ill彦 ・今西敬子・宇都宮理子 ・大槻益子・岡本竜之・岡本美和子

・荻野冨紗子・柏尾依子 ・川勝 修・黒田美代子 ・後藤尚規・小槻小福・ 小森雅夫・小森ゆく

子・斉藤澄代・佐々木理 芝 敦 子 ・白井賞広－瀬川良三・谷口明子竹上てる ・竹上美代子

・田中寛治 ・田中佐知子 ・田村末雄 ・土井正文・友井章之 ・長田康平 ・中西 宏・ 中村美鈴 ・

西村香代子 ・橋本稔 ・畑 誠治 ・疋田季美枝 ・広瀬伊太郎・広瀬恵美子 ・広瀬恵子・広瀬彦

一・広瀬弘治 ・広瀬作二・広瀬忠一 ・広瀬辰次・広瀬義夫 ・広瀬八重子・広瀬恭伸 ・広瀬洋子

・広瀬こ と・広瀬美也子・広瀬フジ子・広瀬友次・広瀬伝治・藤崎高志・藤田博明・堀 j原一

－堀 智行 －堀はるの 牧野蛍子 松岡稔春・松下道子・松本末野・松本芳雄 ・三沢繁忠・見

須俊介 －宮崎紗知子－ 村上典子森直樹 －森本大樹 －八木妙子－八木菊枝 山中道代－山本

和之介 ・山田きん子・湯浅義雄 ・古谷美佐子 ・福島 勝・八木やす子 八木知子 ・八木春代 ・

吉原淑子・上西ミサヲ 法貴浩治・酋回笑子・ 片山八重子 ・波部京子 ・吉岡嘉代子 ・福島鈴代

・波部幸子 －八木英子福嶋佳子－ 八木美鈴 －大内清美 －岡本弥生 平野すまえ －藤田喜美子
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－湯浅野郎・ 高木沢也・柳川和也・寺内寿明・青地久志・小松佳彦・ 大窪淳司 －坂本真弓 ・横

山成巴・岡野由美 ・吉田 清・ 木村隆之・岡本明子 ・佐々木直 ・高田真由美－関口隆美

注2 鈴木 茂「八木嶋遺跡、の花粉化石」 株式会社パレオ・ラボ 1992

注3 平成5年度に当該地の調査を行った結果、古墳ではないことが判明した。

（財）京都府埋蔵文化財調査研究センター中間報告資料「沢ノ谷遺跡」 1993

注4 堤圭三郎「坊田5号墳発掘調査概要」（ 『埋蔵文化財発掘調査概報(1979)J 京都府教育委員

会） 1979 

坊田古墳群に向かう道の両側には、庭石に使うため古墳の石室に使用されていたと恩われる石

材が集められている。したがって、本来は 5基ではなく 、おそらく倍近い数からなる古墳群だ

ったと考えられる。

注5 奥村清一郎 ・野島 永「小谷17号墳J（『京都府遺跡調査概報j第51冊 （財）京都府埋蔵文化

財調査研究センター） 1991 

注6 「有熊遺跡第 1. 2次発掘調査概報」（『立命館大学文学部学芸員課程研究報告j第3冊 立

命館大学文学部） 1991 

注7 長谷川 莫ほか「雨流遺跡J（『淡路縦貫道関係埋蔵文化財調査報告書JN 兵庫県教育委員

会 1990

注8 水谷議克 ・石井清司ほか「北金岐遺跡」（『京都府遺跡調査報告書j第5冊 （財）京都府埋蔵

文化財調査研究センター） 1985 

奥村清一郎ほか「千代川遺跡」（『京都府遺跡調査報告書j第10冊 （財）京都府埋蔵文化財調

査研究センター） 1991 

奥村清一郎野島永「鹿谷遺跡発掘調査概要J（『京都府遺跡調査概報j第55冊 （財）京都

府埋蔵文化財調査研究センター） 1993 

注9 木器の名称は「木器集成図録J（奈良国立文化財研究所）に準じた。

注10 1主8 「千代川遺跡Jと同じ。

注目 龍谷大学 岡崎晋明氏にご教示を得た。

注12 奈良国立文化財研究所平城宮跡発掘調査部 「平城京右京八条一条十三 ・十四坪 発掘調査報

告J（『奈良国立文化財研究所学報j第46冊 奈良国立文化財研究所） 1989 

奈良国立文化財研究所飛鳥藤原宮跡発掘調査部「紀寺跡寺域東南部の調査(19871次）J （『飛

鳥 ・藤原宮発掘調査概報J18 奈良国立文化財研究所） 1988 

注目 田代 弘「池尻遺跡」 （『京都府遺跡調査概報j第48冊 （財）京都府埋蔵文化財調査研究セン

ター） 1991 

注14 金属塊の分析は奈良県立橿原考古学研究所の今津節生氏による。

注目 獣骨の鑑定は調査参加者としてお世話になった、瀬）｜｜良三氏（瀬JI！動物病院）にお願いした。

注16 出原恵三 「祭i杷発展の諸段階一古墳時代における水辺の祭ii~ 」（『考古学研究J144 第36巻

第4号考古学研究会） 1990 

出原氏のいう W類とは、「一定の空間から須恵器 ・ 土師器の査・~ · 杯・ 高杯等が密集して数

-115-



京都府遺跡調査概報第56int

多く出土する形態である。手控土器や石製模造品等の祭杷遺物を伴う場合もあるが、その量は

少ない。…」状況をいう。

注17 辻本和美ほか「石本遺跡J（『京都府遺跡調査報告書j第8冊 （財）京都府埋蔵文化財調査研

ヲEセンター） 1987 

注18 高橋誠一氏の御教示による。

注19 鵜島三寄「国道9号バイパス関係遺跡平成2年度発掘調査概要」（ 『京都府遺跡調査概報j第

461冊 （財）京都府埋蔵文化財調査研究センター） 1991 

参考文献

堤圭三郎「坊回5号墳発掘調査概要」（ r埋蔵文化財発掘調査概報(1979)J 京都府教育委員

会） 1979 

「古道」第2巻第 l号京都学医｜大学：考古学研究会 1978 

追記 今年度調査がなされた、八木町本郷地区に所在する八木城跡の第3地区下層より須恵器の窯

跡がli基確認された。 この黛跡で焼成された須恵器の時期は、 田辺編年のTK43及び209段階

併行である。これは八木嶋遺跡、で多量に出土した須恵器の時期と一致する。立地的にも八木嶋

遺跡、と山を挟んだ南東側にあり、比較的至近距離である。このため、この黛で焼成された製品

が、 当遺跡に供給された可能性が考えられる。詳細については今後の検討課題である。
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3.京都南道路関係遺跡平成4年度発掘調査概要

はじめに

京都南道路関係遺跡の発掘調査は、一般国道 l号バイパスの建設に伴い、建設省近畿地

方建設局の依頼を受けて、当調査研究センターが実施したものである。国道 l号バイパス

は、京都盆地と大阪平野にかけて淀川沿いに広がる京阪地域を通り、京都都市圏（京都市

伏見区）と大阪都市圏（門真市）を結ぶ総延長約30kmの幹線道路で、ある。また、路線帯内に

は、京都側の京滋バイパスと大阪側の近畿自動車道を結ぶ第二京阪道路も同時に建設され、

京阪間の広域幹線ネットワークが形成されることになる。京都府域約8.8km問（京都南道

路）のうち、八幡市の木津川左岸から綴喜郡田辺町の府境までの約5.5km問の路線帯内で、の

発掘調査を昭和63年度から行っており、その成果はこれまでに当調査研究センターが刊行

している『京都府遺跡調査概報jで随時報告してして送。

今年度に発掘調査を実施したのは、内里八丁遺跡B地区（継続調査）・荒坂遺跡・新田遺

跡の3か所である。内里八丁遺跡は、八幡市内里小字八丁・日向堂に所在する。内里八丁

遺跡の調査は、昭和63年度の試掘調査に始まり 、遺構の検出をみた遺跡の南部地区（A地

区）で平成元年度から本格的な調査を開始している。

内里八丁遺跡は、木津川左岸沖積地に存在する埋没自然堤防上に営まれた、弥生時代後

期～鎌倉時代の複合遺跡であることが、これまでの調査成果によって明らかとなった。今

年度の調査は、試掘調査段階で多量の出土遺物をみたB地区の調査であり、多くの遺構 ・

遺物の検出が予想された。内里八丁遺跡の調査は、平成4年4月23日から同年12月18日の

期間で、 B地区約2,500m＇を対象として実施した。

荒坂遺跡は、男山丘陵の南に連なる美濃山丘陵上に位置し、八幡市美濃山小字荒坂・御

毛通に所在する。過去の分布調査によって土器片が採集されたことから、尾根頂部の約

1, OOOm＇が遺跡として周知されていた。荒坂遺跡、の調査は、平成4年10月12日から平成5

年2月25日まで実施した。調査は、遺跡範囲を当初から面的に掘削したが、予想外に遺構

の検出をみたことから、最終調査面積は2,700凶？となった。

新田遺跡は、八幡市内里と綴喜郡田辺町松井にまたがる木津川左岸沖積地及び大谷川扇

状地に立地している。新田遺跡の調査は、過去に八幡市域においてほ場整備事業に伴う調

査が行われたほお＼京都南道路関連でも平成元年度に八幡市域で試掘調査を実施している。
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今回の調査地は、田辺町域が対象となり、遺構 ・遺物の分布状況確認のため試掘調査（約

3, 500m＇）を実施した。試掘調査の結果、 一部試掘トレンチから遺構 ・遺物の検出をみたこ

とから、関係機関と協議を行い、 3か所で拡張調査を実施した。新田遺跡の調査は、平成

4年11月4日から平成 5年2月25日まで行い、最終調査面積は4,600m＇となった。

調査は、調査第2課調査第3係長小山雅人、同調査員森正哲次 ・竹原一彦 ・伊賀高弘・

筒井崇史が担当し、多くの調査補助員 ・整理員の協力を樽長。調査に際しては、八幡市教

育委員会・田辺町教育委員会・京都府教育委員会・京都府山城教育局などの諸機関から多

大な協力をいただいた。

なお、調査にかかる経費は、建設省近畿地方建設局が負担した。本概要は、各遺跡の担

当者のほか、花園大学卒業生平松久和が執筆し、文末に名を記した。

（竹原一彦）

位置と環境

今年度に調査を実施した八幡市と綴喜郡田辺町は、京都府南部を北流する木津川の西岸

に位置する。また、八幡市の北側では京都盆地を形成する木津川・ 宇治川 ・桂川の主要三

河川が合流して淀川となる。八幡・田辺地域は、地形的には西側の甘南備丘陵・男山丘陵

からなる丘陵部と、東側の木津川によって形成された沖積平野部に分けられる。

この地域は、かつて京都盆地中央に存在した巨椋池と主要三河川で形成される水上交通

網や、木津川西岸を南北に縦走する古山陰道などの陸上交通路の存在から、大和と近江 ・

丹波・摂津などの諸地域を結ぶ役割を担ってきたと考えられる。このように調査地周辺は、

古代から交通の要衝として重視されてきたと考えられる。

次に、調査地周辺の歴史的環境について概観していくことにする。

旧石器・縄文時代の遺跡は少なく、八幡市荒坂遺跡でナイフ形石器が採集されているほ

か、隣接地の大阪府枚方市楠葉東遺跡で有舌尖頭器・ナイフ形石器が出土している。また、

八幡市金右衛門垣内遺跡では縄文時代後期の石錘が報告されている。

弥生時代前期の遺跡は八幡市域では知られていないが、回辺町域では近年、宮ノ下遺跡

が発見された。中期になると、主な遺跡として八幡市金右衛門垣内遺跡・井の元遺跡、田

辺町狼谷遺跡などがある。井の元遺跡では聾棺墓が確認されている。後期になると遺跡数

が増加する。平野部においては、八幡市木津川河床遺跡で竪穴式住居跡などが、また、同

内里八丁遺跡で水田跡や方形周溝墓などが検出されている。一方、正陵部では、八幡市幣

原遺跡・中ノ山遺跡 ・南山遺跡などで竪穴式住居跡が検出されている。これらは、いわゆ
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第86図調査地周辺遺跡分布図

1.上津屋遺跡 2.内里八丁遺跡 3.新田遺跡 4.女谷横穴群 5荒坂横穴群

6.荒坂遺跡 7.口仲谷古墳群 8.松井古墳状隆起 9.木津川河床遺跡 10.川口扇遺跡

11.川口環濠集落 12.下奈良遺跡 13.今里遺跡 14.出垣内遺跡 15.上奈良北遺跡

16.奥戸津遺跡 17.舞台遺跡 18.戸津遺跡 19.上奈良遺跡 20.内里五丁遺跡

21.ーノ坪遺跡 22.西岩田遺跡 23.魚田遺跡 24.散布地 25.東林遺跡

26.石不動古墳 27.式部谷遺跡 28.茶臼山古墳 29.西車塚古墳 30.東車塚古墳

31.志水廃寺 32.金右衛門垣内遺跡 33.狐谷遺跡、 34.狐谷横穴群

35.美濃山横穴群 36.美濃山廃寺下層遺跡 37.美濃山廃寺 38.大住車塚古墳

39.大住南塚古墳 40.堀切横穴群 41.ヒル塚古墳
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る高地性集落と呼ばれるものである。また、八幡市式部谷遺跡では銅鐸が発見されている。

田辺町でも、 20棟以上の竪穴式住居跡が検出された高地性集落である天神山遺跡をはじめ、

狼谷遺跡 ・興戸遺跡などの散布地が知られている。

古墳時代になると、八幡 ・田辺地域では、 E陵上やその縁辺部に相次いで古墳が築造さ

れる。特に前期後半には、八幡市石不動古墳 ・茶臼山古墳 ・西車塚古墳・東車塚古墳、田

辺町大住車塚古墳・大住南塚古墳の 6基の前方後円（方）墳が相次いで築造される。中でも

茶臼山古墳は、九州、｜の阿蘇石で作られた船形石棺を持ち注目される。これらの古墳の造営

母体となるべき集落については、充分に明らかにされていないが、平野部に所在する八幡

市木津川河床遺跡・内里八丁遺跡、田辺町大切遺跡・興戸遺跡、などで、古墳時代前期の遺

構・遺物が検出されており、その様相が明らかになりつつある。

中期になると、前方後円（方）墳は築造されなくなり、大型の古墳としては、円墳である

八幡市美濃山王塚古墳が営まれる程度である。中期の集落遺跡としては、八幡市新田遺跡

で竪穴式住居跡 1棟が確認されているにすぎない。後期になると、この地域では大型の古

墳は築造されなくなり、横穴を主体とする墳墓が造営される。これらは、八幡市南部から

田辺町北部にかけて集中し、八幡市域では狐谷横穴群 ・美濃山横穴群・女谷横穴群・荒坂

横穴群が、田辺町域では松井横穴群が知られる。これらは、美濃山・大住地域周辺に移住

させられた畿内隼人の居住圏に一致し、横穴群と隼人との関連が考えられている。

飛鳥・奈良時代になると、仏教伝来による寺院建立が盛んとなり、八幡市西山廃寺・美

濃山廃寺・志水廃寺、田辺町興戸廃寺などが確認されている。また、四天王寺創建時の瓦

を焼いた八幡市平野山瓦窯跡をはじめ、志水窯跡や田辺町松井窯跡なども知られる。しか

し、この時期の集落遺跡については不明な点が多く、わずかに八幡市内里八丁遺跡でこの

時期の掘立柱建物跡などが検出されているにすぎない。

平安時代以降には、石清水八幡宮が創建され（860年）、以後平安 ・中世を通じて、多数

の荘園を所有する第一級の神社としての地位を確立した。またこのころ、平野部では 「条

里地割」の整備が進み、今日でも水田の畦畔や小字名にその痕跡をみることができる。

以上、調査地周辺地域の環境について略述してきたが、これまでの調査の多くは丘陵周

辺に限られ、平野部での調査は、近年ようやく増えてきた。特に、古墳を築造した集団や

その生産基盤に関する問題、古代における交通の要衝としての八幡・田辺地域の位置づけ

などを明らかにするに当たって、今後の平野部での調査に期待される。

（平松久和）
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(1）間1£0;¥cT遺 跡

1. はじめに

内里八丁遺跡の調査は、昭和63年度に行われた試掘調査をもって第 l次調査とする。第

l次調査では、調査地全般にわたって砂質土層・シルト層・粗砂層の堆積を確認しており、

木津川の旧河道に相当する。出土遺物は中 ・近世のものに限られ、 量も少ない。

平成元年度は、当初、前年度調査地の北側隣接地の試掘調査から開始し、南半部で前年

度同様、砂質土層 ・シルト層・粗砂層の堆積を確認した。しかし、調査地の東隣りを北流

する防賀川がその流れを北西に転じる調査地北半部で遺構 ・遺物が検出されたため、面的

な本調査に切り替えることと

なった。本調査にあたっては

調査対象地を農道と防賀川に

よってA ・B・Cの3地区に

分け、南部のA地区から調査

を開始した。 A地区の調査は

平成3年度まで行い、最終的

に4遺構面を確認した（第2

～ 4次調査）。その概略は以

下のとおりである。

第l遺構面では、掘立柱建

物跡 5棟・竪穴式住居跡 l

基・ 井戸 l基などを検出し、

飛鳥時代後半から奈良時代に

属する須恵器 ・土師器が多数

出土した。第 2遺構面では、

古墳時代初頭の方形周溝墓l

基、古墳時代前期の溝跡など

を検出し、一括性の高い布留

式土器群などが出土した。ま

た包含層中から鶏形土製品が 第87図調査区配置図
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出土した。第3・4遺構面では、それぞれ68枚と20枚の小区画水田跡を検出した。両水田

跡を覆っていた洪水砂中から畿内第V様式に属する土器が出土しており、前者は後期末、

後者は後期後半に位置づけられる。両水田とも大規模な洪水にみまわれた結果、水田が放

棄されたと考えられる。なお、水田の形成時期は中期までさかのぼらないと考えられる。

A地区の調査終了後、 B地区の調査を開始した。B地区は、 A地区の北側、条里に伴う

と思われる農道を挟んで位置する。平成元年度試掘調査で遺物が集中して出土したことか

ら、遺跡の中心部に位置すると判断した。平成3年度は、第1遺構面で近世の溝跡3条と

中世の掘立柱建物跡 l棟を検出した。出土遺物には瓦器椀・土師皿・陶磁器などがある （第

4次調査）。平成4年度は、内里八丁遺跡の第5次調査に当たり 、B地区の継続調査である。

2.調査の概要

A.第 1遺構面（平安時代・中世）

第l遺構面は、地表下約30cmで、検出した。昨年度に、近世の溝跡（S D41、SD42、S

D43）と中世の掘立柱建物跡（SB06）を検出しているが、今年度、新たに掘立柱建物跡4

棟、井戸跡4基などを検出した。遺物としては黒色土器・瓦器椀・土師皿などが出土して

おり、特に井戸跡から良好な資料が出土している。

①検出遺構

掘立柱建物跡S807 調査区東半部で検出した東西棟と推定される建物跡である。南

北2問（約4.2m）・東西 l間（約2.5m）を検出したが、建物跡の東半部は調査区外にのびる。

柱穴掘形は、 一辺が40～60cmの方形に近い平面形である。柱痕は、南側柱列で確認した。

柱問寸法は、南北約2.lm ・東西約2.5mを測る。柱穴内から黒色土器椀片や土師皿片など

が出土している。建物跡の方位はN2°Wを測る。

掘立柱建物跡SB 08 SB 07の南側で検出した南北 l間（約2.6m）・東西2間（約4.6

m）の建物跡であるが、柱穴の配置から少なくとも 2間四方の総柱の建物跡と推定される。

柱穴掘形は、 一辺40～50cmの方形に近い平面形で、深さは約15cmを測る。柱痕は、検出し

た6個のうち 4個の柱穴で確認した。柱間寸法は、南北約2.6m・東西約2.3mを視ljる。遺

物は、各柱穴から少量出土している。建物跡の方位はN1 °Wを視ljる。

掘立柱建物跡SB 12 S B07の北西側に隣接して検出した東西棟と推定される建物跡

である。建物跡の西半部を近世溝SD43によ って削平されているので、南北2問（約4.5

m）・東西 l問（2.lm）分を検出したのみである。柱穴掘形は、一辺40～50cmの方形に近い

平面形で、深さは45cm前後を測る。柱痕は、北側柱列で2個検出した。柱間寸法は、南北

約2.2m・東西約2.lmを測る。遺物は、須恵器片や土師器片などが出土している。建物跡

っ“つU’EA
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の方位はN4 ° Eを測る。

掘立柱建物跡SB 13 S B08の西側で検出した 3間四方と推定される総柱の建物跡で

ある。SB 12同様、建物跡の西半部を近世溝SD43によって削平されており、南北3間

（約5.lm）・東西l間（約2.2m）分を検出したにとどまる。柱穴掘形は、 一辺80cm前後の方
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形に近い平面形で、深さは約35cmを測る。柱痕は直径20cm前後で、溝SD43に削平されて

いた2個を除く 6個の柱穴で確認した。柱問寸法は、南北約1.7m、東西約1.9ないし2.1 

mを測る。建物跡の方位はN10° Eである。

井戸SE 03 調査区北東部で検出した直径約2.8mのほぼ円形を呈する素掘りの井戸跡

である。遺物は、瓦器椀 ・墨書土器 ・土師皿などが出土している。土師皿は、見込み中央

に穿孔するものがみられる。遺物の出土状況から数回にわたって投棄された後、一度に埋

められたと考えられ、井戸を放棄する際の祭杷との関わりが注目される。また、井戸内か

らは布留式併行期の高杯などが出土しており、井戸の掘削時に古墳時代前期の包含層を切
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り込んでいると考えられる。

井戸SE04 調査区南東部で検出した木枠組みの井戸跡である。井戸の掘形は、方形

で一辺約3.2m・深さ約2.6mを測る。井戸枠の遺存状態は非常によく、その構造を詳しく

知ることができる。井戸枠は方形に組まれ、各面がほぼ東西南北を指向するように配置さ

れている。井戸枠は、四隅に一辺16cmないし2lcmの角柱、または対辺約20cmの八角柱を立

て、各面は厚さlOcm前後の板材を使用している。各面の板材は縦位置に組まれ、各々に上

下2か所の横桟が設けられている。基底部には胴木がみられないが、各部材の下端レベル

はほぼ一定である。各面とも板材は約2.0m残存しており、北面と東面には幅約l.Omの板

材を使用している。また、南面は幅約0.3mの板材3枚を、西面は幅約0.15mの板材6枚

をそれぞれ使用している。このように、井戸の枠材として八角柱や幅約1.Omの一枚板が

使用されていることから、これらの部材が、建物の建築部材から転用されたものと考える。

井戸の底には、径数cmの小礁を敷きつめ、中央に径50cm前後の曲物を据えている。

遺物は、井戸枠内から黒色土器椀・緑粕皿 ・横櫛などが、また掘形から土馬・ 墨書土器

などが出土している。

井戸SE 05 調査区北半部中央付近で検出した直径約l.4mの不整形な円形を呈する素

掘りの井戸である。すでに試掘トレンチによって上半部を削平されている。瓦器椀片など

が出土している。

井戸SE 06 S E05の東、やや北よりに位置する一辺約1.7ないし1.9mのややいびつ

な方形を呈する素掘りの井戸である。近世溝SD43の最下層の堆積土を除去後に確認した。

S E05同様、瓦器椀片などが出土している。

溝SD45 SB 12の北側に位置 し、調査区東端で北に折れる「LJ字形の溝である。

全長約8.0m－幅30～40cm・深さ10～20cmを測る。土師器片などが少量出土する。SB 12 

と方位をそろえてお り、これに伴う区画講と考える。

②出土遺物

SE  03出土遺物（第91図） 遺物は、いずれも井戸本体から出土している。 l～ 3は、

瓦器椀である。口径14.8～15.7cm・器高5.3～5.6cmを測る。外面には内型成形時のユビオ

サエの痕跡が明瞭に残る。内面には細かなミガキを施し、見込みには連結輪状暗文がみら

れる。 4は、瓦器血である。口径9.6cm ・器高2.0cmを測り、見込みには平行線暗文を施し

ている。5～17は、土師血である。口径の違いから小皿（5～12）と、大皿(13～17）の2種

に分けられる。小皿は、口径8.2～9.5cm・器高l.6cm前後を測り、多数出土した。その一

部には見込み中央に焼成後、穿孔を行っている。底部は未調整、口縁はヨコナデで仕上げ

る。大皿は口径14.0～14.Scm・器高2.3～2.5cmを測り、小皿同様、焼成後に穿孔するもの
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第91図 S E03出土造物実測図

訴訟

がみられる。また、焼成前に釘のようなもので穿孔したと思われるものもある（14）。18は、

底部外面に 「備」と墨書された山茶椀である。底部外面には明瞭な糸切り痕跡が残り、高

台を張り付ける。これらの遺物は12世紀後半ごろに位置づけられる。

S E04出土遺物（第92図） l～4は、 黒色土器椀である。口径13.2～17.Ocm －器高4.4

～5.4cmを測る。 l～3は、断面三角形を呈する小さな張り付け高台を有する。3は、外

面をユビオサエの後ケズリ調整を施す。また、見込み部分と底部外面にそれぞれ「十j字

形を 2つ組み合わせたヘラ記号を持つ。4は、「ハ」字形に開くしっかりした高台を持つ。

5～ 7は、土師皿である。口径13.0～14.Ocm ・器高2.2cm前後を測る。比較的薄手で造り

もていねいで、ある。 5. 7は、 口縁端部をややつまみ上げる。 8～10は、緑紬陶器である。

8は、口径14.0cm・底径6.2cm －器高3.5cmを測る皿である。見込み部分に蛇の目紬はぎ痕
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がある。9は、底径7.0cm・残存高3.8cmを測り、 8・10に比べやや深めで椀状を呈する。

また、底部は中央がややくぼむ平底である。10は、底径6.6cm・残存高l.5cmを測る。8同

様、 皿と考えられる。11・12は、 灰紬陶器である。llは、耳の一部と頚部よりも上を失う

二耳査で、体部最大径15.5cm・残存高13.0cmを測る。体部外面下半をケズリで、また中位よ

りも上半をナデで仕上げた後、施紬する。12は、底径5.0cm・残存高7.3cmを測る査である。

体部外面上半部のみ施粕する。13は、焼き上がりがやや甘い須恵器杯身で、底部外面に墨

書する。底径9.8cm・残存高2.5cmを浪ljる。外面の墨書を判読するのは困難である。14は、

残存長6.4cm ・残存高4.7cmを視ljる土馬で、頭部・脚・尻尾の各部を失っている。以上の遺物

のうち、l～12は井戸本体から出土し、 13・14は掘形内からの出土である。

15・16は、井戸の底から出土した横櫛である。15は、肩部が角張るもので、幅13.lcm・

高さ4.0cmを測る。ほほ完存する。16は、肩部にやや丸みを持つもので、残存幅10.5cm ・ 

高さ4.0cmを測る。また、図示した以外にも 3点の出土を確認している。なお、樹種につ

いては未同定である。以上の出土遺物は、 10世紀中ごろに位置づけられる。
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B.第2遺構面（飛鳥 ・奈良時代）

第2遺構面は、第 l遺構面下約20cmにあり、掘立柱建物跡4棟、溝跡、土器i留まりなど

を検出した。溝跡や土器1留まりからは飛鳥時代後半を中心とする須恵器・ 土師器が多数出

土し、良好な資料を得ることができた。
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①検出遺構

掘立柱建物跡S810 調査区西半部で検出した東西棟の建物跡で、今回の調査で唯一、

全体の規模を知ることができた。建物跡の規模は、南北 2問（約4.7m）・東西 5問（約8.6

m）を測る。柱穴掘形は、方形または長方形に近い平面形で、一辺約0.8～1.2m ・深さ約

45～50cmを測る。建物跡の西半部は、近世溝SD42によって削平されており、柱穴を講底

でかろうじて検出した。柱痕は、直径30cm前後を測るが、良好な状態で確認できたのは、

近世溝SD42に削平されていない東側の 4個だけである。柱間寸法は、南北柱列で約2.2

mを測るが、東西柱列はかなり不ぞろいで、約1.4～2.0mを測る。柱穴内から、土器片が

出土している。建物跡の方位はN2°Wである。

掘立柱建物跡S811 S BlOの北側約6.5mで検出した建物跡である。南北2間（約4.2

m）・東西2間（約4.2m）を測る。柱穴掘形は、 一辺約0.8～ 1.3mの方形または長方形に近

い平面形で、深さは約35cmを測る。柱痕は、検出したすべての柱穴で確認した。柱間寸法

は、南北1.7ないし2.5m、東西2.1ないし2.5mを測る。建物跡の方位はN3 ° Eを測る。

掘立柱建物跡S814 南側の柱列がSB 10の北側柱列と重複して検出された東西棟の

建物跡である。南北2間（約4.2m）・東西4間（約6.5m）を検出したが、建物跡の東半部は

試掘トレンチによって失われている。柱穴掘形は、方形で一辺l.Omを測る。柱痕は、S

D42に削平されている西側柱列を除き確認した。柱間寸法は南北約4.5m・東西約8.8mで、

比較的そろっている。建物跡の方位はN2。Wを測る。なお、柱穴の切り合い関係から S

B 10よりも新しい。

掘立柱建物跡S815 S Bl lの北側約3.3mで検出した建物跡である。建物跡の大半が

調査区外にあるため、全体の規模を知ることはできないが、南北4間（約6.8m）・東西 l

間（約1.9m）を検出した。柱穴掘形は、 一辺l.Om前後を測る方形に近い平面形で、深さは

約40cmを測る。柱痕は、東側柱列で検出された 5個の柱穴のうち、北端の I個を除く 4個

で確認した。直径は30cm前後を測る。柱問寸法はほぼそろっており、 1.7m前後で、ある。

建物跡の主軸はほぼ南北であり、 SB 10や SD53の主軸に近い。遺物は、各柱穴から比較

的多く出土した。

溝S053 調査区のほほ中央にある南北溝である。近世溝SD41、SD43及び試掘ト

レンチによ って削平されているが、北端を確認した。また、 SD53の延長はA地区で検出

されていないため、同時期と考えられる東西溝SDl6と直交する可能性が高し、。したがっ

て、 SD53は全長60m前後と推定される。また、幅3.0m以上・深さ0.5mを測る。溝底の

最下層には炭層の堆積が認められ、少なからず遺物を含んでいる。

溝の各層からは、飛鳥時代後半頃の須恵器杯身・杯蓋、土師器杯などが多量に出土した。
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溝の方位はN1 ° Eを柳川、 SB 10やSB 15の主軸に近い。

土器溜まり Sx 01 調査区中央やや北寄りで検出した深さ30cm前後を測る不整形な落

ち込みである。落ち込み内からは、遺物とともに多量の焼土が出土している。火災の後始

末をした土坑である可能性がある。出土遺物には、須恵器杯身・ 短頚査などがある。なお、

検出状況から SD53よりも新しい。

土器溜まり SX 02 SB 1 lとSB 15の間で検出 した土器i留まりである。明確な掘形を

持たないが、南北約4.0m－東西約2.8mの範囲に土器が集中してみられた。須恵器 ・土師

器が出土しているが、 小片が多い。SX02直上の包含層より、金属製品（托？ ）を模倣した

と思われる須恵器が出土している。

②出土遺物

溝跡や土器溜まりから多数の遺物が出土しており、今回はその一部を図示した。

溝SD53出土遺物（第95図） l～15は須恵器、16～19は土師器である。l～ 3・13は、

杯葦である。2・12は、内面にかえりを持つ。1も内面にかえりを持つ杯蓋と考えられる。

これらは口径16cmを測る。3は、かえりを持たない杯蓋で、口径18.Ocm ・器高3.9cmを測

る。12は、 上外面に「×」 印のへラ記号が線刻されている。4～11は、杯身である。4・

9は、高台を持つ杯身で、 4は口径17.8cm ・器高3.2cmを測る。9は、口径14.4cm ・器高

4.3cmを測る。口縁端部がわずかに外反する。5・6は、ほぼ同形同大の杯身で、口径9.0

～9.6cm・器高3.3cm前後を測る。口縁端部が直立するもの（ 5）と、やや内湾するもの（6 ) 

がある。7. 8は、底部に高台を持たないもので、ともに口縁部が直線的にひらく 。8は、

口径10.6cm ・器高3.4cmを測り 、口縁端部が外反する。13は、 平瓶の体部である。体部最

大径16.8cm・残存高9.3cmを測る。内外面ともナデ調整を施す。14は、 査の口縁部である。

外反した後、稜をつくり 、口縁端部をほぼ真上につまみ上げる。口径10.6cm ・残存高

4. lcmを測る。16は、高杯の脚部である。底径9.9cm ・残存高3.9cmを測る。

16～18は、ゆるやかに「くjの字に外反する聾である。口径13.6～17.2cm ・残存高6.2

～7.6cmを測る。体部外面は、いずれも縦方向のハケ調整を施すが、内面はケズリ調整を

施すもの(16・17）と、 ナデ調整を施すもの(18）とがある。また、口縁端部を丸く終わるも

の(16）と、面をもつもの(17・18）がある。19は、把手付きの鍋である。外面に縦方向の、

また内面に横方向のハケ調整を施す。口径29.6cm ・残存高13.2cmを測る。 把手を含めた最

大径は31.Ocmで、ある。

土器溜ま りSx 01出土遺物（第96図l～ 9) 図示した遺物は、いずれも須恵器である。

l～4は、杯身である。1は、 平坦な底部と斜め上方に直線的にのびる口縁部を持つ。口

径9.6cm ・器高3.5cmを視ljる。2～4は、へラキリ未調整の底部に、内湾気味の体部を持つ。
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口縁部は外反するもの （2 ）と、ほほ真上にのびるもの （3・4）がある。 4は、口径

10. Scm ・器高3.5cmを測る。 5～ 7は皿である。 5は、直線的にのびる口縁部と高台を持

つ。口径18.0cm・器高4.0cmを測る。6・7は、底部外面にケズリを施し、口縁端部が内

傾する血である。口径は、ほほ同じで20.0cmを測るが、 7は、 6に比べて深く、むしろ椀

状を呈する。8・9は、ほぼ同形同大の短頚査である。口径8.0cm・器高4.0cmを測る。

土器溜まり SX02出土遺物（第96図10～ 12) 図示した遺物はいずれも土師器である。

10・11は、平坦な底部と斜め上方にひらく口縁部をもっ杯である。両者とも内面に放射状

a
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の暗文を施す。11は、口径17.8cm ・器高3.6cmを測る。12は、口縁部が強く外反する広口

の聾である。体部内外面ともハケを施す。口径24.2cm ・残存高6.4cmを測る。

包含層出土遺物（第97図） 1・2は、 金属器を模倣したと思われる須恵器である。 lは

口径7.9cm ・器高3.15cmを測り、 2は、口径9.15cm ・器高3.15cmを測る。両者とも受け口

状の口縁や高台を持つ。 2は受け部の上下面ともラセン状の暗文を施す。出土状況から、

lを2の上に載せた状態で使用していたと考えられる。1. 2は、形態的には柄付きの香

炉などに類似するが、ここでは托の一変種としておく 。

3～ 6は、須恵器杯蓋である。3・4は、ほぼ同大（口径10.0cm）で、内面にかえりを有

する。5は、口径16.0cm・器高2.2cmを測り、 3・4よりも偏平な宝珠形つまみをもっ。内面

のかえりはすでに消失し、口縁部が屈曲する。6は、輪状のつまみを持ち、金属器を模倣

したものと考えられる。口径19.6cm・器高2.7cmを浪ljる。7～ 9は、 須恵器杯身である。

7・8は、へラキリ未調整の底部と斜め上方にのびる口縁部を持つ。 8は、口径11.Ocm・

器高3.6cmを測る。9は、口径9.8cm ・器高4.2cmを測り 、高台を有する。口縁端部がわず

かに外反する直線的な口縁部を持つ。 10は、体部最大径14.lcm ・残存高10.6cmを測る須恵

器長頚査の体部である。体部中位に列点文を施し、高台との接合部には焼成前に穿孔を3

か所行う 。llは、円面硯の脚部である。底径25.0cm・残存高4.2cmを測る。 12は、 口径

15.4cm・器高14.6cmを測る土師器聾である。口縁部はゆるやかに外反し、端部に面を持つ。

c.第3遺構面（古墳時代初頭、古墳時代後期）

第3遺構面は、 第2遺構面下25cmのところにあるが、明確な遺構として認識できるもの

は少ない。しかし、古墳時代初頭から前期にかけての遺物は、包含層出土遺物も含め、調

査地のほぼ全域から出土している。また、近世溝SD41の溝底で検出した焼土坑は、古墳

時代後期の篭と考えられ、内里八丁遺跡では当該期の遺構は初めてである。

①検出遺構

焼土坑SX03 近世溝SD41の溝底で検出した。長さ0.9m・幅0.7mで、焼土を「U」

字形に検出しており、竪穴式住居跡に伴う篭と考えられる。ただし、住居跡本体について

は、すでに近世溝SD41によ って削平されたらしく、検出することはできなかった。竃内

からは、須恵器聾片や土師器査などが出土した。また、 SD41の最下層から、MTl5型式

に属する と思われる須恵器杯身が出土しており、 SX03の時期も このころと思われる。

土器溜まり SX04 調査区西北部で検出したV様式系の土器群を主体とする土器溜ま

りである。南北約4.0m・東西約3.2mの範囲に土器が集中していたが、遺構として明確な

掘形は持たない。出土遺物は細片化しており 、全体の形状のわかるものは少ない。また、
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器種の組成としても、高杯や器台などはわずかで、大半はV様式系の聾である。なお、生

駒西麓産と思われる暗茶褐色を呈する聾が含まれる。

土器溜まり SX05 井戸跡SE04に使用されていた井戸枠の部材を取り上げるために、

S E04の南側を掘り下げたところ、多数の土器が出土した。掘り下げ部分を中心に精査を
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S X05からは、聾 ・査 ・器台など試みたが、明確な掘形を確認することはできなかった。

が比較的まとま った状態で出土している。上述のSX04に比べ完形品が多く、丹後・丹波

系の土器も含まれるため、その性格については今後検討していきたい。

②出土遺物

出土した遺物は、いずれも庄内式を中心とする時期のものであるが、多数にのぼるため、

今回はその一部を図示するにとどめた。

図示した土器はいずれも V様式系の聾で、出土土器溜まり SX04出土遺物（第99図）

遺物の大半を占める。このほか高杯や器台が少量出土している。

わ口縁端部では丸く終わらせるもの（3・7）と、図示した聾の特徴を列挙していくと、

口縁部はするずかにつまみ上げ外商に面をつくるもの(1・2・4～ 6）とがある。また、

ゆるやかに外反するもの（ 7 ）とがある。どく「く」の字に屈曲するもの(1・6～ 8）と、

ケいずれの聾も体部外面にタタキ調整が施されている。また、内面にはナデ調整を施し、

7は、 肩口縁部外面下半にもタタキ目がみられる。3は、ズリ調整を加えるものはない。

部があまり張らず、体部最大形が中位もしくはそれよりも下にくる、いわゆる下ぶくれの
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聾と考えられる。類似品は北鳥池下層などにみられ、庄内聾の影響下に成立した聾とされ

る。8は、 SX04出土遺物のうち全体の形状がわかる数少ない土器である。口径14.5cm ・ 

器高14.Scmを測り、口縁部の形状をやや異にするほかは、第101図7の聾に類似する。

土器溜まり SX05出土遺物（第100図） lは、球形上の体部に外反する口縁をもっ直口

査である。体部下半を失うが、口径11. 85cm・体部最大径24.9cm ・残存高18.9cmを測る。

内外面ともミガキ調整を施す。2. 3は、小型の査と思われ、ほぼ同形同大である。2は、

頚部から体部中位まで残存じ、体部最大径11.4cm・残存高7.4cmを測る。3は、体部中位か
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ら底部までが残存する。底部は底径5.lcmの平底で、中央がややくぼむ。4・5は、ほほ同

形の器台である。外上方にのびる体部から稜をなしてさらに外反ぎみに開く受け部を持つ。

4は、受け部径19.2cm・残存高9.5cmを測る。5は、受け部径12.8cm・残存高3.8cmを測る。

類例は中丹地域にみられ、口縁部外面に擬凹線を施すものが多し、。6は、やや外反ぎみに

「ハ」字形に開く高杯の脚部で、底径13.4cm ・残存高7.35cmを測る。脚部内面にシボリ痕

がみられる。

7～ 9は、聾である。7は、口径18.0cm・残存高11.5cmを測る。口縁部はゆるやかに外

反し、体部内面には粘土紐の接合痕がみられる。8・9は、口縁部が受け口状の複合口縁

をなす。8は、口径17.7cm・器高24.5cmを測り、倒卵形を呈する。体部外面はナデで仕上

げる。9は、口径17.Ocm ・残存高13.7cmを測る。体部外面にはタタキ調整、内面にはケズ

リ調整を施す。8・9とも丹後 ・丹波系の聾であるが、口縁部外面に擬回線を施さない。

10は、口径15.4cm・器高9.6cmを測る鉢である。内外面ともナデで仕上げる。 11は、底径

11. 6cm ・残存高6.2cmを測り、台付鉢の脚部と思われる。

S X05出土の遺物は、丹後 ・丹波系の土器を多く含む点で注目される。

包含層出土遺物（第101図） 1 . 2は、小型丸底土器である。 lは、 口径9.0cm・器高

5.9cmを測る。体部内面にケスリ 、口縁部内面にハケ調整を施す。また、外面にはていね

いなミガキ調整を施し、非常に精選された胎土を持つ。2は、 lに比べやや大きく 、口径

11. 7cm ・器高7.85cmを測る。内外面ともていねいな横方向のミガキ調整を施す。 l同様、

精選された胎土を持つ。両個体とも完形品である。なお、 2は、 SD42の最下層より出土

している。3は、 二重口縁壷の口縁部分である。口径19.Ocm ・残存高6.7cmを測り、外面

に波状文や円形浮文を施した、いわゆる装飾査である。4・5は、高杯の杯部である。4

は、口縁部が外反気味に大きく聞き、外面にミガキ調整を施す。口径28.8cm ・残存高

5.3cmを測る。5は、 4ほど口縁部が聞かない。口径28.0cm・残存高7.3cmを測る。口縁端

部に面をもっ。4. 5とも杯部の屈曲点に明瞭な稜を持つ。6は、高杯脚部である。底径

16.0cm・残存高11.7cmを測る。脚部は屈曲せず、杯部からそのまま 「ハ」字形に大きく開

く。外面には細かなミガキ調整を施す。内面はナデ調整を施す。また、上下2段、 3方向

に穿孔する。同様の個体がもう l点出土している。

7～13は、聾である。7は、いわゆる V様式系聾で、口径13.2cm・器高14.8cmを測る。

口縁部内外面をヨコナデで調整し、体部外面にはタタキ調整を施す。タタキ目の方向は右

上がり であるが、体部下半と上半ではその傾斜角度が異なる。これは分割成形によるもの

と考えられる。体部内面は、下半にヘラ状工具によるヨコナデが施されるが、上半はナデ

調整である。8は、暗茶褐色を呈する生駒西麓産の典型的な庄内聾である。 口径15.4cm ・ 
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残存高1l.9cmを測る。体部外面には細筋のタタキ調整を施し、内面は頚部までケズリ調整

を施して薄く仕上げる。 9～11は、体部が球形を呈する聾で、10・11は、典型的な布留聾

である。9は、口縁端部をつまみ上げるなどの特徴がみられ、いわゆる布留傾向斐である。

12・13は、複合口縁をもっ棄で、12は、丹後 ・丹波系の、 13は、山陰系の棄と思われる。

-141-



京都府遺跡調査概報第56冊

3.小結

今年度は、前年度に引き続き、 B地区の下層遺構の調査を行った。試掘調査の成果から、

当調査区が遺跡の中心部であることが想定されたが、今回の調査ではそれを裏付けるのに

充分な結果を得た。今回の調査成果をもとに若干の知見を述べてまとめとしたい。

①中世の遺物としては、井戸跡や近世溝の埋土中から多数が出土した。なかでも井戸跡

S E03からは、井戸の放棄にともなって投棄されたと思われる遺物が出土した。出土遺物

は、底部を穿孔された土師皿など30点余りで、少なくとも 2回に分けて投棄されているこ

とが確認できた。土師皿は、底部穿孔のほか緑灰色を呈するものもあり 、集落で使用され

るものとは異なった様相を示すことから、井戸の放棄に伴う祭紀行為に関わる遺物群と判

断される。

②平安時代の遺構として注目されるのは、木枠組みの井戸跡SE04である。その構造や

出土遺物、また建築部材の転用である可能性などについてすでに述べた。このような建物

の建築部材を転用した井戸跡は、藤原京内などで検出例が知られる。これらは、柱や床板

などに使用されていた部材を転用していることが多く、 SE04のそれと比べても遜色のな

いものが多い。SE04に使用された部材は、製材のための加工痕以外は確認できないため、

建物のどの部分に使用されていたかは、現時点では特定できない。今後、詳細に検討して

いきたい。

③飛鳥・奈良時代の遺構は、掘立柱建物跡4棟、溝l条、土器i留ま り2基などを検出し

た。また、溝跡や土器溜まりを中心にこの時期の遺物も多数出土した。この時期の遺構 ・

遺物は南に隣接するA地区でも検出されており、 B地区で検出された遺構 ・遺物と有機的

な関係にあると思われる。両地区で検出された掘立柱建物跡は 9棟を数え、調査の終了し

たA地区の建物跡群については、すでに方位から先後関係にある 2グループに分けられる

とされている。今回検出した建物跡群もこれにもとづいて検討していく 。

まず、先行するグループに属すると思われる遺構に、SBlO、SB 15、SD53などがあ

る。これらは主軸方向がN-SないしN2 ° Eとなるグループで、A地区検出の建物跡群

と主軸方位をほぼそろえる。また、 SD53はA地区北端で検出している SDl6と直交する

と考えられる。したがって、SD53とSDl6に区画される SB 10・SB 15と、その南側に

位置する倉庫風のSB03 ・ S B05という建物配置を想定することができ る。この遺構群は、

S Dl6・SD53から出土した遺物から飛鳥皿～V期と考えられる。

ところで、SDl6は条里制の名残りと思われる現農道にほぼ重なって検出されており、

条里制遺構との関わりが注目される。また、これに直交する SD53についても、その可能

性を捨てきれない。ただ、これらの溝が飛鳥時代後半であることは、条里制の施行時期の

内
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問題とも関わるため、現時点では即断を避け、 C地区や周辺地で調査が進んだ段階で再考

したい。

次に、後のグループに属すると思われる主軸方位を持つ遺構は、 B地区では検出されて

いない。しかし包含層中からは、奈良時代の土器も少なからず出土しており、同時期の遺

構が周辺地域にあったことを示唆している。

なお、 SB 14の主軸方位は、先行するグループに近いが、 SB 10と切り合い関係にあり、

先行するグループと後のグループの中間期に位置づけられると考えられる。

④焼土坑SX03は、竪穴式住居に伴う竃跡と考えられる。すでに述べたように住居跡は

削平されていて検出できなかったが、 出土した遺物から古墳時代後期前半ごろの時期と考

えられる。当該期の遺構は、内里八丁遺跡でははじめての検出であ り、調査地周辺に集落

があったことを示す資料である。

⑤古墳時代初頭から前期にかけては、検出された遺構はわずかであったが、包含層出土

遺物も含め、当該期の遺物が多数出土した。A地区における当該期の遺構は、方形周溝墓

や溝跡などであるのに対して、B地区では土器i留ま りを中心とする遺構であった。SX04 

は、破片化した土器が多数出土したが、その大半は聾であり、 SX04の性格をこれらの廃

棄士坑として捉えることができる。 また、出土遺物の大半が聾であることからB地区周辺

に当該期の集落のあった可能性が高い。

一方、 SX05は完形個体が多く、また外来系土器（丹後 ・丹波系）も多く出土した土器i留

まりであり、遺物の出土状況からみて、何らかの祭杷遺構と現時点では考えたし、。このよ

うに考えるならば、 SX04とSX05の間に存在する空閑地は、 居住域と祭記場（墓域？）を

区画しているのではないだろうか。また、SX04が居住域の縁辺部に位置づけられるなら

ば、居住域はB地区北半からC地区にかけて所在すると考えられる。

また、内里八丁遺跡で庄内式併行期の遺物が多数出土したことは、南山城地域における

古墳出現前夜の様相を考えてし、く上で重要な資料を提供するものである。今後に予定され

るC地区の調査成果に期待したい。

⑤調査区の一部を断ち割って、 A地区第3遺構面に対応する水田跡を検出している。水

田跡の調査は、来年度に継続して行つ予定であるが、その成果を待ってB地区の総括を行

うことにしたい。

（筒井崇史）
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( 2）窯唆遺跡

1 .調査の経過

荒坂遺跡は、八幡市の南郊で、著名な石清水八幡宮を擁する男山正陵が甘南備丘陵に移

行するほぼ中間地点、に位置する。この丘陵には北面する木津川の沖積低地（山城盆地）に向

けて、その支流による幾筋もの開析谷が聞かれており、遺跡は、比較的規模の大きな大谷

川河谷の西側に接する尾根状地形の頂部に位置する。また、現在の行政境界は、この谷地

形にほぼ沿っており、遺跡地の所在は、隣接する田辺町側にほとんど接する八幡市美濃山

荒坂 ・御毛通にある。

この荒坂遺跡は、近年、旧石器や土器片が採取されたことから新たに遺跡に登録された

もので£込。このため、過去に発掘調査の事例はな く、遺跡の拡がりや実態について不明

な点が多かった。しかし、周辺の遺跡密度の高さなどに示される良好な人文的環境から、

それ相応の成果が期待された。

今回は、こう した点を解明する目的で、遺物が採取された地点を中心に、開発対象地内

に調査区を設定した。調査区は、便宜上、北北東～南南西に走る尾根筋を縦走する林道を

境に北西側をA地区、対する南東側をB地区とした。両地区の現況は顕著に異なり、 A地

区は、平坦な地形で畑地として利用され、 B地区は、竹薮として人工的に改変されて起伏

に富んだ地形を呈していた。調査は、総面積を1,OOOm＇として各地区に試掘トレンチを数

第102図荒坂遺跡 周辺地形図
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か所設けて行ったが、 B地区では竹薮の土入れ部分を設定の基準とした。

その結果、このような地勢の違いにもかかわらず、 A・B両地区で遺構の拡がりが認め

られた。このため、遺構の顕著な部分を中心にトレンチを拡張し、 最終的には調査面積は、

2, 700m＇に達した。調査は、平成4年10月12日から平成5年2月25日にかけて実施した。

2.検出遺構

調査によって検出された主な遺構は、弥生期の土坑・古墳各 1基と、多数の規模の大き

な柱穴である。柱穴は、数棟の掘立柱建物跡と柵列に復原できる。

以下、各遺構についてその概要を記す。

①弥生期の土坑（S KOl) 

B地区の調査区北東辺のほぼ中央に接して検出された主軸を北西～南東にとる長方形プ

ランを呈する土坑である（長軸4.lm ・短軸＝幅1.2m）。 底部は、いく分凹凸があるものの、

おおむね平坦でその断面形は浅い台形状を呈する。竹薮の土取りが深く及んだ地点で検出

されたため、検出面（風化があま り進行していない灰白色粘質土）からの深さは約0.05mを

測るにすぎない。旧状は四壁がさらに高くたち上がっていたものと推定される。

土坑の主軸上南西小口寄りで、坑底に接して広口査 l個体が倒立した状態で出土した

（体部下半は削平により失われていたものの、それ以上の部分ははほぼ完存）。

遺構の形状や出土遺物から、土墳墓の可能性も捨象できない。

②古蹟（S X02) 

A地区のほぼ中心に位置する小規模な方墳である。本古墳は、現地表上にその痕跡を示

さない、いわゆる「埋没古墳」であり、 今回の調査以前には周知されていなかった。この

ため、これを、古墳が立地する小字名を採って「御毛通古墳（御毛通 l号墳）」 と命名する

こととする。

古墳を検出した地点は、大正期に始まる竹薮による地形の改作が著しく 、林道に面した

その北西側半部は、厚さ約LOmの20数次にわたる土入れの盛り土により隆起した地形を

呈し、その周囲と、特に古墳の南東側半部は、逆にこれらの盛り土を供出するための土取

り場として掘り下げられ陥没地形となっていた。このため、古墳の南東側の約50%にあた

る部分は、削平されて周溝の痕跡すら残さない。また、土入れによる盛り土に被覆される

かたちで周溝が遺存していた北西側も、 完存していたわけではなく 、墳丘而が周溝外縁の

検出面（地山面）と同一レベルにまで削平されていた。この墳丘の削平は、少な くとも、後

述するSB03建設の際の造成の時期までさかのぼる可能性があり、 SB03柱穴掘形自体、

遺存度が低いことから、その後の削平も相当進行したものと考えられる。
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周溝は、遺存部分では逆「コ」字形プランを示し、この古墳が方墳であることを示して

いる。周溝の上縁幅は、南隅角部分を除き、ほぼ一定しており約3.0mを測る。南コーナ

一部分の周溝は、途切れないものの、極端に浅くかっ狭く変形しており、陸橋状の施設を

意図して造作したものとみられる。この陸橋状に浅く掘り残された部分の底面の墳丘寄り

に径0.1 mの柱痕跡を残す柱穴（掘形は径0.4m）がl基存在するが、古墳に関連するものか

どうか確証はない。周溝の断面形状は、現状では内外両斜面がゆるく内湾するように立ち

上がるが、底面は比較的平坦な面をなし、斜面との境界は比較的明瞭に屈折して基本的に

は逆台形断面を呈する。特に、外傾斜面には、下縁ラインに沿って浅いピット状の掘り込

みを連続的に穿っている部分（北西辺に顕著に認められた）があり、墳丘の基底を明示して

いる。周溝内埋土は、基本的には 4層に区分できる。上層は、混じり気の少ない黄茶褐色

土でほとんど遺物を包含しない。中層は、腐植土混じ りの暗灰色土で埴輪片が多く 出土す

る。下層は、淡い色調の淡黄灰色粘質土で若干の埴輪資料を含む。以上の3層は、周溝軸

線を対称、にレンズ状に堆積している。最下層は、粗砂混じりの灰褐色土で墳丘側に偏って

堆積し、早い時期の墳丘流土と考えられる。

墳正は、上記のように削平を受けて、周溝により内方に掘り残された基台の下半部をと

どめるにすぎず、地山面が直接露呈している。その規模は、対向する辺が残る北東辺～南

西辺の墳丘基底（周溝外傾斜面の下縁）聞で求めると21.5mを測る。主軸の示す方位は、磁

北に対して約30°振れているが、この方位は古墳が築かれている尾根の稜線の方向とほぼ

一致する。

墳丘の外部施設としては、周溝各所から出土する埴輪片から、墳丘上に埴輪をめぐらし

ていたと想定できるが、すべて原位置を失っており 、本来の樹立形態を知ることはできな

い。葺石は、転落石すら全く認められず、敷設されていなかったものとみられる。

内部施設は削平のためその痕跡すら残らない。

周構内から、多くの埴輪類に混じって、若干の土器資料も出土している。このうち、北

東辺では、周溝外縁に近い埋土下層から土師器 l個体分（第108図ー16＝布留式併行期）が出

土し、その時期的な対応関係が注目される。また、北西辺の南寄りの周溝のほぼ中央に穿

たれた小規模なピット状遺構の底面から、須恵器聾の口縁部（第108図－17=T K216併行

期）が出土したが、このピットは周溝がある程度埋没した時点で掘り込まれた遺構であり、

古墳よりも新しい。

③掘立柱建物跡

A・B両地区で検出された。複数の建物跡と柵列に復原できる。いずれも、柱掘形が大

規模で、柱間寸法を広くとることを特徴とする。主軸方位を基準に、 真北に対しておよそ
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17°西に振る一群（a群）と、方位に a群ほどの厳密性はないものの、北に対して大きく東

に振る一群（ b群）に分離できる。両者は一部重複関係にあるが、 a群が北に、 b群が南寄

りに占地する傾向がある。以下、各遺構について説明を加える。

s 803 削平を受け平坦面となった古墳の墳丘の北西半部に複数の柱穴が存在し、現

状では、「コ」字形に閉塞するプランの柱筋に復原できる。北西の延長部が調査区外のた

め、全容をつかめないが尾根筋と直交する方向に棟筋をとる建物跡となる可能性がある。

それによると、梁間総問 2間（9.8m以上）で、主軸はN（真北、以下方位を示す場合真北

を標準とする）30。Eを測る （以下便宜上、東西棟とみなして記述を進める）。 柱間寸法は、

妻柱筋で南2聞を2.97m（和銅6年格制の大尺すなわち天平尺で10尺）等間とし、残る北 l

間を3.56m （令制大尺の10尺）と広くとる。桁行柱聞は、東第3柱の柱当たりが確定できな

いため正確な数値を求められないが、東2聞を5.34 （天平尺の18尺）～5.94m（同20尺）と非

常に長くとる一方、東 l間（端問）は、相対する柱聞はそろわないものの、北側で2.97m・ 

南入側で3.86m （天平尺の13尺）とする。柱の掘形は、一辺1.2～l.8mの隅丸方形フoランで、

検出面からの深さは0.3～0.55m前後を測る。すべての柱に長楕円形プランの抜き取り痕

跡が認められ、その長軸（抜き取り方向）は多くが南北方向にそろっている。複数の掘形内

から埴輸の小片が出土しているが、古墳からの混入品である。

s 804 B地区のほぼ中央で検出された 2問（5.2m）× 2問（4.8m）の南北棟の総柱建

物跡である。主軸はN16°30’Wを測る。

柱問寸法は、桁行2.6m （天平尺の 9尺）等問、梁間2.4m（同8尺）等聞を測る。掘形は、

一辺1.05～1. 9mの隅丸方形プランを呈し、現状では検出面から約0.4～0.6mの深さを残

す。過半数の柱が抜き取られており、その痕跡から北方向に抜き取られたものと、西方向

に抜き取り痕の長軸をとるものがある。直径約30cmの柱痕跡をとどめるものがある。

S 805 S B04と方位をそろえ、隣棟間隔を3.3m （天平尺の11尺）をとって東に位置す

る2間（4.8m）× 2間（3.5m）の総柱構造をとる建物跡である。棟筋は、 SB04とは直角方

向に違え東西にとるが、棟通りの柱筋の延長ラインがSB04の北第2柱通りの柱筋に一致

する。柱問寸法は、桁行2.37m（天平尺の 8尺）等問、梁間1.76m （同 6尺）等聞に復原でき

る。掘形は一辺1.Om前後の隅丸方形フ。ランを基本とするが、柱聞に対して掘形規模が大

きいこともあって、西第 1及び第2柱通りの南2柱穴分の掘形が南北方向に連繋している。

検出面からの深さは0.15～0.35mを測る。複数の柱に抜き取り痕跡が認められるが、いず

れも南北方向に抜き取られている。

s 806 上記2棟の総柱建物跡の南側にあって、これらと方位をそろえ、 SB04との

隣棟間隔を4.0m（天平尺の13.5尺）とって配された東西棟の側柱建物跡である。建物跡の

ハU
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平面規模は、桁行総間3間（11.6m）・梁間総問2問（7.3m）を測る。柱問寸法は、桁行方

向は3.86m （天平尺の13尺）の等間隔柱間となるが、梁間は相対する両妻間で柱筋が通らず

不等長に割り付けられている。掘形は、一辺1.0～l.4mの隅丸方形プランで深さは検出面

から約0.2～0.5mを測る。柱抜き取り痕を有するものもあるが、多くは径30cm前後の柱痕

跡を残す。なお、北入側柱筋の東西両延長線上でこの建物跡の柱穴と同規模の柱穴をそれ

ぞれ l基検出している。建物隅柱との間隔は、 SB06の桁行柱間と同一数値を示し、密接

な関連性をうかがわせるが、調査区の関係で、さらにのびるものかどうか不明で＝ある。建

物跡に取り付き、北側の倉庫風建物跡との間をさえぎる柵列の可能性もある。

S BO? 2棟の総柱建物跡の北側に「コj字形に通る柱列がある。北側が調査区外に

はずれるため全容を明らかにし得ないが、 3間× 2聞の側柱建物跡に復原した。

ただ、柱問寸法が2.4～4.0mと不等長である点や、各辺の交角が90°に満たないやや鋭

角をなす点などから、矩形に閉塞する柵列の可能性も指摘できる。掘形は、一辺0.7～ 

1. 05mの平面隅丸方形を呈し、他の建物跡に比べ小規模である。

S A08 B地区の東半部で検出した柱列である。調査区外において4間相当(14.Sm) 

を確認したが、南東側は更にのびる可能性がある。主軸方位はN38°Wを示す。北端 1間

分が先のSB06と重複するが、掘形同志の重複はなく、その先後関係は不明である。

柱間構成は、 3.7mの等間隔柱聞をとる。掘形は、 一辺1.0～ 1. Smの隅丸方形あるいは

隅丸長方形プランを呈し、多くが柱筋に直交する方向に抜き取り痕跡を残す。

S A09 S A08北西端の隅柱を起点に北東方向にのびる一本柱列である。大半がSB 

06と重複するが、柱穴同志の切り合いはなし、。調査区外で3間（約16m）分を検出したが、

4間日以降は近年の掘り込みによる段差により失われているようである。柱筋の示す方位

はN44°Eを示し、 SA08との交角は98°を測る。柱問寸法は、不ぞろいで南西隅から順次

5.4・5.8・4.8mを測る。掘形は、 SA08とほぼ同形・同規模であるが、抜き取り痕はなく 、

径30cm前後の柱痕跡を残す。SA08とともに方形区画（院）を囲む柵列とみられるが、今回

の検出部分が西隅部であることもあってか、内部に顕著な遺構はみいだせなかった。

SA 10 2棟の総柱建物跡と SB07との間にあって両者を区画するよ うに設けられた

東西方向の柱列（柵）である。調査区内では折れることもなく 3間相当（約12m）を確認した

が、西側にのびる可能性はある。柱筋の示す方位はN71。E(Nl9。W）で、 SB04・05・06の

柱筋に対してわずかに振れる。柱問寸法は、西隅から2聞は4.15m（天平尺の14尺）等問、

東端聞は3.56m（天平尺の12尺）を測る。掘形は、 一辺あるいは長辺1.0～l.8mをr≪IJり、い

ずれも30cm前後の柱痕跡をとどめる。柱材が抜き取られた形跡はない。
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3.出土遺物

今回の調査で出土した遺物は、埴輪 ・土器類 ・石器であるが、量的には前者が大半を占

め、コンテナパットに 6箱相当を測る。以下、埴輪類を中心にその内容を紹介する。

①埴輪類

蓋形箱輪（第106図・第108図－18・19）は、古墳SX02の北東辺周溝中～下層から lか所

にまとま って出土したものである。残存状態は、軸受け部以下、円筒形台部下端にいたる

まで図上復原が可能な程度残っていたのに対し、立ち飾り部は断片資料のみで残存率も

f述人笠部は、復原口径（笠部下端部の示す直径）約87.0cm、軸受け部口縁上端から円筒台

部基底までの長さ（笠部全体の高さ）64.0cmを測る蓋形埴輪の中では大型の部類に属する。

笠部本体の形状は、わずかに肩（笠部上半）に丸味を残すものの、全体と して直線的に外下

方に広がる側面形を呈する。笠部外面中位には幅の広い低平な突帯を l条横位にめぐらせ、

笠部を上下に二分する。突帝より上位は素文（無文）であるのに対し、下位（笠縁部）にはへ

ラ描き沈線を施す。この笠縁部の沈線による文様構成は、通有にみられるものと同じ原理

で、単線による放射状の表現をほぼ等間隔に施した後、笠縁部を二分する位置に l条の沈

線を横位にめぐらせ

る。こうした施文順位

から、必然的に放射状

線は、中位横線を境に

上下段でずれない表現

（古相）となっている。

笠縁部下端は、軸受け

部上端と同様に外面に

突帯を付加することな

く端部に面をもたせる

ように直口状に納め

る。全円周の1/4以上

を残す破片の存在か

ら、肋木状造形が笠部

外面に造形された形跡、

はない。軸受け部は、

わずかに外上方に直線0 2Q四判

第106図荒坂遺跡出土遺物実測図(1) 蓋形埴輪
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京都南道路関係遺跡平成4年度発掘調査概要

24.0cm・高さ11.Ocmを測る。軸受け部下端突帯は、軸受け部側の下端に位置し、断面が三

角形を呈する粘土帯の貼り付けによって見かけ上、幅の広い段状に作る。円筒形台部は、

基底から台部高（38.Ocm）の中位付近までほぼ垂直に立ち上がった後、大きく屈曲して外反

する特異な側面形を呈する。この屈曲点を上縁とする円形透孔が対向する位置に 2孔穿た
\(\'• ) 

れる。台部も含めた笠部の製作は、いわゆる笠部分割成形法を恥る。すなわち、外反した

円筒形台部上端の内面を基礎として、ここに順次粘土帯を積み上げることで笠部の上半約

213と軸受け部を連続的に製作し、 一定の乾燥工程を経た後、残る笠縁部を付加するよう

に粘土帯を積み重ねて製作する。なお、 笠縁下端部は、現状よ り短い位置で一端ナデ調整

を加えて仕上げているが、笠縁長が短すぎたのか、さらに粘土帯を追加してこれを延長さ

せている。器面の調整は、全体に器表の磨耗が進行しており充分観察し得ないが、少なく

とも笠部外面は、最終ていねいなナデ調整を施して文様面を平滑に仕上げる。そのほかの

部位は、先行する調整が部分的に残り、主として、ハケ目が確認できる。例えば、円筒形

台部の外面には、上位ほど左傾する円弧状のタテハケの後ヨコハケ（上位はナナメハケに

移行）がみられ、軸受け部内外と円筒形台部上端にも同様のハケ目 （タテハケまたはナナメ

ハケの後ヨコハケ）が断続的に観察できる。立ち飾 り部は、飾り板と受け皿（飾り板受け

部）の小片が存在するが、出土量（残存率）が少なく （低く）全体形を復原することは困難で

ある。ただ、こうした断片的資料から、およその要素を抽出することは可能で、これをも と

に図上復原を試みた。それによると、飾り板に施された線刻による文様は、初j原形態にみ

られる交Eに重なる帯状表現（複線縁と中心線からなる 「五線帯」 の原理）を基本的には踏

襲しているものの、飾り板の軸線に添った方向の縦列する五線帯表現が中心線の消失にみ

られるよう に形骸化している。鰭は、飾り板の内側に付く鰭の断片資料があり 、その外縁

線がゆるやかな「S」字状のカーブを描く点と、その外縁に沿った二重の線刻によって鰭

内部が充填されていることが判明した。受け皿は、軸部を欠くが、底部には棒状工具の刺

突による複数の穿孔を有し、口縁は底部から屈曲 して外上方に立ち上がる。飾り板の接合

部には、接合傷が顕著にみられ、飾り板と受け皿が別個に製作されたことがうかがわれる。

家形埴輪 第108図－20は、平板な板状部のー側面に低平な突帯を貼り付けた小片資料で

ある。突帯が段差を設けずに直角方向に派生させる造形から、屋根の可能性があり、この

場合突帯は縦・ 横押縁を表現したものであろう。第108図 21は、断面が鈍く「く」字状に

折れ曲がる もので、先端が外下方に垂下する裾廻台かもしれない。

円筒埴輪（第107図 ・第108図－22・24) すべてが周溝内に転落した状態で出土したため、

小片化したものが多く、周溝各所から一律に出土したものの、その量は決して多くない。

このため、 互いに接合する個体は少なく、 全体形を復原できるものはない。
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京都南道路関係遺跡平成4年度発掘調査概要

普通円筒埴輪と朝顔形円筒埴輪が確認できる。鰭の破片が存在することから、円筒の多

くは鰭付であった可能性がある（ただし、器表面に鰭の剥離痕を残す個体はない）。形態は、

全体が何段構成（タガの条数）であるか知ることができないが、24（底径27cm）及び朝顔形の

23の肩部径から推して、底径と口径があま り変わらない正円筒形を示すものも存在したで

あろう。25は、底径13.Scmとかなり小規模で、あるが、特異な調整技法（外面タテハケのみ）

から、形象埴輪の基台に相当するものと見られる。口縁の形状は、残存する個体のいずれ

もが外反口縁を示し、口唇端は外傾する面をなす。器面の調整は、ハケ目を多用する。た

だし、内面はそれを省略する個体も見られる （24の基底段）。外面調整は、多田起的にてい

ねいに行うのを通例とし、タガを有する個体でみる限り 、すべて 2次調整を行っている。

l次調整は、タテハケを基本とし、底端部から開始して施行方向（上からみて右周りが多

い）に重複するように間断なく施す。また、l次調整のうちで複次調整を加えるものも少

なからずあり 、その場合、断続的なナナメハケを用いるものが多し、。外面2次調整には、

ヨコハケとタテハケ（ナナメハケも含む）がみられ、前者が後者を凌駕する。中には、 2次

調整のうちでナナメハケ→ヨコハケと複次施行するものもある。ヨコハケは断続的なもの

で静止痕をとどめない（いわゆるA種ヨコハケ）。内面調整は、 2次調整を加えるものと、

1次で完結するものがある。いずれもハケ目を主体とするが、条線をもたないミガキ様板

ナデやユピナデなどのスリナデ技法を用いる個体も少量存在する。l次 .2次を問わずタ

テハケ ・ナナメハケ ・ヨコハケが用いられ、各次調整に施すていねいな調整がみられ、か

つ特定の手法がみいだし得ないという特徴が指摘できる。透孔は、円形と方形が確認でき

るが、その穿孔方式や位置を知ることはできない。タガは、高さl.Ocm前後の各面があま

りくほまない台形断面を呈し、その長IJ離面に方形刺突（一辺0.9cm前後）を残す個体が複数

見られる (10. 11）。 焼成は、硬質の土師質で、黒斑を有するものが多い。

②その他の遺物

弥生式土器広口壷（第108図－15）は、 SKOlから出土したもので、胴部上半部以上がほ

ぼ完存する。保存状態は良好とはいえず、器表の磨耗はかなり進行している。円弧を描く

胴部上半から口頭部が「くj字状に折れて直立し、その上半部はさらに外上方に大きく開

く形態を示す。口縁部は、下方に肥厚させその拡張面（端面）に弱い l条の擬凹線をめぐら

したのち、竹管円形浮文で加飾する。胴部上半にも幅の狭い櫛描き直線文と連続刺突文によ

る文様帯を施すが、施文方法が大雑把でかなり形骸化している。器表面には、外面に限り

ハケ目が観察でき、胴部は左上がりを基調とする重複する断続ハケ、頚部はタテ方向のハ

ケを間断なく施して最終調整する。胎土は白色砂粒をやや多く含み、精良なものではない。

布留式土器 斐（第108図－16）は、古墳の周溝最下層から出土した。肩部以上の全周の約
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第108図荒坂遺跡 出土遺物実測図（3)
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1/3相当を残すにすぎない。口縁 ・体部聞の屈曲は強いヨコナデによってゆるやかなカー

ブを呈し、口縁部は、やや内湾ぎみに外上方に立ち上がる。口縁端部は、口唇部が内側に

肥厚し、端面は内傾する面となる。器面調整は、体部外面をタテハケした後、ヨコハケ

（肩部のみか）調整し、内面は頚部屈曲点直下より下位をヨコ方向に削っている。口縁部は

内外とも布を介したヨコナデで最終整形する。

須恵器 聾（第108図 17）は、口径18.Scmを測る小型聾の口頚部の小片である。形態は、

外湾ぎみに上外方にのび、口唇部は丸く仕上げる。外面には4条の削り出しによるやや鈍

い三角形断面を呈する突線をめぐらせる。突線のうち上位3条は、端部付近に狭い間隔で

配され、端部の l条の突線（端部突線）が分化したものと思われる。突線によって界される

下位2面には櫛描き波状文による文様帯を各面2段にわたって施す。焼成は堅綴で、断面

が暗紫灰色を呈する。胎土中には最大 1mm程度の暗褐色砂粒がやや目立つ程度含まれる。

4.小結

今回の調査成果をまとめると以下の諸点に要約できる。

(1）今回検出された古墳は、墳丘面が、古くは掘立柱建物の敷地造成に始まり、以後数

次にわたる人為的改作を受けて相当削平されたうえ、さらに近年の竹薮への土地転用の際、

古墳の約1/2は土取りで完全に失われ、残る古墳の北西側半部が20数次にわたって lm前

後の層厚をもつに至る土入れの土盛りに被覆されるといった状態で検出された。したがっ

て、掘削調査を実施するまでは、古墳の存在は全く不明であったわけで、このことは、発

掘調査をしない限り竹薮として人為的改作を受けた現状の地形からは、古墳の存在を読み

取れないことを意味する。周辺域に未知の古墳が埋没している可能性は充分ある。

ところで、今回の古墳は、周溝内出土資料（埴輪・土師器）から 4世紀末～5世紀初頭に

その築造時期が求められ、この地域においては古相の部類に属する。ただ、男山丘陵周辺

に点在する古墳時代前半期の他の古墳が、前方後円（方）墳を主体として50mを越える規模

を有して、この地域の盟主墳的様相を示すのに対し、荒坂遺跡のそれは、一辺20m前後の

方墳であり、墳形及び規模の点でこれらの地域首長墓とは隔絶した感がある。

一方、近年調査例が急増している一辺lOm内外の小方墳と比較した場合、規模がやや大

きい点と周溝の横断面形が逆台形状に掘 り込まれるという形態上の相違点を見い出しう

る。特に、周濠断面は、小方墳が「UJ字形を基本とし、弥生期の方形周溝墓の系譜をひ

く、すなわち墳丘が段築成されないのに対し、墳丘が段築成される古墳の場合、最下段の

墳丘は、周濠の掘削によって内側に掘り残された基台をそのまま利用するため、墳丘裾を

明示する目的で断面を逆台形状に掘り込む場合が多い。荒坂遺跡の古墳の場合、こうした
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周溝の断面形状から推して、墳丘が段築成されていた可能性が指摘できる。 したがって、

先の 「小古墳jと同列に扱うことは適当でないと考える。しかし、小古墳が有する「群在

性」という属性までは否定しきれぷi,。それは、身分不相応ともいうべき当該期としては、

希少例である葦形埴輪の優品を備えている点に示される。 これは、周辺域に50mクラスの

盟主墳が存在することを示唆するものである。

( 2）古墳から出土した蓋形埴輪は、 立ち飾り部を除き、ほぼ全形を知る ことのできる程

度の残存率があり 、当該期の蓋形埴輪を検討していく上で好資料となる。

すなわち、荒坂遺跡出土例（以下「荒坂例」と記す）は、既存の蓋形埴輪の編卒業に照合

すると、古相の属性を多分に備えるが、従来知られていない新出のタイプであることが判

明する。つまり 、従来から提唱されている蓋形埴輪としては初現形態である「伝日葉酢媛

陵タイプ」と、そこから派生し後続する「津堂城山タイプ」との聞を埋める資料というこ

とができる。以前からこの両タイプの聞には型式学的な断絶が指摘されており 、その中間

の仮想型式の存在が指摘されていたが、「荒坂例jがその一つの候補にな り得る。そこで、

この 「荒坂例Jに関し、まず 「伝日葉酢媛陵タイプ」に共通し、津堂城山古墳出土例に代

表される「津堂城山タイプjの古相にない要素を示すと、①笠部外面下半部に施される放

射状沈線が、この文様区を上下に分割する横位の線の上下で交互配列とならず、同じ位置

に通して一条ずつ一直線に通っていること、 ②立ち飾りの飾り板表面に施文される直弧文

（五線帯による交互配列）及び鰭の形状と内部の充填文が「伝日葉酢媛陵タイプ」と近似し、

津堂城山古墳出土例ほど形骸化していないこと、などが挙げられる。

一方、「伝日葉酢媛陵タイプJとの相違点も以下のように多分に抽出できる。①全体に

規模が縮小していること、②笠部外面の放射状表現が段差でなく沈線であらわしているこ

と、 ③四方に展開する蕨手状の装飾（「肋木J）がないこと、 ④笠部と台部の製作に新しい技

法（笠部分割成形）が採用されていること、⑤笠部本体と立ち飾り部が別作りであること、

以上の諸点から判断すると、「荒坂例」は、器財形埴輪の中の蓋形と して最初に案出され

た「伝日葉酢媛陵タイプ」と、そこから分化した津堂城山古墳出土例の中間に位置するも

ので、肋木の消失を重視すれば、それを残存させる 「庵寺山タイ プ」と併行する時期の、

広義の「津堂城山タ イプ」の最古相を示す資料ということができるかも しれない。

( 3）掘立柱遺構については、建物跡方位の違い及びその占地により 、大きく a・b両群

に別けて事実報告した。ただ、それらの機能時期に関しては、年代特定に耐え得る出土遺

物が皆無で、、その先後関係はおろか、 具体的な年代観を知ることができない。ただ、以下

の理由で中世以降には下らないものと考える。それは、①柱穴掘形が一辺lm前後の大規

模な方形プランを呈すること、 ②それぞれの建物跡、特に a群は、 群内において造営方位

。δ
「
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をほぼ南北方向にそろえ、建物配置に一定の計画性が看取できること、 ③柱間寸法が全体

に長く、多くが令尺あるいは天平尺を用いた完数尺で設計されていること、などを根拠と

する。おそらく 、奈良時代を中心とする時期にこれらの遺構が造営された可能性が高い。

それでは、こうした遺構の性格についてはどうか、この点に関しても考察に耐える情報

は決して多くない。しかし、以下の点において官街としての可能性を指摘できると思う。

第一に、先の年代決定の要素に加え、個々の建物跡が一般集落のものより大型であるこ

と、及び建物跡配置が、とくに a群の場合、ある一定の企画のもと に整然、と配されている

ことが挙げられる。もっとも、識字層の存在を示す文字資料はおろか、宮廷様式というべ

き精製土器が全く出土していない点は否定要因となろう。

第二に、当地がかつて官街が設置される条件の一つである交通の要衝に位置していたこ

とである。つまり、遺跡地内を縦貫する尾根筋づたいの道は、大正年間に東側の大谷川筋

に府道が開通するまでの本通りとして利用されており、おそらく、これが古代以来の河内

方面と山城地域を結ぶ幹道で、大きく経路を変えることなく近年まで道と して残ったもの

と考えられる。調査で検出されたSDl2は、古い時期の道の西側溝の可能性がある。

第三に、遺跡の周辺に官街を訪併させる地名が残されていることである。それは、「御

毛通」「御毛谷」「家前」「古寺jなどで、なかでもここで注意したいのは 「御毛jと記し

て「ごけJと訓じる地名の存在である（ちなみにA地区は字「御毛通」に所在する）。

律令制下における地方行政組織として、国一郡一郷（・里）市ljがあり、 上位二者、すなわ

ち郡レヴェルにいたるまでの官街については、その存在は自明のこととして、それぞれ国

街・郡街遺構としての数多くの調査例がある。ところが、人為的行政区画の末端である郷・

里（ともに「サト」）は、その官街の存在が主として文献史家の立場では懐疑的であった。

しかし、近年の調査により「サ卜」レヴェルの官街とみられる遺構が全国的に知られるよ

うになり、平城宮下層の下ッ道西側溝SDl900A出土の 「五十戸家」墨書土器や儀制令集

解春時祭田条古記にみえる「郷家」史料などからも、「サ ト」レヴェルの官街が延暦14年

太政官符にみえる「郷倉」をまたず、制度化された当初から存在し、それが「五十戸家」

「郷家J（ともに「サトノミヤケJあるいは「サト ノヤケ」と訓ずる）と記されたものに相

当することが提唱されて♂弘荒坂遺跡の場合、この郷（里）の官街ともいうべき「郷家」

の文字が音読されて「ごうけ」→「ごけJと転批し、「御毛」の文字があてられて地名と

して伝えられた可能性がある。現在「サトノヤケj と推定される遺跡の多くが柵や塀に固

まれた一面に、倉庫や官舎が整然と配され、荒坂遺跡、と共通する部分も多い。

上記の解釈に大過ないものとすれば、荒坂遺跡の建物遺構群は『和名類緊抄jの「綴喜

郡大住郷」あるいは「綴喜郡有智郷Jの郷家に相当することになる。 （伊賀高弘）
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( 3 ）薪IN官遺 跡

1. はじめに

新田遺跡は、八幡市と田辺町にまたがる広大な遺跡である。新田遺跡の調査は、これま
（桂14)

で八幡市域で、ほ場整備と京都南道路建設に伴う試掘・発掘調査が行われたことがあるが、

田辺町域での調査はなく、今年度がはじめてである。これまでの調査成果によって、新田

遺跡は、その大半が厚い砂層と粘土層の堆積からなる木津川の旧河道に相当することが判

明している。顕著な遺構としては、ほ場整備に伴う調査の際に確認された 5世紀代の竪穴

式住居跡 l棟があるのみである。

今年度の調査は、平成元年度の調査地に接する八幡市境から府道交野 ・久御山線までの

約43,OOOm2を対象とした。対象地の北半部が水田の畦畔などから復原される旧河道に相当

するため、調査の重点を南半部におくことにした。南半部は、沖積平野部から丘陵へ続く

扇状地にあたり、特に丘陵に近い部分では、 集落などの存在が予想された。

2.調査の経過

調査はまず、調査対象地内に19か所のトレンチまたはグリッドを設定して試掘調査を行

った。その結果、当初の予想に反して大半のト レンチで、砂質土層・粗砂層・シルト層の

堆積を確認し、調査地の大部分が旧河道に相当することが判明した。一方、遺物包含層は

一部のトレンチにしか存在しないことが確認された。そこで、遺物包含層が確認された ト

レンチを拡張し、遺構の検出・遺物の採取を行うこととした。

以下、拡張したトレンチを中心にその概要を述べる。

①5卜レンチ 調査対象地のほぼ中間地点に位置する。全長約94mのトレンチを設定し

重機掘削を開始したが、地表下約60cm付近で、遺物包含層を確認した。この遺物包含層は、

トレンチの北東側のみに認められたため、トレンチと農道に固まれた三角地帯を拡張した。

なお、この遺物包含層は隣接する11トレンチでは確認されていない。

遺構面は、黒灰色砂質土をベースとするが、顕著な遺構は検出されなかった。遺物は、

包含層や遺構面直上から多数出土したが、細片が多い。遺物に瓦器椀片が含まれるので、

中世の耕作地であったと考えられる。

②9トレンチ 調査対象地の南端に位置するトレンチである。重機掘削開始後、地表下

1. 2m付近で、遺物包含層を確認したため、「コ」の字形にトレンチを拡張して遺構の検出作

-160-
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業を行った。 その結果、 j茸跡を確認したため、突起状に残っていた部分も拡張した。この

トレンチで確認された遺物包含層も周辺のトレンチやグリッドでは確認されていない。

遺構面は、淡青灰色または淡黒灰色砂質土をベースとする。遺構は耕作に伴うと思われ

る南北方向の溝跡10数条を確認した。遺物は細片が多いが、 5トレンチ同様、瓦器椀片が

Jミ ／ 、

ト1

。 10m 

第110図 10トレンチ拡張区遺構配置図
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含まれ、中世の耕作地であったと考えらる。

また、遺構面の下層では、旧河道と思われる堆積を確認したが、ここから飛鳥時代後半

頃の須恵器などが出土している。調査地周辺に関連遺構の存在が想定される。

③10卜レンチ 農道をはさんで 5トレンチの東側に位置する。遺物包含層は、地表下

約60cmに存在し、南東部分を除くほぼ全面で確認された。周辺のトレンチのうち、 7トレ

ンチでは確認されなかったが、 4トレンチでは10トレンチに近い南西側に認められた。 こ

のことから、遺物包含層は10トレンチの南西側に広がると考えられたため、 5トレンチ同

様、トレンチと農道にはさまれた三角地帯を拡張し、精査を行った。その結果、黄褐色また

は淡青灰色粗砂をベースとする遺構面上で掘立柱建物跡、柵列跡、 i誇跡などを検出した。

掘立柱建物跡SBOl(第111図）は、拡張部分の北西部で検出した南北5間（8.Sm）・東西

2間（3.9m）の建物跡である。柱穴は、隅丸方形または円形を呈するものが多く、 i奈さは

20cmを測る。柱間寸法は比較的そろっており 、約1.Smを測る。直径20cm前後の柱痕を南

東側の柱列などで確認した。主軸方位はN35。Eを測る。 柱穴からの遺物はなく、建物跡

の時期を決定するにはいたらない。このSBOlの北東側を取り囲むよ うに柵列跡SAOlを

検出した。柱穴は直径40cmを測る。柱間寸法はSBOlよりも広く、ほほ2.4m間隔である。

このほか、SBOlに平行する溝跡などを検出した。

出土遺物には、須恵器・土師器 ・瓦器などが細片化した状態で出土している。

（筒井崇史）

3.出土遺物

出土した遺物には須恵器・土師器・瓦器などがあるが、全体に摩滅が激しく形態の不明

なものが大半を占める。また、 成形 ・調整技法まで言及でき る遺物はごくわずかである。

ここでは、旧河道の堆積層から出土した飛鳥・奈良時代の遺物を図示した。

lは、 口縁が「く」の字に大きく外反し丸味を帯びた体部を持つ斐である。摩滅が激し

いため調整技法などは不明である。 2は、 土師器聾である。長い胴部に短い口縁がつく 。

外面に縦方向、内面に横方向のハケ調整を施す。口縁部に横方向のハケ目がみられる。色

調は、淡灰褐色を呈する。 5トレンチ拡張区出土。3は、須恵、器斐である。体部から口縁

が「くjの字に外反する。口縁部内外面ともヨコナデ調整、体部外面にカキ目調整、体部

内面に青海波文の当て具痕がある。5トレンチ拡張区の黒灰色砂質土出土。4は、土師器

斐である。 体部は丸みを帯びており 、口縁部内外面にハケ調整を施す。また、体部内面に

へラケスリ調整を施し、体部内面上部には指頭圧痕がある。2次焼成のため、外面は赤褐

色を呈する。また、黒色の使用痕がみられる。内面は淡褐色である。9トレンチ青灰色砂
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層出土。5は、杯蓋である。天井部外面の1/2以上に回転ヘラケズリがなされ、端部にか

けてナデ調整が施されている。内面はナデ調整である。口縁端部はオリコミ手法で整形さ

れている。色調は、灰色を呈する。 5トレンチ暗灰色泥質士出土。6は、天井部外面の

1/4以上に回転へラケズリされており、端部にかけてと内面にはヨコナデ調整が施されて

いる。口縁端部のかえりはヒネリダシである。色調は、灰色を呈する。5トレンチ出土。

7は、杯蓋である。 外面の約1/2にへラケズリ調整を施す。端部にヨコナデ調整を施す。

つまみのあたりに自然柚が付着する。 内面はヨコナデ調整を施す。なお、焼成時に生じた

メヰ二台h f与空、、

－~二、

穂、ミミ1医ー了 ζ ；」＼

'' 2 

1 ごミさ＼

州l¥I＼、
12 

: : 4 。 、Ocm

第112図新田遺跡出土遺物実測図
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重ね焼き痕がみられる。色調は、淡青灰色である （自然柚部分は暗緑色を呈する）。 9トレ

ンチ淡青灰色砂質土出土。8は、杯蓋である。天井部に偏平な擬宝珠つまみを持つと考え

られる。端部で屈曲させ段をなす。内外面ともヨコナデ調整である。色調は、灰色である。

5トレンチ暗灰色泥質土出土。9は、須恵器短頚査である。底部はタタキ成形で、外面は

平行タタキ目、内面は当て具の痕跡がみられる。体部中央にはカキ目調整を施しており、

体部上部から頚部にかけてヨコナデ調整が施されている。色調は、暗灰色である。 9トレ

ンチ青灰色砂質土出土。10は、 土師器高杯である。杯部及び脚部の端部が欠落する。杯部

と脚部の外面にはやや幅の広いヘラミガキ調整を施す。杯部内面は摩滅している。 脚部の

内面にシボリ痕がみられる。色調は、茶褐色を呈する。lトレンチ砂磯層出土。 11は、杯

身である。内外面ともヨコナデ調整をしているが、底部は未調整である。立ち上がり部分

には自然粕がみられる。色調は、淡灰色を呈する。9トレンチ出土。12は、土師器甑であ

る。内外面ともハケ調整を施す。口縁部外面は、ヨコナデ調整を施す。色調は、i炎黄灰色

を呈する。 9トレンチ青灰色砂質土出土。

（森正哲次）

4.小結

今回の調査は、田辺町域における新田遺跡の最初の調査であったが、既述のように、調

査地の大半が木津川または大谷川の旧河道であるこ とが判明した。遺構が検出された地点

は、これら旧河道によって埋没させられた自然堤防上に存在していたと考えられる。また、

これらの地点が陸地化され耕作地として利用されるようになるのは中世であり 、少なく と

も飛鳥 ・奈良時代にはまだ河道であったことが下層の調査で判明している。

また、中世の耕作溝がほぼ南北方位に一致することは、調査地周辺に遺存する条里制の

整備が遅くともこの段階までには終了していたことを示唆する。ただこのことは、条里制

の施行がこの段階まで遅れることを意味するとはいえず、調査地周辺の環境（河道の影響

をうけやすい土地）を考えるならば、条里制の施行が他地域にくらべ遅れたとも考えられ、

条里制の施行を一概に新しくみることはできない。

このほか、飛鳥・奈良時代の遺物が比較的多数出土したことは、調査地周辺にこの時期

の遺構群が存在する可能性を示しており、注目される。

（筒井崇史）

注l ①三好博喜 ・荒川 史「第二京阪道路関係遺跡（内里八丁遺跡・新田遺跡）昭和63年度・平成元

年度発掘調査概要」（『京都府遺跡調査概報j第38冊 （財）京都府埋蔵文化財調査研究セン
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②荒川 史・竹原一彦「第二京阪道路関係遺跡（内里八丁遺跡）平成2年度発掘調査概要j
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文化財発掘調査概報(1983)J 京都府教育委員会） 1983 
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注7 『八幡市遺跡地図j 八幡市教育委員会 1990 

注8 蓋形埴輪の各部名称については、松木武彦氏の名称案による（松木武彦「叢形埴輪の変遷と画

期 畿内を中心にー」大阪大学文学部考古学研究報告 第l冊 ［鳥居前古墳J－総括編

大阪大学文学部考古学研究室 1990）。

注9 筆者は、蓋形埴輸の笠部の製作技法について、それを大きく「笠部一括成形」と「笠部分割成

形」に二分した（拙稿「上人ヶ平古墳群の叢形埴輪一14号墳出土の蓋形埴輪を中心に－J r京都

府埋蔵文化財情報j第32号 （財）京都府埋蔵文化財調査研究センター 1989）。

注10 川西宏幸「円筒埴輪総論J（『考古学雑誌』第64巻第2号 日本考古学会） 1978 

注11 筆者は、「小方墳」の群在性をその普遍的なあり方と考えている（拙稿「上人ヶ平古墳群におけ

る小規模な方墳について」『京都府埋蔵文化財論集』第2集 （財）京都府埋蔵文化財調査研究

センター 1991）。

注12 最近の蓋形埴輪の編年案については、先の注8の松木氏によるもののほか、高橋克寄・回中秀

手口氏の研究がある（高橋克毒「器財形埴輪の編年と古墳祭紀Jr史林』第71巻第2号 史学研究

会 1988、田中秀和「畿内における蓋形埴輪の検討」 『ヒストリア』第118号 大阪経史学会

1988）。

注目 考古資料を操作してこれを論証したものとして、田中勝弘「古代郷倉についてー滋賀県高島郡

今津町弘川遺跡、の検討－J（『史想j第18号 京都教育大学考古学研究会） 1979や、阿部義平

『官街J（考古学ライブラリー50、ニューサイエンス社）1990、井上尚明「郷家に関する一試

論」（『埼玉考古学論集j設立10周年記念論文集 （財）埼玉県埋蔵文化財調査事業団） 1991など

がある。

注14 注 lの①に同じ。

注目 全国レベルでの条里制の施行を新しくみる (12世紀以降）立場に石野博信氏がいる。
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4.木津地区所在遺跡平成4年度発掘調査概要

はじめに

この調査は、住宅 ・都市整備公団の依頼を受け、関西文化学術研究都市の開発区域内に

所在する遺跡群の調査である。平成4年度は、京都府相楽郡木津町大字市坂にある西山塚

古墳 ・西山遺跡 ・瓦谷古墳群の発掘調査を行った。

西山塚古墳は、平成3年度に外表施設である墳丘の形態 ・規模 ・葺石及び埴輪列の調査

とともに、墳頂部中央の第2主体（組合式木棺）の調査を実施していた。今年度は第2主体

を切って構築された第3主体（東棺）と第2主体の下層にある第l主体（西棺）の調査を実施

した。また、第l主体の調査と併行して西山塚古墳の墳丘の構築方法を検討するため、一

部墳丘の断ち割りを実施した。

西山遺跡は、平成3年度に丘陵先端のA地点の調査とともにA地点の南西約lOOmのB

地点で、方形士坑（S H920 1）を検出 していt~~｛、同土坑を中心に遺跡が広がる可能性が高

いため、平成3年度のB地点の調査地を新たに拡張（拡張面積1,700m＇）して調査を実施し

た。その結果、平成3年度に検出した方形土坑が竪穴式住居跡であること、竪穴式住居跡

の北東で、掘立柱建物跡2棟と新たに l基の竪穴式住居跡を確認した。

瓦谷古墳群は、平成2年度に発掘調査を実施した瓦谷古墳の南側斜面の調査とともに、

昭和61年度に実施した20bt地区の方墳・埴輪棺の広がりを明らかにするため、西側に張り

出した尾根の先端部分（3,OOOm＇）の発掘調査を実施した。その結果、瓦谷古墳は、後述す

るように、全長約48mの前方後円墳であること、瓦谷古墳の南側台地上に7基の方墳と l

基の円墳、各古墳のまわりには総数25基の埴輪棺が伴うことが明らかとなった。

以上の3遺跡についてその概要報告を行うが、瓦谷古墳群については、平成5年3月上

旬まで現地調査を実施していた関係上、その詳細は次年度以降に報告する。

調査は、当調査研究センター調査第2謀調査第3係長小山雅人、同主任調査員石井清司、

同調査員森正哲次 ・伊賀高弘 ・有井広幸が担当し、多くの補助員 ・整理員の協力を得た。

なお、本調査に係わる経費は、住宅 ・都市整備公団（関西文化学術研究都市整備局）が負

担した。

（石井清司）
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1：西山塚古績

6：市坂瓦窯跡

11：鹿背山瓦窯跡

16：釜ヶ谷遺跡

21：八後遺跡

26：白山古墳

31：大仙堂遺跡

36：幣羅坂古墳

41：コナベ古墳

45：中ノ島遺跡、

第113図 調査地位置図（周辺遺跡配置図 1/50,000) 

2：西山遺跡 3：五谷遺跡 4：：瓦谷古蹟群 5：上人ヶ平遺跡

7 : i頼後谷遺跡 8：高麗寺跡 9：泉橋寺跡 10：鹿背山城跡

12：赤ヶ平遺跡 13：燈能寺廃寺跡 14：燈能寺遺跡 15：内田山古墳群

17：上津遺跡 18：木津城跡 19：天神山古墳群 20・大谷窯跡

22・木津遺跡 23：木津北遺跡 24：土師七、ノ塚古墳群 25：坊谷古墳

27・樋ノ口遺跡 28：相楽遺跡 29：八ヶ坪遺跡 30：曽根山遺跡

32：大畠遺跡、 33：音如ヶ谷瓦窯跡 34：音釆谷古境 35：歌姫西瓦窯跡

37：歌姫瓦窯跡 38：佐紀陵山古墳 39：マエ塚古墳 40：ヒシアゲ古墳

42：ウワナベ古墳 43：平塚 1. 2号墳 44：不退寺裏山古墳

46：梅谷瓦窯跡 47：鴛塚古墳
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(1）西 山 壕古墳

1. 調査の経過

西山塚古墳は、京都府の南端で、平城山（奈良山）丘陵を挟んで大規模な古墳群や平城京

を擁する奈良市と境界を接する相楽郡木津町に所在する。

この古墳の発掘調査は、古墳全体を対象とし、内部施設も含めた古墳の形態や構造を知

る目的で、平成3年度事業として開始した。その結果、墳丘の構造や、外部施設の内容、

周濠の存在、内部施設の構造などが判明した。

ところが、この調査のなかで、墳丘築成状態を知るために設定した断ち割り部において、

墳頂面で検出した埋葬施設と上下に重層するかたちの新たな埋葬施設の存在を確認した。

そこで、この下部の埋葬施設の調査を翌平成4年度に実施することとなった。その成果

については、すでに昨年度報告で概略を紹介し、当センタ一発行の刊行物にも若干の考察

を加えて掲載している。本章は、後者の報文を一部修正したうえで再度掲載し、これに簡

単な出土遺物の観察記録を加えたものである。

2. 調査概要

(1)古漬の立地

西山塚古墳は、木津川水系の河谷盆地である山城盆地の南端を馬蹄形に取り囲む丘陵

（平城山丘陵）上に立地する。すなわち、標高lOOm前後の山塊から派生する尾根の鞍部の

比較的高い場所（標高77m前後）に位置するが、古墳が立地する地点は、尾根筋といっても

幅約lOOm・長さ約170mにわたって平坦な地形であり（西側の沖積平地との比高差は約40

m）、古墳は、その平地部の南寄りに占地している。このため、丘陵尾根部に通有にみら

れる古墳とは異なり、平地部に築造される古墳の築造技法、すなわち周濠を完周させ、 そ

の排土を利用して墳E盛り土とする方法で築かれている。

(2）境正と外部施設

墳形は円墳で、墳Eの基底径（対向する周濠外傾斜面の下縁聞の規模）は、26.0mを測る。

墳Eは2段築成で、l段目墳正上面テラス（現状で約0.3～1.3mを測るが、外縁は旧状

が失われている）の内方に 2段目墳丘（基底径約20.Om）をすべて盛り土で築く。周濠は、

底面に幾分起伏があるが、基本的には逆台形状の断面形を呈しており、 l段目墳正の基底

ラインを明示している。上縁幅は現状では約5.0～7.0mを測るが、墳E内に保存されてい
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第114図西山塚古墳・西山遺跡調査区配置図

q
，ム

ヴ

i
1
i
 



木津地区所在遺跡平成4年度発掘調査概要

医I]葺石の遺存範囲

。 原位置を保つ埴輪
0 10m 

Y＝ー・16,170 Y=-16,160 Y＝ー16,150

第115区l西山塚古墳平面図

る旧表土面の高さから推定すると、本来は幅7.5m・深さl.5m前後の規模で、あったことが

復原できる。

外部施設として、葺石（ 2段目墳丘斜面）と埴輪列（1段目墳丘テラス）を確認したが、残

存状態は、墳丘面の流失などで良好とはいえず、その多くが周濠内に転落していた。総出

土量から判断して、葺石は 2段目墳丘斜面全面に、テラスの埴輪列については、比較的長

い間隔（2.0m程度）で一重に樹立されていたものと考えられる。また、その出土位置など

から、墳頂部に埴輪がめぐっていたことも想定できるが、現位置を保つものはなく、本来

の墳頂面は削平されて失われているものとみられる。
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(3）墳頂部の埋葬施設（内部主体）

墳丘中央部（墳頂部は現状で直径約12.Omを測る）において、主軸を南北にとり 、東西に

並列する大小の埋葬施設を 3基確認した。いずれも木棺直葬形式で、その位置は、平面的

にみれば、中央棺を中心にして、その東西に一部墓壌を重複するように各 l棺を配するが、

西棺は、後述するように構築面が他とは異な り、より下位に位置する。

構築面の相違及び墓墳の重複関係より、西棺→中央棺→東棺の先後関係が確認できるが、

3者の配置が墳頂部において均等に割り付けられていることからすると、当初から 3棺並

葬を意図していた可能性がある。

そこで、これらを構築順に第1～ 3主体と呼称することとする。 以下、各主体部ごとに

その概要を説明する。

a.第 1主体（西棺） 現存墳頂面を約0.6m掘り下げて初めて検出され、後述するよう

に構築面が他の2主体とは異なってより下位にある。こうした事情に加え、古墳の中心よ

りやや商に偏って位置することから、盗掘や撹乱を受けていない。

墓墳は、横断面形が基本的には 2段構造を呈する。上段墓壌は、土盛りして構築したも

の（構築重量）で、棺の長辺倒lj（東西側）にのみ土堤（土塁）状に存在する（土堤の南北長約8.5

m・ 高さ0.6～0.8m・基底幅約2.0m、東西の土堤聞の距離＝上段墓嬢の上幅約2.5m）。

この土堤は、棺の短辺側には周り込まず、両小口は上段墓墳が存在せず側方に開放され

ていた可能性がある。下段墓墳は、上段墓域底の縁辺にわずかに平坦面を残してその内方

に長方形プランに掘り込まれる（長辺5.8m ・幅約1.5m ・ i奈さ0.3～0.5m）。

木棺は、板材（厚さ0.05～0.09m）を組み合わせて箱形に構成したもので、内法長4.9

m・ 同幅0.45～0.6m （北側ほど広い）を測る。両小口の棺材の組み合わせ方式は、長辺の

ほ71

側板が小口板を挟んで棺の主軸方向に突出するタイ プ（A型）を詠る。長側辺の側は、通例

の組合式木棺と異なり、複数の板材（各辺宛2～ 3枚）を継ぎ足して構成しており、平面的

にみると、各材の接合部を境に側のラインが屈折している。棺底は小磯敷きで、底板は痕

跡すらなく当初から設けていなかったものと考えられる。棺内は、 2枚の仕切り板で3空

間に分割し（内法長は北から0.6m・ 2.5m ・ l.8m）、中央の空間に l体の遺骸が頭位を北

にして埋葬されていた（枕石と頭骨の遺存による）。棺の設置は、下段墓壌底に直接長側板

と小口板・北仕切り板を据え置き、周囲に土を裏込めするように充填して棺材を固定する。

ただし、墓嬢の北端部は、 棺の主軸に沿って1.Omの範囲がl段深く掘り込まれており （排

水の機能をはたしたものかもしれない）、 ここに砂質土を入れた上に棺材が置かれている。

棺内（四辺の側板で箱形に組まれた内部）には粗砂混じりの土が0.10～0.15mの厚さで充填

され、その上面に直径およそ l～ 5cm程度の円磯（チャー トが主体）が上下方向に重層する
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ことなく l重に敷設される。この棺底磯敷面は、中央の空間（主室）は長軸方向でほとんど

高低差を示さないのに対し、南北の空間（副室）では、いずれも北側ほど高く傾斜させてい

る（充填土の厚さで調整している）。 仕切り板は、北側では側板と同一面に設置されるが、

南仕切り板は、棺内にある程度充填土を入れた後、これを溝状に掘り込み、底に扇平な石

を並べてこの上に設置する。棺底磯及び四辺の側板の内面 ・仕切り板の両面と底面に赤色

顔料がみられるが、いずれも棺として構成する以前の段階で塗抹されていたものと考えら

れる。

副葬品は、棺内外から出土した。その配置を示すと、棺外では革製漆塗盾「接（棺北端

から主室の北半の棺葦上）、鉄矛と石突が1対（棺外東側全長3.5m）が供献されていた。盾

は、棺の西半に偏って頭部を南にして置かれていたが（全長＝高さ約145cm）、棺材の腐朽

による棺蓋の陥没に伴って、その東半部（向かつて左半部）が棺内に落ち込み、図上復原の

根拠は残していたものの、概して遺存状態は悪い（最大60cmの幅で、残っていたが、棺西側

の部分は消失していた）。

棺内遺物は、主室では、北枕で埋葬された l体の遺骸の上半身の両側に鉄製利器類（遺

骸の左側に鉄剣・鉄万各 l口、右側に鉄剣 l口）が鋒を南にして（刀は刃先を外側に向け

て）置かれていた。枕石は、長径15～20cm大の自然石（円磯）を 3個用いて山形プラ ンに設

置したもので、付近に頭骨や歯牙が散乱していた。西側の剣と東側の万には、把部分に漆

膜の広がりが認められ、黒漆塗木製把装具の痕跡とみら:Ptl.i（素地の木質は腐朽して残っ

ていない）。 さらに、東側の万の把縁突起部の周辺には滑石製臼玉が70点余り点在し、把

部に付装されていたものかもしれなしミ。

南副室には、北半部に矢鍛が集中して埋納されていた。このうち、仕切り板に接するよ

うに鋒を北に向けた鉄鍬は、いずれも全長約18cm前後を測る長頚鍛で、東西2群（東23

本・西30本）に分割して束ねられていた。矢柄は腐朽して残らないが、その下端の矢羽根

の装着部に塗布された黒漆膜が長さ9.5cmにわたって良好に遺存して制（東群の漆膜は遺

存状態が悪い）、その下端を矢明とみた場合、矢の全長は約80cmに算定で、きる。また、矢

筒（靭か？）の存在をうかがわせる赤黒それぞ、れ3単位を縞状に交互に塗り分けた帯状漆膜

（幅3cm）が、矢と直交する方向に間隔をおいて4条確認された。鉄鍛の周囲には竪櫛7点

が鍛を取り巻くように散在し、東西の鉄鍛群の間隙には臼玉が277点集中していた。これ

ら矢鍛の南方には、なお lm余り の空間が残されるが、ここには実態を残す遺物は副葬さ

れていなかった。

北副室内は、副葬遺物が乏しく 、わずかに用途不明の環状漆膜（外径約8.0cm）と臼玉4

点が出土したにすぎない。
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b.第2主体（中央棺） 墳丘のほぼ中央に位置するため、棺の長軸方向にそった溝状の

盗掘を受け、大半が破壊されて残らない。

墓壌は、やや幅広の長方形プラン（長軸約4.8m・幅約2.7m）を呈し、その中央に組合式

木棺（外寸幅0.6m）を直葬するが、大半が失われている。わずかに残った北小口の状況か

ら、小口板が長側板を挟んで棺に直交する方向に突出する組合方式（音量）を採ることがわ

かる。

伴出遺物は、墓壊北東部で折損して鋒部を失う鉄万 l口が残されていたにすぎないが、

ほかに盗掘坑埋土中や、墳丘2次堆積土（流土）中から出土した長頚鍛や須恵器の小片（T

K47型式前後の杯・器台・査・蓋）がこの埋葬施設からの出土品であった可能性がある。

c. 第3主体（東棺） 第2主体と同一面（＝墳頂面）から掘り込まれ（掘込墓墳i強 ）、隣

接する西側が重複してより新しい。盗掘は受けていない。

隅丸長方形プラン（長軸3.7m・幅1.2m）を呈する l段墓壊（現状での深さ0.65m）底に、

割竹形木棺（身の長さ3.4m・同幅0.6m・同高さ0.25m）を直葬したものである。棺は、平

坦な墓壌底に直接埋置させ、身の高さまでその周囲を裏込め状に埋め戻して棺を固定する。

両小口は、拳大の磯塊（自然石を使用）で閉塞する（両小口の磯塊に挟まれた空間の内法長

約2.0m）。木棺内面及び棺内に面する側の閉塞石に赤色顔料が塗布されている。棺内の北

側閉塞石に接して普通円筒埴輪を縦に半載したものを棺の主軸に直交させて設置している

が、これは枕の機能を果たしていたものと考えられる（埴輪転用枕）。

副葬遺物は、棺内に限られ、遺骸の上半身左側（東側）に鋒を南に向けた鉄万 l口が、ま

た南側の閉塞石に接する位置で竪櫛数点が出土した。

(4）古墳の構築方法（墳丘築成と内部主体の構築との関係）

この古墳については、現状保存は困難と評価されたので、墳丘の構築方法を探る目的で、

内部主体の主軸に合わせて墳丘を縦横に基盤層まで断ち割り、断面観察を行った。その結

果、先に記した墳丘内の深層位に構築された第 l主体を確認するとともに、古墳の構築方

法の大要を知ることができた。以下、これらの観察記録にもとづいて復原される古墳の構

築過程を順を追って説明する（第117図参照）。

①まず、 古墳築造予定地の中央部西寄りに、東西の基底幅7.7m （おそらく短径）・高さ

約0.5mの低平な土壇を築く 。この土壇は、隣接する北西側の旧表土層あるいは地山の表

層部（風化が進行して灰色を帯びた粘質土）を若干掘り下げてその排土をかき寄せるように

形成したものと思われる。

②次に、この土壇を基礎に、その斜面に寄りかけるように小単位の土を連続的に土盛り

して（厚さ約0.5m）、 一定の高さを保つように周囲に拡幅していく ［第 l次盛り土］。この

口同
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土盛りに用いられた土は、周濠掘開の排土が利用されとものと推測され、掘り込まれた土

が比較的表層に近い土のため、風化を受けた灰色系の土が主体を占める。 l段目の墳丘は、

周濠掘開で内方に掘り残された基台をそのまま利用するため、基本的にはその上面は旧表

土面と一致する。ただ、西～北側は、旧表面がすでに掘り込まれているため、第 l次盛り

土以前に盛り土（最大厚0.5m）で同一レベルになるように調整している。

③第 l次盛り土の上面を水平にならし、赤色系土を薄く敷いて（厚さ0.05～0.25m）、圧

を加えて整地する［第 l次整地土］。

④第 I次整地土を基礎にして、第1主体を構築する。つまり、この整地土を掘り込んで

下段墓壌とし、その内部に棺を造り付ける。そして、その長側辺側に土堤状の高まりを築

いて、基本的にはその内傾斜面を上段墓壌壁とする（既述）。さらにこの土堤を核にして第

l次盛り土と同じ手順で周囲に土盛り作業を行う （厚さは土堤の高さと一致し0.6～0.8m

を測る）［第2次盛り土］。この土盛りに用いた土も周濠の排土であるが、この段階では周

濠掘削がより深く進行して堅固な地山層に達していたため、黄灰色系の土が主に使用され

ている。

⑤第l主体の埋葬行為終了後、墓壊内を埋め、さらに第2次盛り土の上面をならして、

精選された灰色土を薄く敷き詰め（厚さ0.05～0.2m）整地する［第2次整地土］。この整地

層は、調査時点では棺の腐朽に伴う陥没で棺上部分が「U」字形に大きく乱れていた。

⑥第2次整地土の上に再び黄色系の周濠掘削排土を用いて土盛りし、 一但墳Eを完成さ

せる（現状での最大厚さ0.65m) ［第3次盛り土］。この盛り土作業は、比較的水平基調に

行われ、そこに土壇や堤状の高まりは認められない。墳頂における整地層も想定されるが、

削平されて残存しない。第2・3主体は、すでに述べたとおり 、この墳頂部を掘り込んで、

営まれる。

このようにして完成した墳丘は、基本的には l段目墳Eは、周濠掘削で内方に掘り残され

た円形基台を特に整形することなくそのまま利用 し（高さ1.5m）、2段目墳丘はすべて盛

り土で築成され（現存高さ2.Om）、墳丘の総高は周濠底から現存3.5mを測ること となる。

3. 出土 遺物

今回の調査によって出土した遺物は、その種類や素材の点で多種多様にわたる。これら

は主と して墳丘の外部施設として用いられた埴輪類、あるいは墓前祭把に用いられたかと

みられる若干の土器類（土師器直口査）、及び墳頂部の埋葬施設（内部主体）の副葬品に大別

できる。これらの遺物は、現在、理化学的な処理も含めた整理の段階にあるため、その詳

細については正報告に譲るとして、ここではその概要を紹介するにとどめる。
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( 1)埴輪類

円筒埴輪が出土量の大半を占めるが、家 ・鶏 ・馬形などの形象埴輪も少量ながら存在す

る。ここでは、整理が進んでいる円筒埴輪についてその様相を概観する。

これらは大きく普通円筒と朝顔形円筒に分類でき、前者が圧倒的に多い。両者の樹立位

置関係については、 I段目墳丘テラス面に残された埴輪の基底部と、周濠内出土資料との

対応関係が明確でなく、その詳細を知ることは困難であるが、普通円筒埴輪数本おきに朝

顔形円筒埴輪が立てられていたことが、出土位置からおよそ想定できる。

普通円筒埴輪（第118図－ 1・3) 形態及び規模の点で大きく 二類に分類できる。一つ

は、器高37.Ocr目前後で2条のタガ状突帯（以下「タガjと記す）をめぐらせたもの（A類、

第118図－ 1）。 他の一つは、規模が一回り大きく（器高約44.0cm）、3条タガによって外面

を4段構成にしたものである（B類、第118図－3）。 出土量からみればA類がB類を圧倒

し（後者は図示した個体 l点のみ）、 A類がこの古墳の一般的な埴輪相を示すものとみられ

2 3 

第118図西山塚古墳出土造物実測図(1) 埴輪類

-181 



京都府遺跡調査概報第56冊

る。形態的な特徴は、 A・B類ともに、底径に対し口径がやや大きく、底部から口縁にか

けて直線的に聞くものが多い。口縁端部は、外反するものはなく、すべて直口口縁である。

タガで画された各段の幅は、最上段を一般段よりやや広くとるものが多い。これに対して、

最下段は、一般段と同じ、あるいはやや広くとるもの、逆に狭くつくるものなどがあって

一定しない。タガは、各面があまりくぼまない台形断面を基本とし、側面が外下方に傾く

ものが多い。透孔は、すべて円形で、 A類の場合2段目に、 B類では3段目に、対向する

ように 2孔穿孔する。段問の穿孔位置は、段の中央または上段タガに偏する ものが多い。

A類では、こうした通常の透孔以外に、最上段の下位に径2.0cm内外の棒状工具の刺突に

よる小円孔（いわゆる「副次的穿孔」 ）を lか所、下段の透孔の対向軸線に対して直角ある

いは45＇振れた位置に穿つものが目だって多い（観察対象 8個体のうち 5例に認められる）。

埴輪の製作技法については、さまざまな手順を組み合わせたいくつかの手法をみいだす

ことができる。A類の場合、底径が15cm前後と小規模なため、最下部の粘土帯は「一帯造

り」で製作する。各粘土紐（帯）の接合を目的とした成形には例外なく縦方向のナデを用い

る（内面のみ観察可能）。調整技法は、外面では、タテハケ(1次）→B種ヨコハケ（2次）を

基本とするが、l次のタテハケ調整のみで完結するものも少量存在する。通常の調整手法

を用いる場合、図示した個体のように最下段の2次調整を完全に省略するものと、全面に

2次調整を加えるものがある。後者の場合、最下段のヨコハケは、段幅に満たない工具原

体による 1周限りの施行で未調整部分を残すものが大半である。これに対して、 2段目以

上の2次調整は、段聞をくまなく調整するものが多い。その方法として、段聞を上下2段

にわたってヨコハケ調整を加えるものが多い。ただ、それを詳細にみた場合、別個のヨコ

ハケを上下2段に重ねたものと、下段と上段のヨ コハケを連続的に繋げ、いわばヨコハケ

を「螺旋状」に施したもの（下段のヨコハケの末端をナナメ上方に上げ、以降ハケの施行

方向に向かつてナナメハケを連続的に充填する）がある。後者の技法は、観察対象の8割

弱を占め、本資料群の定型化した手法のーっと捉え得る（「螺旋状jB種ヨコハケ）。

内面調整は、器体上半にハケ目を多用するが、それを全く省略するものもある。ハケ目

を加える場合、大半が最上段を中心にヨコまたはナナメ方向に施すが、なかには、 l段目

タガ位付近から口縁端にかけて左上がりヨコハケを用いるものや、最上段に条痕をとどめ

ないヨコ方向の板ナデを加えるものが散見される。なお、 A類の外面2次調整省略の資料

のうちの l点は、内面調整も全く省略しており 、タガも断面が丸みを帯びた長三角形を呈

する。この個体に限り外面の2段目に lか所、 3段目に4か所絵画風の線刻がみられる。

B類は、底径が約24.0cmと大きしために底部輪台は「二帯造り」となる。器面の調整

は、外面は、タテハケ（ 1次）→B種ヨコハケ（2次）で、最下段の2次調整は省略する。l
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次調整のタテハケは、底部から口縁にかけて、上下3段に分けて円弧を描くように施行し

ており、小工程（乾燥工程）を反映するものとみられる。2次のB種ヨコハケは、段幅に近

い工具を用いて、各段あて l周の施行で段問をくまなく調整する。内面調整は、下端から

透孔の位置付近までやや右傾するタテハケを施した後、全面にわたって左傾するナナメハ

ケ（上位ほど傾度を強め、口縁段ではヨコハケに移行する）を加える。これらは、タガ貼り

付けの際の内面ユビナデによって消されているので、l次調整である。

朝顔形円筒埴輪は、完形の2個体を観察対象にした（第118図 2）。いずれもA類の円

筒部に朝顔形の肩 ・口縁部を付加したものである。口縁部は、口縁部中位突帯を境に小工

程に分割され（口縁部分割成形）、I次口縁上端内面を基礎に2次口縁を付加して製作する。

両者の接合部外面は、擬口縁とならず平滑で、中位突帯はすべて粘土帯の貼り付けによ り

作る。円筒部の成形・調整手法は、 A類の典型例（特に外面2次調整に「螺旋状」 B種ヨ

コハケを用いる）と変わるところはないが、内面は、成形段階のタテナデのみでハケなど

の調整は加えられていなし、。肩部の外面には、ていねいな指頭によるヨコナデが施され、

先行するタテハケ（あるいはナナメハケ）を消している。口縁部の調整は、各小工程（1 

次.2次口縁の境）問で別個に行われ、l次口縁外面はタテハケ（上からみて正放射状）、

同内面は横方向の静止痕をとどめる継続的なヨコハケ（他の1個体はさ らに上半に断続的

なナナメハケを加える）を施す。2次口縁外面は、左傾するタテハケ（上からみて斜放射

状）の後、上半をヨコハケ、同じく内面は 1次口縁との接合部付近を指頭ヨコナデした後、

静止痕をとどめる継続的なヨコハケと断続的なヨコハケを上下に重ねて調整する。口縁端

部（口唇部）の成形は指頭ヨコナデによるが、このナデは内面側にはほとんど及ばない。朝

顔形円筒埴輪の透孔の形態は円形で、その穿孔方式は、2段目と 3段目に、段を違えて交

互になるように、段あて対向する位置に 2孔ずつ配する。また、図示した個体には肩部に

「副次的穿孔jがI孔、2段目タガと同じ立面位置に刺突されている。

これら円筒埴輪の焼成は、いわゆる須恵質で、朝顔形円筒も含めてA類は、j炎茶褐色～

暗灰色を呈するのに対して、B類は、やや軟質で淡黄灰色に発色している。いずれも黒斑

はなく、また、高温による焼き歪みで変形した個体もみられない。

(2）第 1主体部出土の副葬品

鉄鉱（第119図－1～12) 棺内南副室に埋納されていた矢鍛の鍛部分の一部を図示した。

上段（ 1～6）が矢鍛西群、下段（ 7～12）が東群である。 いずれも尖根系の典型的な長頚鍛

で、収束された鍛群の中には平根系鍛を全く混じえない組成を示す。これらの長頚鍛は、

茎尻を折損するものもあるが、およそ全長17.0～19.0cmに統ーされている。これらは、そ

の形態から鍛身部の直下の頭部片側に逆刺をつくるもの（ 「有片逆刺式」） と、頚部片逆刺
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第119図西山塚古墳出土遺物実測図（2) 鉄器類
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をもたず鍛身部を柳葉形につくるもの（「柳葉式J）に大別でg弘

長頚有片逆刺式は、鍛身部が長三角形を呈し、鍛身関部が比較的明瞭で両角関あるいは

斜め関を呈するもので、鍛身長が概して短く（約2.2～2.5cm）、その分、頚部長が大きい

（約12.0cm）。 ただ、 4は、鍛身幅が狭く、鍛身関部も不明瞭で、、頚部にゆるやかに移行す

る特異な形態を示す。片逆刺は、すべて鍛身部とは分離して独立している。

後者の長頚柳業式は、鍛身長が有片逆刺式に比して長く（4.0～5.0cm）、逆に頚部長を相

対的に縮小(10.Ocm前後）して、全長としては有片逆刺式とほぼ同じ長さにそろえている。

これらは、鍛身部の形態からさらに二類に分離できる。一つは、刃部先端から「ふくら」

を有して、鍛身関部に至るラインが内湾し、「ふくら」幅とほぼ同じ規模の「山形関Jを

経て頚部に至る線も内湾するもの（5・11・12）で、典型的な柳葉形を示すもの。他の一つ

は、鍛身部側線がくびれず、鍛身関部を設けることなく鍬身から頚部へゆるやかに移行す

る、いわゆる「椿葉形」に近い形状を示すもの（ 8～10）である。

いずれも、銃や矢柄の根太巻に覆われ断面形状を正確に観察し得ないが、倣身は鏑をも

たない両丸造り、頚部は長方形、茎部は円形に近い方形断面を呈するようである。

なお、本資料群には「長頚片刃箭式」がl点も含まれぷL。

鉄鉾・石突（第119図ー13・14) 棺外の東長側板に近接するように鉄鉾先と鉄石突が対を

なして副葬されていたもので、木柄部は腐朽して失われていたが、両者が元位置を動いて

いないものと仮定すれば、全長約3.5mを測る長柄の鉾となる。

鉾先(13）は、臼杵氏分類の「山形扶円筒袋有関広鋒鏑造り」に該当字弘袋部長

(13. 2cm）に対して身部長（18.9cm）が1: l. 4の割合で長く 、鉾身の造りも断面が鏑の不明

瞭な両丸造りに近い菱形断面を呈し、身厚も薄い点は古色を示す要素である。

石突(14）は、鉄製で、板状部材を折り曲げて先端の尖った細長い円錐形につくったもの

である。ほほ完存しており、全長12.5cmを柳川、基部（木柄装着部）は断面が正円形（直径

2. Scm）で袋部の左右はよく密着している。

鉄刀（第119図 16) 棺内遺骸の左腕側部に鉄剣（図示していない）とと もに置かれてい

たものである。鞘装具と把問の木質が良好に遺存しているため、鉄万本体の形状は詳らか

でないが、片関の平造り鉄万とみられる。茎の形態は、胴部が茎尻にかけてやや幅を狭め、

刃側の一端を弧状に扶り落した茎尻を呈する （臼杵氏分類の「隅扶中組茎」）。 刃長

66. 5cm ・茎長17.9cmを測る。なお、実測図には図示していないが、把縁の腹側に柱状に延

びる黒漆膜があり、周囲に滑石製臼玉73点が連珠状に連なった状態で出土している。これ

は、把頭部に黒漆を塗った、置田氏分類の木製把装具B類に臼玉による玉纏が付装されて

いたものであろうか。
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第120図 西山塚古墳出土造物実測図（3) 笠櫛

鉄剣（第119図 17) 右腕

側部に鋒を南にして埋納され

ていたもので、刃部長

76.0cm・茎長18.9cm（ただし、

これに連続する位置に同じ幅

をもっ茎状鉄製品があり、図

示していないが、これも含め

ると茎長は31.9cmとなる） ・身幅6.0cmの長大な規模を測る（全長107.9cm）。 剣身の断面は、

両丸に近い菱形で、わずかに鏑の痕跡を残す。茎は、関からほぼ直角に切れ込んで（直角
（佳21)

関）、茎元から茎尻にかけて一定の幅を保つ。茎尻は直線状に切れ込む（一文字尻）。なお、

関部に鉄製の銅が元位置をとどめていた。また、把縁・鞘口・把頭の各部分に黒漆の被膜

が面的に広く残され、土庄で変形して旧状を知ることは困難で、あるが、漆塗りの木製装具

が付装されていたものと考えられる。

竪櫛（第120図） 棺内南副室の鉄鍛の周辺で、櫛歯の方向を特にそろえずに、ばらまか

れた状態で出土したものである。総数7点を数えるが、いずれも歯の部分に、薄く漆が塗

ってあったものの、極めて脆弱であるため、ムネ部しか取り上げることができ なかった。

これらは、ムネ部の規模から、大（幅3.5cm ・高さ3.0cm）、中（幅3.2cm ・高さ2.5cm前後）、

小（幅2.lcm前後 ・高さ1.7cm前後）の三者に分類できる。規模の大小を問わず、いずれも同

工であるようで、幅1.5mm前後の竹ヒゴ（大で10本前後）を幅のある縦糸で緊縛し逆「U」

字形に折り曲げてムネの下部を巻き縛る。ムネの巻き縛りには、非常に細かい横方向の条

痕が観察できるが、その素材が糸であるのか樹皮状のものであるのかは肉眼では判断でき

ない。巻き縛りの下縁に沿って横様がわたされ、細目の糸で歯をかがっている。

4. 小結

今回の調査成果及び若干の問題点を列挙すると、以下の諸点に要約できる。

(1）古墳は、丘陵尾根上に立地するが、その環境が平坦地形のため、平地部の古墳と同じ

原理で築造される。すなわち、 完周する周濠を有し、基底径26mを測る墳正（円墳）は 2段

築成で、多く （墳E総高の約2/3）が周濠掘削の際の排土を利用した盛り土で構築される。

(2）外部施設として 1段目墳丘テラスに l重の埴輪列、2段目墳丘斜面に葺石が施される

が、墳E面の流出によりその遺存状態はよくない。

(3）墳頂部（墳丘中央部）に主軸を南北にそろえた埋葬施設が面的にみると、東西に3基並

列する。いずれも木棺直葬形式の竪穴系埋葬施設で、西棺→中央棺→東棺の先後関係が判
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明した。

(4）墳丘の断面観察によると、土塁や土壇を核としてそれに寄りかけるように小単位の土

を重ね置きして順次周辺域に拡幅し、一定量に達するとその上面を水平にならすことで完

結する工程（作業単位）が認められる。そして、この手順を上方に3回繰り返すことで墳丘

(2段目墳丘）が構築されていることがわかった。また、内部主体は、異なった高さに重層

的に設けられ、その構築面は、上記の墳丘土盛り工程面に対応することが判明した。すな

わち、第 l主体と第2・3主体の構築面には約 lmの高低差があり、前者が第l次盛り土

工程面を基礎に構築された後（構築墓墳）、上位に2単位相当の土盛り工程が付加され、完

成した墳丘頂部に後二者が掘り込まれる（掘込墓墳a類）という関係が明らかとなった。

(5）埋葬施設の構造やその付属施設（枕状施設の使用）に非畿内的要素が散見される。具体

的には、第 1・3主体の棺の構造と枕状施設に認められる。すなわち、前者（第 l主体）の

場合、棺が底板の省略や長側の複数板の使用に示されるように、外部で組み上げることが

不可能な構造を採り、かつ自然石による枕石を使用している点に顕著に認められる。また、

第3主体では、棺の両小口を磯塊で閉塞し、円筒埴輪を枕に転用している点が畿内中枢部

においては稀有な構造と捉えることができる。とりわけ、第l主体の木棺は、容器として

機能する「棺」というよりは、むしろ遺骸を取り囲んで保護し、副葬品などを収容する空

間を確保する「囲いjというべきもので、あえて構造的な類例を求めるならば、板状石材

を用いて箱（室）状に組み付ける「箱式石棺」に近似する。ところで、古墳時代における箱

式石棺の分布域のーっとして、山陰地方東部が挙げられる。この地においては、こうした

石棺に他ではみられない枕状施設（自然石や士師器を転用したCあ）を敷設する例が多く 、

両者が密接不可分に結び付いた葬制における一つの文化圏を形成している。さらにこの地

域の東部に位置する兵庫県豊岡市を中心とした地域では、箱式石棺の系譜をひく木棺がみ

られる。このような「箱式木棺」とでも呼ぶべき埋葬施設は、棺材の変化に呼応するよう

に、小口側に副室を敷設するかたちで長大化する。こうした形態の木棺の分布はまた、隣

接する丹後・丹波地域に散在的に拡大するが、結果として、より広範な地域にまでは波及

しないようである。このような中で、西山塚古墳の場合、畿内中枢部にあっては異質とも

いうべきこうした山陰東部系の埋葬施設構造の影響を多分に受けている。一般に棺の構造

がヤマト王権の葬制規制の対象外であり 、かつ出自集団の伝統的葬法を反映しているとす

るなら、あるいは、西山塚古墳の被葬者の出自が彼地に求められるのかも しれない。

(6）古墳の築造時期に関しては、各埋葬施設の時期差も考慮しなければならないが、副葬

品の内容やその組成、豊富な埴輪資料などから、総じて 5世紀の後半代に納まるものと考

えられる。 （伊賀高弘）
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( 2）官IY出遺跡

1. 調査の経過

西山遺跡は、平城山丘陵の北側で、木津川の形成した沖積低地を馬蹄形に取り囲む丘陵

の縁辺に位置する。

この地は、古代における官道（北陸・東山 ・東海各道）に近く、遺跡から西側を見下ろす

と平城宮に向かう道（コナベ越え）が、東に転じると平城京外京に通ずる道（奈良坂越え）が

丘陵裾を通過しており、この両道は、現在では遺跡地のすぐ北側で合流してさらに北上し

ている。このような交通の要衝にあって、付近には古い神社や古墳などが多く知られ、 こ

れまでに上人ヶ平遺跡や瓦谷古墳などの発掘によって注目される成果が得られている。

このような環境にある西山遺跡については、 『京都府遺跡地図jには散布地として登録

され、土師器 ・須恵器 ・サヌカイト剥片が採取されたとある。この遺跡の発掘調査は、関

西文化学術研究都市の開発に伴い、住宅・都市整備公団の依頼を受けて、昭和62年度から

継続的に実施しており、今回で3次を数えるにいたる。

過去の調査を簡単に振り返ると、昭和62年度は、遺跡の範囲確認に主眼を置いて試掘 ト

レンチを各所に配した。その結果、遺跡の範囲を概ねおさえうる成果が得られたほか、ほ

ほ完存する古墳時代終末期の聾棺墓（SX6801）を l基検出した(1次請釜）。つづく 2次調

査は、平成3年度に実施し、先の調査で聾棺が検出された遺跡の北寄りに面的な調査区を

設けて調査にあたった。その結果、方墳2基と奈良時代の掘立柱建物跡 1棟を検出した。

このうち、北端で検出された古墳（ S X02）は、東辺の周溝内に陸橋状の張り出しを有し、

これに接して玉類などが出土する祭杷遺構が付随して♂生。

こうした成果を受けて、今回は遺跡の南半部分に広範なトレンチを設定して発掘調査に

あたった。

2. 検出 遺 構

調査によって検出された遺構は、弥生時代後期の竪穴式住居跡2基、 7世紀代の聾棺墓

1基、奈良時代と推定される掘立柱建物跡2棟で、すべて調査区の北半部にある。南半部

では、不定形士坑・溝などが検出されたが、これらは地境溝など近世以降に下るものと考

えられる。

S H9201 中央西寄りで検出した竪穴式住居跡で、平面プランは不定形な隅丸台形を
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抜競弱均泌物誠。
第122図西山遺跡 S H9201実測図

3m 

呈する。周壁溝は東半

部を「コ」字形にめぐ

るが、西半（西辺部）は

断続的で四周をめぐら

ない。床面は硬く締ま

り、炉の痕跡を示すも

のはない。小規模（径

20～30cm）なピットを

床面で複数検出した

が、いずれも浅く主柱

穴の区別は容易でな

い。床面直上で聾2個

体が出土した。なお、

埋土は多量に炭を含ん

だ黒色土で、この住居

が焼失したことを示す

ものかもしれない。

SH9202 SH9201と約30mの間隔をおいて北北東に位置する正方形プラン （一辺8.0

m前後）の竪穴式住居跡である。周壁溝が二重にめぐり （内側の周壁溝で固まれた範囲は一

辺約5.5m）、拡張を伴う建て替えが行われたものと考え られる。床面は、大小のピットや

不整形士坑で乱れるが、地山の磯層面を床面として利用している。深く掘り込まれたピッ

トから、 4主柱穴構造に復原でき、建て替えの前後を問わず南壁中央に方形土坑を敷設す

る。この浅い皿状の土坑から完形に近い菱形土器（第124図－6）が据えられた状態で出土

しており、この住居跡の機能時期を示す資料になり得る。

s x 9206 両住居跡のほぼ中間に位置する土器（聾）を転用した埋葬施設である。ほぽ

同形同大の土師器長胴聾形土器を合わせ口にして、横位に据え付けて棺本体としたもので

ある。棺内外ともに副葬品はない。その構造や規模は、北西に約llOmの地点で検出され

た斐棺墓(1次調査のSX6801)と同類で、ともに 7世紀代に営まれたものと考えられる。

S 89204 S H9202に西接する 3間（7.Sm）× 2間（4.Sm）の南北棟の総柱建物跡であ

る。柱痕跡（径20～30cm）を残すものは少ないが、柱間寸法は、桁行中間10尺・同端間 8尺

等間（造営尺0.297m＝天平大尺）に復原できる。掘形は、 一辺0.6～1.2mの方形を基本と

するが、崩れて不整形のものも多い。全体に浅く 、本来の造営面は削平が相当進行してい
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るものと思われる。柱穴内に

遺物はないが、隣接する SH 

9202上層埋土（造成土の可能

性がある）中から須恵器長頚

査が出土したことから、奈良

時代（ 8世紀代）とみてよい。

S 89205 S B9204の南

に縦列する 3間(lo.7m）× 2 

問（4.Sm）の南北棟総柱建物

跡である。柱間寸法は、桁行

柱問12尺・梁間 8尺（造営尺

はSB9204と同じ）を浪ljる。

掘形は一辺0.7～1. Omで、径

25cm前後の柱痕跡をとどめる

ものもある。また、北方向へ

の抜き取り痕を有する掘形も

ある。なお、この建物跡の周

囲には、現状での上縁幅0.4

～l.Om －深さ約0.3mの素掘

り溝が建物跡の側筋に沿って
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第123図西山遺跡 S X9206実浪lj図

めぐっている（東側は調査区外のため四周をめぐっていたかどうかは不明）。建物入側柱列

との間隔が3.0m近くあり、雨落ち講とは考えられない。悪水処理あるいは倉戸令の規定

にみえる防火用の施設であろうか。

この溝による方形区画内で建物跡の西に接して、径1.1 mの円形プランを呈する焼土坑

がl基検出された（S X9207）。断面形は 2段に掘り込まれ、 垂直面をなす下段壁のみ熱を

受けて硬く赤変している。埋土に多量の炭を含むが、出土遺物はなく、 詳細は明らかでな

い。同穫の遺構が周辺の遺跡（上人ヶ平遺跡など）で複数検出されている。

3. 出土遺物（第124図、図版第78)

出土遺物は、数量的には多くはないが、2棟の竪穴式住居跡からその帰属時期のわかる

程度みられ、また、聾棺に転用された土器も底部を欠損するが、観察対象としては良好な

資料である。 l～ 5はSH9201、6はSH9202、7・8はSX9206からそれぞれ出土した。
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lは、最大径が上半にあり、やや長胴ぎみの体部を有する「く 」字状口縁の聾である。

口縁はなだらかに外半し、その屈曲部は内外ともに明瞭な稜を残さない。口唇部は丸くま

とめるが、部分的に外傾する端面をもつか所がある。底部は体部から突出しない平底で、
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環状粘土を基礎に体部を巻き上げ成形した後に残された空隙を粘土で埋める成形法（充填

法）を採る。体部の器面調整は、内外とも縦基調の布を介在させたユピナデで仕上げてお

り、先行する調整を完全に消す。胎土は、細かく精良で、暗灰色～茶褐色を呈する。

2は、口縁部を失うが、体部が球形に近い平底の小形査である（最大腹径9.Ocm ・体部高

8.0cm）。 わずかに残る口縁の屈曲から小形長頚壷の可能性もある。底部は体部に比して大

振りで（径4.0cm）、やや下方に突出する。いわゆるドーナツ底を呈し、「円盤すえおき法j

で成形したものと考えられる。体部の調整は、内外ともにていねいなユピナデで最終調整

するが、外商には先行するタテハケがわずかに残される。

3は、体部が内湾しながら立ち上がって半球状を呈する小形鉢である。底部は、体部か

ら大きく突出する径の小さな （3.0～3.2cm）平底で、「円盤すえおき法」で成形する。器表

磨耗のため調整は不詳ながら、体部内面（底部付近）に上からみて斜放射状のハケが観察で

きる。

5は、体部が直線的に外傾する有孔の小形鉢である。突出しない小さな平底底部には、

中軸からややずれた位置に内側からの円棒状工具の刺突による穿干し（直径0.8～1.Ocm）があ

る。体部の器表は、最終ユピナデで仕上げるが、外面ではナナメハケ、内面は底部付近に

ヨコハケが先行調整として残る。

6は、半球形の体部にわずかに外半する口縁を備えた「く」字状口縁の聾形土器である。

口縁の接合部は、内外ともやや鋭く屈曲して明瞭な稜線をもっ。口唇部は、上方にやや外

傾する端面を意図するが、全体としては丸味を帯びている。器面調整は、磨耗が著しく観

察困難であるが、外面にわずかに横方向の粗い条痕（ハケ目あるいはタタキ）がみられ、内

面は平滑でナデ仕上げとみられる。器厚は、体部中位で0.5～0.7cmと厚い。胎土に砂粒を

やや多く含み、 j炎黄褐色を呈する。

7・8は、長胴球形の体部に大きく直線的に外半する口縁を備える。いずれも口径が体

部最大径を凌駕している。体部は、 4が最大径をその上端に位置させ砲弾形を呈するのに

対し、 8はやや下部（体部の中位付近）に最大腹径をもっ。口唇部は内側に肥厚し、その端

面はやや外傾した面をなす。器面の調整に関しては、体部の場合、外面全面をくまなく縦

基調のハケメ調整の後（このタテハケ調整は一部口縁部外面にも残される）、体部の下位

2/3の範囲にナナメハケ・ヨコハケを加える。内面は、指頭によるオサエとナデを併用し

て平滑に仕上げるが、 一部先行するハケが観察できる。口縁部は、内面に顕著なヨコハケ

を施し、外面は指頭による横位の粗いユピナデで成形する （8ではこのナデが体部上半に

まで及ぶ）。 器厚は、体部中位で0.4cmと薄く仕上げる。胎土は、精良で砂粒は含まず、器

面はj炎黄褐～j炎黄灰色を呈する。
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4. 小結

はじめにも記したように、西山遺跡の所在する丘陵を東に降った谷筋には古代からの官

道＝駅路であり 、大和における上ツ道の北延長にあたる旧奈良街道（奈良坂道）が通じてい

る。この街道筋に近年形成された村落を市坂村（一ノ坂とも記す）と言い、この遺跡地は現

在この字 「市坂」に含まれる。また、市坂区内の小字名として「幣羅坂（へらさか）」があ

り、そこに幣羅坂神社が鎮座している。当社は、 『延喜式jにはみえず、明治期に天津少

女命と大毘古命を祭神として奉杷するようになった。そのため、神社の裏山に当たる西山

塚古墳が大毘古命の墓であるという伝承が生じた。それはともかく、当地が少なくとも記

紀編纂時にさかのぼって「山背の幣羅坂（半量）」 と呼ばれていた可能性は高い。このへラ

サカの地は、記紀の編者によ って、崇神記 ・紀にみえる山背の武埴安彦の反乱伝承の舞台

に比定されたことに示されるように、 古来から軍事 ・交通上の要衝と認識されていたよ う

で、地理的にみても奈良朝以前の王都の所在地である大和盆地の北の玄関口に相当する。

こうした人文的 ・地理的環境の 「へラサカ」の地にあって、官道を見下ろす小高い丘陵

上に西山遺跡、は立地する。これを発掘調査することによって、種々の遺構が検出されたこ

とは重要であろう。以下、 今回の調査で検出された各遺構について、若干の評価を加え、

まとめと したい。

まず、 2基の竪穴式住居跡は、出土遺物から弥生時代後期後半（畿内第V様式）に営まれ

たものであるが、正陵上の限られた空間に 2基のみ散在的に分布し、またその立地環境は、

生産基盤である沖積低地と隔絶した感がある。むしろ、そこには一般集落としての性格は

よみとれず、有事の際の臨時の施設（いわゆる高地性集落）とみるのがふさわしい。南西約

l.5kmに位置する上人ヶ平遺跡で、これとほぼ同時期の焼失家屋が1軒のみ検出されてお

り、西山遺跡と互いに見通せる位置関係にあることは、これを傍証するものである。

次に、 聾棺墓については、 今回の調査例に加え、かつて北西約110mの地点で同種の遺

構（S X6801）を検出して話市 、西山遺跡地内の同一尾根筋稜線上において長胴蓋を合わせ

口にして棺本体とした埋葬施設が2基存在することが明らかとなった。両者の存在形態は、

尾根の先端に 5世紀代の古墳（S X02）が立地するが、位置的にはこれとは離れており、 古

墳に依存することなく単独で営まれた観が強い。時期的に見ても、 棺本体に転用された整

形土器は 7世紀代のもので、先の古墳とは直接つながらない。ところで、今回の検出例の

聾形土器が有する属性のうち、長胴タイプのものとしては器高が低く砲弾形を呈する点や、

口縁部整形の際その内面をハケ調整する技法上の特徴は、いわゆる山城地域でも木津川流
lit四）

域（南山城地域）の様相を色濃く示すものである。山城と大和の国境を限る平城山丘陵上に

あって、この地域が「山城型」菱形土器を普遍的に用いる地域の南限と理解するこ とがで
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きょう。

最後に、 2棟の掘立柱建物跡に関しては、直接遺構に伴う遺物はみられなかったが、近

在の土坑状遺構（竪穴式住居跡上層埋土）や、包含層中から少なからず奈良時代の遺物が出

土しており、当該期（8世紀）に造営された可能性が高い。さらに、建物跡の掘形が比較的

大規模であることや、造営尺に天平尺が用いられている点は、これを補強する要素となろ

う。これらの建物跡の性格については、ともに総柱構造を採ることから、床束をもっ高床

式構造の建物であり 、倉庫（「倉」）としての機能を有したと考えられる。また、当時の一般

集落の 「倉jに比して床面積（ S B9204＝約37.4m2、SB9205＝約51.4m2）、及び柱規模・

柱閉す法が相対的に大きく、特定の一般集落に帰属する「倉」とはみなしがたい。

平面形式が2間× 2間 .3問× 2聞を採り、 2棟が棟方向に縦列に並んで小群を構成す

る点は、むしろ官街の「正倉jの要素といえる。 しかし、その具体的な内容については、

これ以上の考察の余地がなく不明といわざるをえない。ただ、はじめにも記したよ うに、

その立地環境からして地方行政機構としての官街（郡街・郷家など）や寺院・荘園 ・居館付

属の私倉とみるよりは、むしろ一過性の高い軍事的な施設（たとえば山城など）に付属する

「倉」とみた方がふさわしいかもしれない。

（伊賀高弘）
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( 3） 智 容I遺 跡・瓦谷古墳群

1. 調査の経過（第125図）

瓦谷古墳を含めた周辺部（瓦谷遺跡）の調査は、昭和61年度から始まる。昭和61年度は、

今回調査地の南側谷部の試掘調査を実施し、布留式土器とともに木棺の小口板が出土する
li!30) 

旧流路を確認した。平成2年度の発掘調査の結果、この流路は、 2方向からきた流路が一

本に合流する「Y」字形を呈し、流路？から多量の布留式土器のほか、埴輪片や奈良時代

の土器も比較的まとまって出土した。また、この谷部の北側に広がる台地上でも試掘調査

(20btトレンチ）を実施し、方墳（一辺6～7m）とその周辺から土器棺 ・埴輪棺を 5基検出

し、後述する瓦谷古墳との関連が指摘された。平成2年度には瓦谷古墳の墳丘及び埋葬施

設の有無を確認するために、古墳の北半部の調査を実施した。その結果、瓦谷古墳は、直

径約30mを測る円墳で、墳頂部には 2基の埋葬施設（第l主体 ：粘土榔、第2主体 ：木棺

直葬）があり、棺内及びその周辺から多量の副葬品が出土した。

今回は、瓦谷古墳の南半分の発掘調査を実施し、墳形の規模を確定するとともに、 20bt

トレンチで検出した古墳及び埴輪棺の広がりの確認、瓦谷古墳と方墳及び埴輪棺の関連を

明らかにするため、瓦谷古墳が立地する台地部の未調製部分の全域で発掘調査を実施した。

調査は平成4年7月～平成5年3月にかけて実施した。調査面積は約6,900ばである。

調査の結果、後述するように、瓦谷古墳は全長約48mを測る前方後円墳であり、これま

での調査成果を含め、周辺には方墳8基 ・円墳 1基と埴輪棺25基が点在し、前方後円墳を

トップとして方 ・円墳、埴輪棺という 当時の階層分化を如実にあらわす遺跡であることが

明らかとなった。また、古墳時代以降には奈良時代の掘立柱建物跡のほか、中世には城館

を思わせる堀の跡もみつかった。

以下、検出した遺跡について略述するが、現地調査が平成5年の3月上旬まで実施して

いた関係上、各埴輪棺及び出土遺物の詳細については次年度以降に報告する。また、新た

に古墳がみつかったため、瓦谷古墳を含め「瓦谷古墳群jとして位置づけ、前方後円墳で

あることが明らかとなった瓦谷古墳を瓦谷l号墳と改名し、 順次2号墳とつけていった。

2. 調査 概 要

今回の調査地は、東から西に向かつて盆地方向に張り出している丘陵の先端付近にあた

る。現況としては、ほとんどの部分が明治以降の新田開発によると考えられる水田耕作地
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第125図 瓦 谷遺跡
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及び畑地であった。丘陵斜面を水田にするために、 丘陵の尾根筋は階段状にカットされ、

斜面下手に盛り土されていた。このため、調査地内は削平された部分が多く、 一部を除き、

耕作土・床土を除去すると地山面が現われる状況であった。

(1)古漬（第126図、図版第79～82)

瓦谷古墳群は、前方後円墳 l基・方墳8基・円墳 1基からなる。そのう ち、前方後円墳
（桂32)

の後円部の北半部と中心埋葬施設、方墳の一部（2号墳）は以前に調査を終了している。

瓦谷 1号墳 瓦谷 l号墳は、古墳群が立地する丘陵端部平坦面の北西端に位置し、 主軸

をほぼ真南北に向けた前方後円墳である。今回調査した後円部の南半分と前方部の大半は

後世に大きく削り取られており、調査前の地形からは前方後円墳とは想像できなかった。

調査は、重機掘削により畑地及び水田部の耕作土を除去することから始め、表土下約10～

20cmの耕作土を除去すると地山土が現われた。この地山土を順次検出 しながら、調査範囲

を広げていくと l号墳の東側で埴輪片が散在し、一部地山土がゆるやかな傾斜をも って掘

り込まれているところを確認するとともに、前方部と後円部のくびれ部分が認められた。

その結果、瓦谷 1号墳（旧瓦谷古墳）は、平成2年度の概報で報告したよ うな直径25～30m

を測る円墳ではなく、墳正の大半が削り取られていたが、全長約48m・前方部長さ約20

m・ 幅（推定）約18m・後円部径約28mを視ljる前方後円墳であることが明らかとなった。な

お、今回の調査では、大きく墳Eが削り取られていたため前方部での盛り土の有無は明ら

かではないが、平成2年度の後円部の調査では盛り土の厚さは約 lmを測る。また、前方

部は南側及び東側でE陵から切り離されており、自然地形を利用して築造している。前方

部の築造時の形状及び規模については不明な点が多い。墳正の削平の時期は明白ではない

が、 今回調査した丘陵をめぐる中世頃の溝（S DOl）が、l号墳の前方部を避けて掘られて

いることから、中世頃までは墳形をとどめていたと考える。

付表5 古墳群一覧表

す，f~ ，宵也E、 規 模 埋葬施 設 出 土 造 物

l号墳 前方後円墳 全長48m
木棺直葬・ 主体部より鏡・漆塗製品．多くの鉄器、

粘土榔 墳丘周辺に埴輪棺数基

2号墳 方墳 一辺7.9m 木棺直葬？ 埴輪片（周溝）

3号墳 方墳 一辺lOm 削 平 土師器片

4号墳 方 墳 一辺10.5m 削 平 須恵器査（周溝北東隅）

5号墳 方墳 一辺13.9m 削 平 長頚壷・高杯（東周溝）、壷（周溝南西隅）

6号墳 方 墳 一辺5.5m 削 平 査（南周溝）、石鍛（縄文？、墳丘より）

7号墳 方墳 一辺5.2m 中心に埴輪棺 土師器片

8号墳 方墳 一辺7m 自lj 平 家形埴輪（北周溝）

9号墳 方墳 一辺7m 削 平 土師器室埋納土坑、土師器片

10号墳 円 墳 径14m 削 平 なし
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前方部中央で、は後円部中央で、みつかったような中心埋葬施設はなかったが、主軸よ り東

寄りの墳丘内の地点で埴輪棺11を検出した。ただ、埴輪棺11は想定できる前方部の盛り土

の高さから考えても、棺の底が想定墳頂部の上面より lm以上低いレベルに位置するため、

l号墳の墳E構築以前に埴輪棺11が造られていた可能性も考えられる。

後円部の墳丘斜面に、埴輪棺5など3基の埴輪棺が構築されていることはこれまでの調

査で知られていt~iJ，、今回の調査でも後円部の墳丘内で新たに埴輪棺2 基（ 8・9）を検出

した。埴輪棺8は、鰭付き円筒埴輸を半裁あるいは破砕して利用した埴輪棺、埴輪棺9は

小型の円筒埴輪を組み合わせたものである。なお、埴輪棺8からは、副葬品として臼玉2

個が出土している。

今回調査した中で、 l号墳に伴う遺物は埴輪のみで、前方部と後円部の境にある東くび

れ部と前方部東側の地山を掘り込んだ溝状に残る基底部近くに比較的まとまって出土した

ほか、西側の丘陵斜面からの出土が目立った程度である。埴輪は、円筒埴輪（鰭付きを含

む）のほか、直弧文や鋸歯文を施した 2タイプの盾形埴輪、佐紀陵山古墳タイ プの蓋形埴

輪などの形象埴輪片も出土している。

2号墳 2号墳は、昭和61年度の概報で報告（ S X2001）したとおり、東西 7m・ 南北6

m 以上（上縁部の規模、以下同じ）を測る方墳で、墳頂部中央の西寄りで組合式木棺の痕跡

を確認している。

3号墳 1号墳の前方部端から南に約lOmの位置にある一辺約lOmの方墳である。3号

墳の墳正の大半は後世に大きく削り取られ、周溝が遺存するのみである。周溝は、上面の

幅約l.9m、検出面からの深さ約0.15mを測る浅い 「U」字形の断面を呈する。周溝は、

北辺のすべてと西辺の一部も削平されて残らない。溝内の埋土は、灰黒色細砂質土 ・灰黄

色細砂質土で南周溝内の底よ りも高いと ころで土師器片が少量出土したのみである。

4号t責 4号墳は、 l号墳の前方部端から南東方向に約30mの位置にある一辺約10.5m

の方墳である。4号墳も 3号墳と同様、墳正の大半が削り取られおり、周溝が遺存するの

みである。周溝は、上面幅約2.4m、検出面からの深さ約0.3mを測り 、浅い 「UJ字形の

断面をしている。周溝の北辺部分は、一部削平により残っていない。周溝内の埋土は、暗

黄褐色細砂質土 ・茶褐色粘質土で、溝底のやや上面の茶褐色粘質土内から壷形埴輪 ・蓋形

埴輪・家形埴輪などが細片となって出土した。また、北東端では奈良時代の須恵器 ・長頚

査片が出土している。4号墳の周溝から出土した埴輪の特徴は、普通円筒埴輪がほとんど

なく、埴輪の大半が査形埴輪で占められている。また、周溝内から出土した蓋形埴輪（佐

紀陵山古墳タイプ）と同一個体のものが、 4号墳の南に隣接しである埴輪棺17からも出土

しており 、4号墳の埴輪の一部を利用して埴輪棺に使用している例として注目できる。4
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号墳の東周溝に隣接した墳丘内に埴輪棺23がある。この埴輪棺も l号墳の前方部で検出し

た埴輪棺11と同様、想定墳正高よりかなり下に位置するため、 4号墳の墳正築造以前に造

られた可能性も考えられる。

5号墳 5号墳は、 4号墳の南西約12mで、 4号墳の周溝辺とほぼ同じ主軸をなす一辺

約13.9mの方墳で、ある。5号墳も墳Eの大半が削り取られおり、周溝が遺存するのみであ

る。東半の周溝は、比較的遺存状態がよく、上面幅約3.6m、検出面からの深さ約0.5mを

測るが、西半は後世の田畑により大きく削り取られており遺存状態は悪く、遺構検出面か

らの深さ約 5cmと浅く残るのみである。周溝は、ゆるやかな逆台形断面を呈し、その埋土

は上層から茶褐色系粘質土・黒灰色粘質土の2層に大別でき、下層の黒灰色粘質土内から

土師器片や埴輪片が比較的まとま って出土した。周溝内からは古墳に伴う遺物以外に奈良

時代の須恵器片が北東コーナーの上層から出土している。5号墳の墳丘及び埋葬施設は4

号墳と同様、後世の削平により遺存していない。

6号墳 6号墳は、 4号墳の南東約2.5mに隣接しである一辺約5.5mの方墳である。6

号墳も他の古墳と同様、墳丘の大半は削り取られており 、周溝のみ遺存する。周溝は、上

面幅約0.9m、検出面からの深さ約0.2mを浪ljり、 浅い 「U」字形の断面を呈する。周溝内

の埋土は淡茶褐色細砂質土で、南東辺周溝内から土師器査がほぼ完形で出土したが、非常

に脆くなっていた。また、周溝内北端部に、長さl.4m・幅約0.6m・深さ約0.2m、埋士

は暗灰色粘質土の長楕円形の土坑状の掘り込みがあったが、遺物は出土していない。

7号墳 7号墳は、 6号墳の北東約 lmにある一辺約5.2mの小方墳で、ある。7号墳も、

上面幅約O.Sm、検出面からの深さ0.2m、ゆるい逆台形の断面の周溝のみ遺存している。

周溝内埋土は、暗灰黄色細砂質土 ・暗灰色粘質土で、周溝内から土師器片が出土した。7

号墳の墳正内中央付近から埴輪棺20を検出したが、この埴輪棺も 7号墳に伴う埋葬施設

（埴輪棺）なのか、7号墳の墳丘構築以前の埴輪棺なのかどうかは明らかでない。

8号i責 8号墳は、 7号墳の南東約 5mにある一辺約 7mの方墳で、ある。8号墳は墳E

及び周溝の西半部が大きく削り取られており、わずかに東辺の周溝が遺存しているのみで

ある。しかも東辺はSDOlによ って切られており、残りは悪い。東辺周溝は、上面幅約

1. 5m、検出面からの深さ約0.2mを測り、断面は浅い逆台形を呈する。周溝内埋土は暗茶

褐色細砂質土で、北辺の周溝底からやや上面で家形埴輪（屋蓋部のみ）が反転した状態で 1

点出土した。

9号績 9号墳は、2号墳の南東約 lmと隣接して存在する東西約 7m・南北約4.5m 

の方墳である。墳丘及び埋葬施設は遺存せず、上面幅約0.Sm、検出面からの深さ約0.2m

の浅い「UJ字形断面の周溝のみが遺存しており、周溝の規模や墳丘側にある 6か所のピ

η
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ットの存在から、当初は竪穴式住居跡であると考えた古墳である。周溝内の埋土は、灰黄

褐色細砂質土及びにぶい黄褐色粘質土で、溝底から浮いた状態で土師器の細片が出土した。

また、周溝の西側で周溝をさらに掘り拡げた土坑（周溝内土坑）があり、この中から布留式

土器（聾）が正位に据えられおり、口縁部には壷の体部片を利用した蓋が置かれていた。土

坑の規模は、径約0.9m×0.45mの楕円形をしてお り、深さは約0.25mである。査内は空

洞で遺物は出土していない。この周溝内土坑は、 j茸内埋葬施設あるいは古墳に伴う土器供

献土坑と思われる。

10号墳 10号墳は、 8号墳の南約 5mにある直径約14mの円墳である。10号墳はわず

かに周溝の底部近くが遺存するのみで遺存状態が悪い。東側の比較的残りのよい部分で、

わずかに検出面からの深さ約0.5mを測るのみである。周溝内埋土は暗茶褐色細砂質土で、

周構内からは遺物は皆無であった。しかし、南側のE陵斜面からは朝顔形埴輪や蓋形埴輪

片などが出土しており、 10号墳との関連が考えられる。

(2）埴輪棺（第127～130図、図版第83・84)
（注36)

埴輪棺群は、これまでの調査分を含めると25基（今回18基）を確認した。埴輪棺は、先述

した 4号墳と埴輪棺17出土の蓋形埴輪の例のように、本来古墳の周囲に立て並べられてい

たものを転用したと判断しており、特製棺は確認していない。各埴輪棺は、 2～ 3個体の

円筒形埴輪を組み合わせて棺としており、一部形象埴輪（蓋 ・盾など）をつなぎ目や蓋とし

て利用している例が多いほか、埴輪棺18・24のように棺身に盾形埴輪を使用しているもの

もある。また、埴輪棺23では、片方の小口に土師器壷を蓋として利用していた。埴輪は、

l号墳に近い地点では鰭付円筒埴輪を使い、遠ざかるにつれて普通円筒埴輪を使う傾向が

ある。埴輪の時期も、 l号墳から遠ざかるにつれて新しくなる傾向がある。

埴輪棺11・20・23は、各古墳の墳丘内部に造られており、各古墳との新旧関係が注目さ

れる。先述したように、今回の調査では古墳の墳丘の削平が激しく、各古墳と埴輪棺との

切り合い関係は確認できないが、各古墳の築造以前に埴輪棺が設けられていた可能性も考

えられる。副葬品は、今次調査分では埴輪棺8の臼玉以外は、埴輪棺22で鉄斧が掘形から

出土しているのみである。以下に 2例の出土状況を報告する。

埴輪棺23 埴輪棺23は、 4号墳の周溝の内側で、周溝の東辺に隣接した墳丘内の位置

にある。この埴輪棺は、 4号墳の築造に伴う可能性が高いが、墳丘内における埴輪棺の位

置から中央埋葬のものとは考えがたい。埴輪棺23の墓墳は、長軸約1.05m ・短軸約0.63m

の楕円形を呈し、墓墳底は検出面から約0.35mを測る。棺本体は、 11固体の円筒埴輪を使

用した単棺で、棺本体の円筒埴輪の口縁部分（南側）には、口頭部を打ち欠いた土師器査と、

口縁部を含む 1個体分の土師器査で小口部を塞いで、ある。棺本体の円筒埴輪の底部側（北

内
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1m 

cm 

第127図瓦谷遺跡埴輪棺23実測図(1/20) 出土遺物実視lj図(1)(1/8) 
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第128図瓦谷遺跡埴輪棺23出土遺物実測図（2)(1/4) 
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側）には埴輪片などで塞いだ痕跡はない。棺本体は、全長約0.90mで、調査時には棺内（円

筒埴輪の内側）は空洞で、円筒埴輪は完形のまま埋められていた。遺体の埋置方向を示す

枕などがなく、その方向は不明である。副葬品は出土していない。

第127図は、埴輪棺23出土の円筒埴輪である。大きさは、高さ62cm・口縁径41cm・底部

径24cmで、ある。全体に器壁の剥離が著しい。外面の調整は、器壁の残っていた部分の観察

では、底部付近にタテハケが見えるが、他のほとんどの部分はヨコハケを施している。黒

斑は、透孔のある側に底部から口縁付近まで点在する。内面の調整は、 口縁付近はヨコハ

ケ、下に降りるにつれて左上がりのナナメハケとなり、中央付近から下はタテハケとなる。

中央部より上では部分的に粘土のつなぎ目が観察できる。タガの形状は台形で、稜線はは

っきりしている。透孔は長方形で下から 3段目に 2方向から開けている。色調はj炎黄褐色、

胎土にやや砂粒が見えるが比較的堅く焼けている。

第128図は、埴輪棺23出土の土師器査である。 lは、ほほ完形である。器高は約29cm・ 

口径約16.5cmで、口縁端部は丸くおさめ、内側に段を付けている。調整は外面がハケ目調

整を行い、内面はケズリを行っている。 2は、口縁部を欠き、体部もほぼ半分のみの個体

である。残存高は約30cm、胴部最大幅は約30cmで、ある。調整は、外面がハケ目調整を行い、

内面はケズリを行っている。

埴輪棺24 埴輪棺24は、調査地の南東端で、丘陵部から谷部に向かう南向き斜面中段

の傾斜変換点にある埴輪棺で、瓦谷 l号墳の中心埋葬施設からは約120m離れた位置にあ

り、埴輪棺の分布では南東端にあたる。

墓墳は、長軸約2.93m・短軸約l.23m、検出面からの深さ約0.40mを測り 、西側が広い

卵倒形を呈する。棺本体は盾面を下にした盾形埴輪 1個体に、長さ約50cmに打ち欠いた円

筒埴輪を組み合わせた複棺で、両小口部は葦形埴輪の笠部を使用している。棺本体は、 全

長約18.4m、遺存する棺の最大幅約0.50mを測る。棺底の東側には打ち欠いた円筒埴輪が

主軸に直交する形で据えられており、枕に使用したものと思われる （li:陵上位に頭？を置

いた東枕）。棺本体と小口部の設置は、西小口部の蓋形埴輪の笠部が棺本体よりも深く据

えられていることから、西小口部の蓋形埴輸の笠部を設置したのち、棺本体の盾形埴輪を

次に設置し、その後に長さを調整した円筒埴輪を据えたものと考えている。棺本体、特に

盾形埴輪は、円筒状態（完形の状態）で被葬者を入れたものか、半裁したのち被葬者を入れ、

その後残り半分の円筒部破片を被葬者の上面に覆ったかどうかは判然としない。棺本体の

設置に際して、棺の安定を考慮、してか、盾面を上下から挟むよ うに黄色粘土を敷いている。

副葬品は出土していない。上面の埴輪片の中には円筒埴輪のほか、家形埴輪が棺本体の中

央部に細片となって置かれていた。
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第129図瓦谷遺跡埴輪棺24実測図(1/20)
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付表6 埴輪棺一覧表

埴輪 取り上 墓域規模 棺規模
本体・棺蓋

小口 つなぎ部
時期

出土
その他

棺名 げ番号 (m) (m) 部分 その他 位置

01 SX2002 0.96×0. 70 最大長0.7 普通円筒埴 普通円 E期 2号墳 棺本体と同ーの埴

一段墓媛 幅0.32 輪（単棺） 筒埴輪 商辺 輪を閉塞埴輪に使

周一辺lOc皿前後の

埴輪片を枕に利用

墓域内埋土中から

菅玉 I点出土

02 SX2004 2.20×1. 0 最大長1.25 普通円筒埴 鰭付き 普通円筒 H期 2号墳

一段墓壊 幅0.49 輪（複棺） 円筒埴 埴輪 西辺

輪

03 SX2005 1. 60×0.45 最大長1.35 普通円筒埴 有機材 E期 2号墳

一段墓域 幅0.25 輪（複棺） ？ 西辺

04 SX2007 1. 05×0.6 最大長0.65普通円筒埴 普通円 E期 2号墳 本体の埋置に先行

一段墓域 帽0.24 輪 筒埴輪 西辺 し閉塞埴輪を設置

05 1. 64×0.52 残存長1.3 棺蓋のみ 盾形埴 普通円筒 E期 l号墳 正確な方位不明

最大幅0.35鰭付き円筒 輪(I を破砕し 後円部

埴輪 類）を て隙聞を 北東裾

含む 閉塞 部

06 0.94×0. 78 最大長0.76 叢形埴輪 I E期 l号墳 正確な方位不明

幅0.37 類 後円部

北西、

墳丘外

07 土師器二重 有機材 E期 1号墳

口縁 ワ 後円部

08 SX51 2.38×0.88 最大長16.3鰭付き円筒 鰭イすき E期 1号墳

幅0.62 埴輪 円筒埴 後円部

輪 東、墳

丘裾部

09 SX50 1. 14×0.5 最大長0.7 普通円筒埴 H期 l号墳

$;0. 38 輪 ？ 後円部

東、墳

丘裾部

10 SX62 1. 64×0.93 最大長1.15 鰭付き円筒 朝顔形 E期 1号墳

～0.6 幅0.315 埴輪 埴輪 東くび

れ付近

墳丘外

11 SX25 1. 70×0.54 最大長1.50 鰭付き円筒 盾形埴 H期 l号墳 埴輪棺を設置する

幅0.33 埴輪 輪 I類 前方部 以前に、埴輪を粉

東 砕し、棺の下に敷

きつめている。

12 SX18 1. 54×0.4 最大長1.44 鰭付き円筒 E期 3号墳

以上 幅0.3 埴輪 東辺
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13 SX21 残存長l.03 残存長0.6 普通円筒埴 皿期 3号墳 棺底のみ遺存

×幅0.4 幅0.27 輪（単棺） ワ 東辺

14 SX13 残存長l.22 残存長l.05 普通円筒埴 普通円 E期 3号墳 棺底のみ遺存

×幅0.57 幅0.31 輪（単棺） 筒埴輪 東辺

15 SX20 l. 31×0.46 残存長0.9 普通円筒埴 普通円 E期 5号墳 棺底のみ遺存

幅0.25 輪（単棺） 筒埴輪 北辺

16 SX14 23.5×6.3 最大長l.43 普通円筒埴 朝顔形 5号墳 埴輪片を枕に転用

帳0.43 輪（複棺） 埴輪 北辺

17 SX15 l. 50×0.79 最大長0.71 普通円筒埴 朝顔形 蓋形埴輪 E～ 4号墳

二段墓域 輪（複棺） 埴輪 I類 E期 南辺

18 SX24 l. 69×0.84 残存長l.05 普通円筒埴 朝顔形 皿期 4号墳 拳大の河原石で枕

二段墓域 幅0.37 輪、盾形 埴輪＋ 南辺 に転用

埴輪E類 盾形埴

（複棺） 輪 E類

19 SX26 l. 60×0.69 残存長0.75 普通円筒埴 E期 4号墳 細破が多く棺の遺

幅0.32 輪（単棺） 西辺 存状態は悪い

20 SXll l. 14×0.55 最大長0.67普通円筒埴 普通円 皿期 7号墳 棺本体の上部（葦

幅0.33 輪（単棺） 筒埴輪 墳丘内 部）は細片で出土

（横位 中央

で使用）

21 SX12 l. 29×0.55 最大長0.74 普通円筒埴 朝顔形 E期 7号墳

幅0.3 輪（単棺） 埴輪 南辺

22 SX22 2.00×0.95 残存長l.20 普通円筒埴 朝顔形 皿期 尾根の 小口部の埴輪上部

幅0.45 輪（複棺） 埴輪 南端 に鉄斧出土、棺本

体は完形に近い状

態で出土

23 SX23 l. 03×0.62 最大長0.63普通円筒埴 土師器 皿期 4号墳 棺本体は完形の状

幅0.43 輪（単棺） 査（片面 墳丘内 態で出土

のみふ

さぐ）

24 SX19 2.20×l. 35 最大長l.85 盾形埴輪＋ 蓋形埴 蓋部に普 尾根の 棺本体は盾面を下

幅0.55 普通円筒埴 輪 通円筒埴 南端 にし、その後、一

輪 輪ととも 部白色粘土で、盾

に家形埴 形埴輸を固定して

輪の細片 いる。本体の埋置

出土 に先行して閉塞埴

輪を設置

25 SX66 l. 00×0.58 蓋形埴輪片 埴輪棺ではなく、

墓境内に埴輪を入

れた可能性あり 。

埴輪の下に青灰色

粘質土混礁を敷い

ている。

備考蓋形埴輪 I類佐紀陵山古墳タイプ盾形埴輪 I類直弧文（忍ヶ岡系対象文） 時期
E類その他 H類 川西編年
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第130図は、埴輪棺24出土の盾形埴輪である。大きさは、高さ約142cm・口縁径約65cm・ 

底部径約42cm・盾部長約86cm・向上部幅推定約65cm・同下部幅推定約60cmである。外面の

調整は、器壁の残っていた部分の観察では、タテハケの後ヨコハケを施している。内面の

調整は、口縁付近はヨコハケ、下に降りるにつれて左上がりの斜めハケとなり、中央付近

から下はタテハケとなる。中央部より上では部分的に粘土のつなぎ目が観察できる。円筒

部にはタガが9条めぐっている。タガの形状は台形で、口縁部は幅約3cmと広く張り付け

ている。透孔は、すべて円形で、下から 3段目に正面とその対象の位置に当たる部分に計

2か所と、下から 5段目と 8段目の向かつて右側面に各lか所確認した。左側面は残りが

悪いため、透孔の位置は確認できなかったが、おそらく対象の位置に各 lか所設けられて

いたと考えて図上復原を行った。透孔の総計は 6か所と考えている。全体の色調は淡黄褐

色、胎土にやや砂粒が見えるが比較的堅く焼けている。盾面とその反対側に黒斑が広がっ

ている。

盾面には線刻による装飾はなく、円筒部分のタガと同じ位置にタガ状の突帯が5本施さ

れ、 6区画に水平等分している。上から 2～ 4区画にわたって中央に長方形の窪みが表現

されている。盾面の左右端は円筒部が作られた後、追加形成されたようで、盾面に接合の

痕跡が縦方向に帯状に観察できるとともに、接合部付近からタガが太くなる。

(3）その他の遺構について（第126図）

木棺墓（S X27) 3号墳の南側で木製板を組み合わせて棺にしたと考えられる土坑Sx 
27を検出した。東西方向に長側板を置き、東西両小口に板を深く掘り込むとともに、長側

板で挟むように固定した状況が観察でき、棺底には卵大の磯を敷いていた。墓墳の規模は、

長さ2.3m・幅0.8mの隅丸長方形で、小口板を固定した掘り込みの検出面からの深さは東

側部分で約0.35m、中央部の墓壌の深さは検出面から約0.1 mと浅く、棺底が残っていた

程度である。長側板は、長さ約2m・ 厚さ約0.07m、小口板は、 西側が幅約0.35m、東側

が幅約0.3m・厚さ約0.05mである。棺内の規模は、長さ約1.65m ・幅約0.3mで、西側が

若干広く、棺底のレベルもやや高い状況である。 磯敷の厚みは約0.05m程度で、ある。遺構

内からは少量の土師器の破片が出土している。

建物跡 建物跡では10号墳の南で竪穴式住居跡を l基、方墳群の東側で掘立柱建物跡3

棟を検出した。

竪穴式住居跡（ S H03) 竪穴式住居跡（S H03）は、谷部を臨む調査地南斜面にあり、 ほ

とんどの部分がSDOIによ って切られているため、 全体の約1/4程度が残るのみである。

掘形は方形で、約2.5m×約2.5mの直角三角形状に残り、床面までの深さは約0.5mであ

る。壁直下に浅い壁溝がめぐり、直径約0.3m・深さ約0.4mの柱穴lか所を検出した。床
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面には若干の焼土と炭片の広がりが観察できた。床面付近で土師器杯が出土している。

掘立柱建物跡 掘立柱建物跡は、 2間× 2聞の総柱建物跡（S B86) 1棟と、 2間×3問

( S B 130）、2間×4間（S B 83）各l棟の建物跡がある。SB86は、倉庫と考えられ、付

近から奈良時代の須恵器片などが出土していることから、その頃の建物跡と判断している。

S B83とSB 130については時期不明で、ある。

中世の時期の遺構では、j茸及び土坑がある。

溝（S DOI) 調査地を鉢巻状にめぐる溝SDOlは、各部分で規模がかなり変化する。調

査地南側斜面では幅約4m・ 深さ約2.5mに達し、この溝を堀と考えれば丘陵上に城館が

あった可能性もある。この溝からは、多数の埴輪片のほか、 12世紀頃の土師質の羽釜片や

鉄浮などが出土している。

焼土坑（S K47) 4号墳の東側の土坑（ S K47）は、長さ約2.5m ・幅約O.Sm・深さ0.15

mの隅丸の長方形の浅いものである。土坑の北・東・西の三辺に焼土壁を持ち、内部に炭

や灰がつまり、床面の北倶ljと南側に直径約0.7mの焼けた床面が観察できた。 出土遺物は、

床面付近から土師器の皿と鉄製品がある。遺構の周辺部で出土している鉄浮との関連が考

えられる。

このほか、埴輪を含まない土嬢墓と考えられる遺構が10数基あり 、遺物が少なく時期決

定が困難な例が多いが、奈良時代の土師皿と鉄製品が出土した例や、 布目瓦片が出土した

例、小型丸底査数個体が出土した例もあり、複数時代にわたる と考えられる。

3. 小結

今回の調査によって瓦谷遺跡 ・瓦谷古墳群の全ほう が明らかになった。瓦谷古墳群は、

前方後円墳を中心に、円墳 －方墳 ・埴輪棺などで構成され、当時の階層構成が確認できる

貴重な遺跡と考えている。古墳群の造営時期は、 出土した埴輪などの遺物から 4世紀後半

で、瓦谷 l号墳の造営後短期間で順次造られている。出土した埴輪は、円筒 ・朝顔形埴輪

のほか、蓋 ・盾 ・家などの形象埴輪が出土している。特に、盾形埴輪は鋸歯文・直弧文を

それぞれ施したものと、埴輪棺24出土の特殊なタイ プのものの3種類が出土しており 、こ

の時期の埴輪を考えるうえで良好な資料と言えよう。

他の時期についても、縄文時代の遺構もあり、中世の城館の可能性もある遺構もあり 、

この遺跡の多様な性格が明らかとなった。

（有井広幸）

注 l 石井清司 ・伊賀高弘・ 竹井治雄・ 小山雅人「3.木津地区所在遺跡、平成3年度発掘調査概要」
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（『京都府遺跡調査概報』第51冊 （財）京都府埋蔵文化財調査研究センター） 1992 

1主2 注 1に同じ。

注3 調査参加者（五十音Iii買・敬称略）

浅野真紀・池田晃仁・五百磐顕一・岩本 貴 ・小関菜都子 ・香川知子・鹿島昌也 ・河野千春・

日下隆春 －久保田琢磨 －下之あゆみ －高橋立彦 －武石匡司－谷本美和・ 塚田 力・辻谷真夕 ・

平松久和 ・平松弘孝 ・平井千香子・藤野洋大・堀 優子・宮本浩行 －森光重 －青木卓 ・有

馬三喜子 －石崎陽子 －大西都 －樫原清美 －坂田千品 －新谷二三代 －武田久美子 －辻道子 －

中西修・中村久登 －林恵子 －林益美 －菱田直美 －福永美知代－ 古川良子 －吉永清美

注4 1主lに同じ。

注5 伊賀高弘「西山塚古墳の調査J（『京都府埋蔵文化財情報』第46号 （財）京都府埋蔵文化財調

査研究センター） 1992 

注6 和田晴吾氏は、竪穴系埋葬施設を「墓域あり」と 「墓繍なし（無墓域）」に区分し、前者を構築

手法の違いにより「掘込墓媛」と「構築墓綴」 に分類した。さらに「掘込墓旗」については、

墳丘の築成過程のととの段階で設定したかという基準で、 a類（墳丘が完成した段階）、b類（墳

丘構築途中）、 c類（墳丘構築前）に細分された（和田晴吾「葬制の変遷j都出比呂志編 『古代史

復元J6 講談社 1989）。

注7 福永伸哉氏は、いわゆる組合式木棺の四辺の側板材の平面的な組み合わせ方式について、以下

のように分類されている。A型－－両側板が小口板を挟んでさらに棺長軸方向に突出するもの、

B型・・・両小口板が側板を挟んでさらに棺短軸方向に突出するもの、 C型・・・側板と小口板が規

則的に組み合わさず井桁状を示すもの、 D型－－側板も小口板も突出せず箱形になるもの（福永

伸哉「木棺墓」金関 恕・佐原 異編 f弥生文化の研究J8 雄山閣 1987）。

注8 この盾は、通有にみられる獣革を素地とした置盾で、木枠骨（陥没溝として確認できた）の上に

革を張ってその表面を粗い糸で刺繍して黒漆で、塗り固めたものである。本例の場合、盾面の縁

取りと文様区を画する綾杉文帯の遺存状態が比較的良好て、あった。現在までに革製漆塗盾の検

出例は80例余りを数える。

注9 絹見安明氏は、 山陰地方に顕著な枕状施設のう ち、石を用いたもの（枕石）を5類に分類されて

いるが、本遺跡のように自然石3個を用いた例は、 同氏の類型からはもれる（絹見安明 「古墳

の埋葬施設における枕の使用についてー鳥取県 ・長瀬高浜古墳群を中心にして－J r史想j第

21号 1988）。

注10 万 ・剣ともに把縁部分に突出する漆膜（把縁突起 ・柱状突出部）が認められ、置田雅昭氏分類の

A類の把装具の可能性がある（置田雅昭「古墳時代の木製刀把装着具J『天理大学学報j第36巻

第3号 1985）。

注11 西群は鍛身が小さく片逆刺を有するものが多いのに対し、東群はよ り鍛身が長く片逆刺をもっ

ものは少ない傾向がある。

注12 矢羽根を箆に装着する場合、 その前後を繁巻きして固定するが、古い例は繁巻部分のみ黒漆を

塗り（雪野山古墳例・谷内21号墳例など）、古墳時代中期後半以降になると、本例のよう に本
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矧－末錦｜野間も漆て、塗りつぶすようになるようである（円照寺墓山I号墳例 ・七廻鏡塚古墳例）。

注13 注7に同じ。

i主14 J主6に同じ。

注目 当古墳の南西約600mに位置する上人ヶ平8号墳（一辺13.0mの小方墳）の中心主体でも同形態

の枕状施設（埴輪転用枕）が検出されている（石井清司ほか 『京都府遺跡調査報告書j第15冊

上人ヶ平遺跡 （財）京都府埋蔵文化財調査研究センター 1991、58～61頁）。

注目 長頚鉱の分類名称、は、尾上元規氏の案によった（尾上元規「古墳時代鉄鉱の地域性長頚式鉄

鍬の地域性一」 I考古学研究j第40巻第 l号考古学研究会 1993. 6）。

注17 尾上元規は、長頚式鉄鍛出現期以降の鉄鉱の地域性を検討する中で、長頚式鉄鉱の組み合わせ

による類型を設定し、氏による E期（5世紀末～6世紀末）において鉄鍛の地域性が顕在化する

ことを論じている。その中で長頚片刃箭式は同期以降、畿内・ 山口県・岡山平野・島根県地域

において普遍的に組成するのに対し、山陰東半部広島県－岡山県北部地域では見られない点

を指摘している（尾上元規 ・注16論文）。

注目 臼杵勲「古墳出土鉾の分類と編年Jf日本古代文化研究j第2号 1985。

注19 臼杵 勲［古墳時代の鉄万について」 『日本古代文化研究j創刊号 1984。

注20 注5に同じ。

注21 1主13に同じ。

注22 竪櫛の部分名称、については、亀田 博氏の案によった（亀田 博「竪櫛j『末永先生米寿記念

献呈論文集j乾末永先生米寿記念会 1985 

注23 瀬戸谷陪「再び土師器転用枕についてj( rよみがえる古代の但馬』 但馬考古学研究会）

1981 

注24 豊岡市の立坂106号、北浦18号墳、和田山町の中山23号墳など。

注25 戸原和人 ・小池 寛・中井栄策・伊賀高弘「木津地区所在遺跡昭和62年度発掘調査概要」

（『京都府遺跡調査概報j第32冊 （財）京都府埋蔵文化財調査研究センター） 1989 

注26 注 1に同じ。

注27 『古事記j崇神天皇段に「山代之幣羅坂」、 『日本書紀j祭神天皇10年9月条の本注に「山背平

坂jとみえる。

注28 注25に同じ。

注29 小笠原好彦「近畿地方の七 ・八世紀の土師器とその流通」 （『考古学研究j第27巻第2号 考

古学研究会） 1980.9 

注30 戸原和人 ・荒川 史・伊賀高弘「4.木津地区所在遺跡昭和61年度発掘調査概要J（『京都府

遺跡調査概報』第26冊 （財）京都府埋蔵文化財調査研究センター） 1987 

注31 石井清司・伊賀高弘「5.木津地区所在遺跡平成2年度発掘調査概要」 （『京都府遺跡調査概

報』第46冊 （財）京都府埋蔵文化財調査研究センター） 1991 

注32 注30に同じ。

1主33 1主31に同じ。
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1主34 1.主31に同じ。

注35 j主30に同じ。

注36 注30・31に同じ。

※なお、調査中あるいは整理作業中に多くの方々に御教示、御指導をいただいた。以下に記して感謝

いたします。

石野博信・植野浩三 ・堅田 直・鐙方正樹 ・金子裕之 ・久保哲正 ・小林謙一 ・杉井 健・杉原和

雄 －高橋克誇・高橋美久二 ・中島和彦 ・橋本清一 ・福永伸哉・町田 章 ・松本秀人・峰 綴・相11本

照男－横山浩一 ・和田晴吾
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図版第 1 神宮谷古墳群

(1) 3号墳調査前遠景（西から）

(2) 3号墳調査前近景（南から）



図版第 2 神宮谷古墳群

(1）神宮谷3号墳全景（北から）

(2）神宮谷3号墳全景 （南東から）



図版第3 神宮谷古墳群

(1) 3号墳石室第二次埋葬施設 （北から）

(2) 3号墳石室第二次埋葬抽設（南から）



図版第4 神宮奇古墳群

(1) 3号墳石室第二次東壁 (1)（西から）

(2) 3号墳石室第二次東壁（2)（西から）



図版第5 神宮奇古墳群

(1) 3号墳石室第二次埋葬施設 （北から）

(2) 3号墳石室第二次埋葬施設北東隅音IS（南西から）



図版第6 神宮谷古墳群

(1) 3号墳石室玄門付近及び羨道部遺物出土状況 （北から）

点、 e， 、 山

一～ヘ計官

(2) 3号墳石室玄室内袖石付近遺物出土状況 （東から）



図版第7 神宮省古墳群

(1) 3号墳石室第二次東壁基底石検出状況（北から）

(2) 3号墳石室第二次東壁基底石検出状況（南から）



図版第8 神宮谷古墳群

(1) 3号墳石室第二次東壁除去後床面検出状況（1)（北から）

(2) 3号墳石室第二次東壁除去後床面検出状況（2) （北から）



図版第9 神宮釜古墳群

(1) 3号墳石室全景（南から）

(2) 3号墳石室全景（北から）



図版第10 神宮谷古墳群

(1) 3号墳全景及び墓境検出状況（南から）

(2) 3号墳石室玄室床面検問状況



図版第11 神宮苔古墳群
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出土遺物（1)



図版第12 神宮谷古墳群
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33 

出土j立物（2)



図版第13 神宮谷古墳群

30 

出土遺物（3)



図版第14 神宮谷古墳群

35 

29 

37 

28 36 

出土遺物（4)



図版第15 八木嶋遺跡

(1) 調査地全景（西から）

(2）調査地全景（北西から）



図版第16 八 木嶋遺跡

(1）調査地 （C～ E地区）（南から）

(2) 調査地 （D ・ E地区）（南から）



図版第17 八木嶋遺跡

(1) A地区全景（上空から）

(2) A地区遺構検出状況 （西から）



図版第18 八 木嶋遺跡

(1) A地区土坑3検出状況 （東から）

(2) B地区全景 （上空から）



図版第19 八木嶋遺跡

(1) B地区掘立柱建物跡SB05（東から）

(2) C地区全景（上空から）



図版第20 八 木嶋遺跡

(1) C地区溝跡SDOl完掘状況 （南東から）

(2) C地区溝跡SDOl断ち割り後 （東から）



図版第21 八木嶋遺跡

(1) C地区作業風景（竹市は杭の痕跡）（南から）

(2) C地区護岸施設SX02（西から）



図版第22 八 木嶋遺跡

(1) C地区遺物出土状況 （南東から）

(2) c 地区遺物出土状況（南から）



図版第23 八木嶋遺跡

(1) C地区遺物出土状況（北西から）

(2) C地区遺物出土状況 （北東から）
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八 木嶋遺跡図版第26

（束から）
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C地区講跡SDOl及び平坦面の下部構造

C地区平坦商の下部構造 （北から）
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図版第27 八木嶋遺跡

(1) c 地区溝跡SDOl埋土堆積状況 （東から）

(2) c 地区構跡SDOl断ち割り状況 （東から）



図版第28 八 木嶋遺跡

(1) C地区下部構造 （北から）

(2) C地区下部構造（西から）



図版第29 八木嶋遺跡

(1) C地区平坦面下部構造 （南から）

(2) C地区平坦面下部構造 （北から）



図版第30 八 木嶋遺跡

(1) C地区平坦面の断ち割り状況 （東から）

(2) C地区対岸深掘り の状況 （西から）



図版第31 八木嶋遺跡

(1) E 地区南半掘立柱建物跡SB29検出状況 （南から）

(2) E地区掘立柱建物跡SB27及びSB29検出状況 （南から）



図版第32 八 木嶋遺跡

(1) E地区掘立柱建物跡SB23検出状況（南西から）

(2) E地区掘立柱建物跡SB23検出状況 （西から）



図版第33 八木嶋遺跡

(1) E地区掘立柱建物跡SBlS柱穴遺物出土状況

(2) E 地区掘立柱建物跡SB23柱穴遺物出土状況
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図版第35 八木嶋遺跡
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須恵器杯身、杯葦 （番号は実測図番号と一致する）



図版第36 八 木嶋遺跡
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図版第37
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図版第38 八 木嶋遺跡
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図版第39 八木嶋遺跡
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出土遺物（6)

土師器高杯

図版第40 八 木嶋遺跡
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出土遺物（7)
木製品

図版第41
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八木嶋遺跡
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出土遺物（8)

木製品
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図版第42 八 木嶋遺跡
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出土遺物 （9)
木製品

図版第43
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出土遺物 (JO)
木製品

図版第44
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出土遺物 (II)

漆付着土器

図版第45
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八木嶋遺跡
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l十1土遺物 (12)
墨書土器

図版第46 八 木嶋遺跡
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図版第47 八木嶋遺跡
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図版第50 八木城町t第2次

(1) 第 7地点 （北東から）

10 

11 35 

(2) 出土遺物



図版第51 内里八丁遺跡

(1) 第 1遺構面全景 （南から）

(2) SB07・08全景（西から）



図版第52 内里八丁遺跡

(1) SB13全景 （南から）

(2) SB14全景（南から）



図版第53 内里八丁遺跡

(1) SE03断面 （西から）

(2) SE03土師皿出土状況 （西から）



図版第54 内里八丁遺跡

(1) SE04全景（西から）

(2) SE04井戸枠材 （北壁）



図版第55 内里八丁遺跡

SE04北壁立面（南から）



図版第56 内里八丁遺跡

(1) 第 2遺構面全景（南から）

(2) SBlO全景（南から）



図版第57 内里八丁遺跡

' - ' , ) 
，叫ユ . 

ノ～｛， 

d ，、，て、r
手、l.!T• 4• 

l'{.._..,)11’ 

一ー一ーーペ4
・ 圃圃圃圃圃圃圃圃圃 圃 圃 圃圃d

l 守 4

、司，，
~ ．， 

ivp

－

σ
 

J

a

v
飴
句旬、

副

一.，‘ 
f・

.,, 
・．
乞

戸、
ヤ

(1) SB15全景 （東から）

(2) SB15柱穴断面 （西から）



図版第58 内里八丁遺跡

(1) SD53断面 （南から）

(2) SD53遺物出土状況 （南から）
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図版第60 内里八丁遺跡
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内里八丁遺跡主要出土遺物



図版第61 荒 坂 遺 跡

(1) 調査区遠景 （南東から）

(2) 調奈区全景（南西から）



図版第62 荒坂遺跡

(1) 調査区全景（北から）

(2) 調査区全景 （垂直写真、上が東）



図版第63 荒坂遺跡

(1) A地区全景（東から）

(2) SKOl ・ SX02 ・ SK03検出状態（垂直写真、上が北西）



図版第64 荒坂遺跡

(1) 古墳 （SX02)・ SB03全景 （北東から）

(2) 古墳（SX02）・SB03全景 （南東から）



図版第65 荒 坂遺跡

(1) SB06全景 （東北東から、白線の建物跡）

(2) a群建物跡全景（北から）



図版第66 荒坂 遺 跡

(1) 古墳 （SX02）周溝内蓋形埴輪出土状態 （南東から）

(2) 弥生期の土坑 （SKOl)遺物出土状態 （南東から）



図版第67 荒坂遺跡
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図版第68 新 田遺跡

(1）新田遺跡全景 （南西から）

(2) 10卜レンチ拡張区全景 （北から）



図版第69 新田遺跡

(1) SAOl ・ SBOl全景（北東から）

(2) SBOl全景（北東から）



図版第70 新田遺跡

(1) 15トレンチ全景 （北西から）

(2) 15トレンチ土層断面



図版第71 西山塚古墳

(1) 西山塚古墳内部主体全景（南から）

(2) 西山塚古墳内部主体全景（西から）



図版第72 西 山塚古墳

(1）西山塚古墳第 1主体棺外 革製漆塗盾出土状況 （左が北）

(2）西山塚古墳第 l主体南副室内 遺物出土状況 （左が北）



図版第73 西山塚古墳
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図版第74 西山塚古墳

2 3 

13 ( F 20) 

15 (F2) 

16 (F60) 

17 (F61) 

出土遺物 （埴輪類 ・鉄器類）



図版第75 西山塚古墳

(1）第 1主体矢銑西群 （一部）

(2）第 l主体矢鍬東群 （一部）



図版第76 西 山遺跡
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(1) SB9201全景 （南から）

(2) SH9202全景 （西から）
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図版第77 西山遺跡

(1) SX9206全景 （西から）

(2) SB9204全景（北から）



図版第78 西 山遺跡
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3 磨製石斧

出土遺物



図版第79 瓦谷遺跡・瓦蒼古墳群

瓦谷遺跡 ・瓦谷古墳群全景



図版第80 瓦 笹遺跡

(1) 瓦谷 1号墳全景（南から）

(2) 瓦谷 l号墳全景（西から）
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図版第82 瓦谷 遺 跡

(1) 5号墳全景（北から）

(2) 6号墳全景（北東から）



図版第83 瓦苔 遺 跡

(1) 埴輪棺24検出状況はじから）

(2）埴輪棺24棺底出土状況はじから）



図版第84 瓦 谷遺跡

(1) 埴輪棺23出土状況はじから）

(2) SDOl断面 （調査地南斜面部分東から）
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